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秋　催眠術にかかった狐妻から貪欲騎乗位！




冬　風邪を引いたら献身ナースの最高ご奉仕




春　ＳＭ初挑戦！　女王様の足コキ＆腰遣い




夏　チャイナドレスの発情嫁とご無沙汰エッチ




夏　水泳教室、子どもができてもラブラブ夫婦




再び春　記憶喪失の狐嫁ともう一度恋をしよう













秋　催眠術にかかった狐妻から貪欲騎乗位！









　木から赤く色づいた葉っぱがはらはらと落ち、深紅の絨じゆう毯たんを敷き詰めたように庭を覆う。

　清すが々すがしく晴れた秋の日。

　薄く高い空の下、誠まことはジョギングをしていた。

　仕事に没頭するとついつい、家に籠もりがちになってしまうから、時々こうして近所を走っているのだ。

　まだ収穫の終わっていない稲穂の田んぼを横目に、ハッハッハッとリズミカルな呼吸で、畦あぜ道みちを駆けていく。

　体育の秋というだけあって気持ちのいい陽気は、走るには絶好の季節だ。

　村にある神社の急な階段を駆け上がり、また下りる。

　汗の雫が、たらりと流れ落ちた。

　そうして、おおよそ一時間くらいのジョギングを終えて、自宅に戻る。

　首に巻いたタオルで汗を拭いながら、玄関に腰かけた。

　タッタッタッと家の奥から駆け足気味の足音が、聞こえてくる。

　振り返ると、紅葉もみじの柄を散らした赤い着物姿の女性がやってくる。

　誠は思わず口元を緩める。

「誠さん、おかえりなさい」

「志し津づ、ただいま」

　目の前にいる女性は、腰まで届く金色の髪に色白の細面、金色の円らな瞳、通った鼻筋に、ほのかに赤く色づいた唇。

　その彫りの深い顔立ちは日本人離れしていながら、今時珍しい和装を着こなす様は、まさに大和やまと撫なで子しこ。

　しかし、彼女はただの大和撫子ではない。

　彼女には誠だけにしか見えない、頭の上でピンと立った、黄金色の体毛に包まれた三角の耳、そしてお尻からこぼれたボリューム感のある、黄金色の尻尾がある。

　今も尻尾がユラユラと揺れている。

　彼女、志津は狐娘なのだ。

　彼女は、誠の祖父が是非孫の嫁にと言ったことがきっかけに、誠の前に現れた。

　突然のことに驚きながらも、甲斐甲斐しく世話をしてくれる志津に誠は惹かれ、都会から実家のあるこの田舎に居を移し、今は二人きりの生活を送っていた。

　居間に入った。

「誠さん、どうぞ」

「ありがと」

　差し出してくれた冷たいお茶を、ぐっと一気に飲み干す。

「はぁぁぁ……。美味しいー。生き返るぅー……」

　クタクタに疲れ、仰向けに寝そべった。

　志津が覗き込んでくる。

「ふふ。誠さん、気分転換になりました？」

「うん。気持ちよかった。……今度は志津も一緒にどう？」

「一緒に走るんですか……？」

　志津は不思議そうに小首を傾げた。

「志津？」

　志津の思い悩んでいるような表情に、誠は違和感を覚えた。

「あのぉ……。ジョギングって、私、やったことがなくって。他の方と一緒にやるようなものなんですか？」

「え！　本当!?　聞いたこともない？」

「聞いたことはありますが、お祖父様はジョギングをなさらなかったので」

　お祖父様とは、誠の祖父のことだ。

「なら、明日にでもやらないか？　一緒に走ったら絶対気持ちいいからさっ」

「はい！　是非！」

　よし、と誠は立ち上がった。

「──じゃ、風呂に入ってくる」

「分かりました。では、お着替えをお持ちしますね」

「ありがとう」

　誠は居間を出た。




　パソコンを前に、なかなか考えをまとめられなかった誠は、縁側に出た。

　よく晴れた夜だった。

　空には美しい満月が鮮やかな光を放ち、庭先から、リィィン、リィィンと虫の音が聞こえてくる。

　都会とは違って、季節を色濃く感じられる風流な情景だったが、誠はそれとは別のことを考えていた。

（うーん……。次回作はどうしようかな）

　考えるのは、プロット──小説の設計図のことである。

　誠は官能小説家だ。

　だからこそ、都会住まいの身であった誠が、こうしてあっさりと田舎住まいできたのだ。

　と、足音が聞こえてきた。

　志津だった。

　彼女は白い薄手の着物に、桃色の帯をゆったりと締めた、夜着の姿。

　お風呂から上がったばかりなのだろうか、頬が鮮やかに上気して、目元がかすかに潤んでいる。

　月のきらめきを束ねたような美しい金髪は水気を含んで、しっとりと濡れていた。

「誠さん、お疲れ様です。甘い物でもいかがですか？　おりんおばあさんの特製団子です。どうぞ」

　志津が差し出してくれたのは、みたらし団子とお茶だった。

　それもおりんおばあさんお手製の団子となると、全国から購入希望者がやって来て、あっという間に売り切れ、という幻の逸品だ。

「よく買えたなぁ」

「うちで採れたお野菜のお裾分けにいったら、もらえたんです」

「よかったな！」

　誠は団子を頬張り、温かい緑茶をすすった。

「月見をしながら食う団子は、最高だな〜」

「私もいただきますね」

「うまいぞ」

　志津は団子を一口かじると、頬を緩める。

「美味しいですねっ」

　誠たちは縁側に腰かけながら、青白い光を帯びる満月を見上げた。

　今日は一片の雲もないせいか、いつもより余計に月がよく見える。

「なあ、志津にはあれ、何に見える？」

「あれ？」

「月の模様」

「それが、どうかしたんですか？」

「国によって見え方違うんだって。日本じゃウサギだけど、他の国ではカニとか女性の横顔とか」

「うーん……」

　難しい顔で考えた志津は、しばらくして笑顔になった。

「狐です！」

「狐……？」

「はいっ」

　志津は満面の笑みで前のめりになると、まっすぐ右手を伸ばして、月を指さす。

　着物の袖がまくれて、白い綺麗な二の腕が覗いた。

「あれが耳で、あそこが顔。そっちが尻尾で。……ね？　狐に見えますよねっ！」

「あー……うん？　そう……？」

「むぅ。そうです！」

（狐かー。全然そうは見えないけど……）

　誠がピンと来ていないことに気付いた志津は、「誠さんっ」と少し唇を尖らせて、頬を膨らませた。

「ごめんごめん。でも……うーん……狐かぁ」

「可愛い狐ですっ」

「まあウサギも狐もどっちも似て……」

「ませんから……！」

「わ、分かったから。そんな顔を寄せるなって！」

　並々ならぬ情熱を見せた志津は、「納得していただいてよかったです」と、微笑んだ。

　志津の無邪気な笑顔に、誠は口元をほころばせた。

「そろそろ寝るか」

「あ、もうそんな時間ですか？」

　時計を見ると、午後十時を過ぎた辺りだ。

　都会で暮らしていた時には、日付が変わって、特に何をする訳でもないのに、ダラダラと起きていたり、一人で飲んでいたりして、眠るのは街が目覚めるのと同時くらいで、昼夜逆転の生活は当たり前だった。

　志津と一緒に生活しているうちに、身体が田舎時間に適応してきたのか、この時間帯になると眠たくなってくるのだ。

　家の奥にある和室が、寝室である。

　二組の布団がくっつけられていた。

　明かりは枕元に置いてあるランプだけ。

　虫の声に混じり、葉擦れの音が聞こえた。

　後ろ手で障子戸を閉めると、白い障子に木々の影が映り込んだ。

　誠たちは布団に潜り込む。

「ちょっと冷えるな」

「はい。もうすぐ冬ですからね」

　二人は同時にごろんと寝返りを打って、向かい合う。

　ふふっと微笑んだ。

「手、繋ごう」

「え？　ど、どうしてですか？」

「人肌があれば温かいだろ」

「は、はい……。そうですね」

　志津は頬を染め、潤んだ眼差しで見つめてくれる。

　唇も妙に艶めく。

「志津。愛してる」

「……はい」

「志津も言って。僕のこと、愛してるって」

「うう……恥ずかしい、です」

　志津は頬を染め、目を伏せた。三角耳も少し萎れた。

　でも愛しているの言葉の代わりに、そっと手を握りしめる力を強くしてくれるのが、いじらしい。

（恥ずかしがる志津も可愛いな）

　誠はそっと、志津の額に口づけをした。

　

　翌朝。

　誠と志津はジャージ姿で、外に出た。

　志津が着ているのは、誠が学生時代に着ていた、赤色ジャージ。

「学生時代のだけど、どんな感じだ？」

「はい。着物と比べるとすごく動きやすいですっ！」

　志津は嬉々として言った。

　彼女は今、腰まで伸ばした髪を、アップにし、袖や裾を折っている。

　耳も尻尾も彼女の心に合わせて、ぴょこぴょことしきりに動いていた。

　家の前で軽くストレッチをしてから、一緒に走り出す。

　タッタッタッと、リズミカルに走った。

　もちろん、ジョギングが初体験という志津のために、ペースはゆっくりめで、志津が遅れないように気をつける。

「どう？　志津？」

「は、はいっ。確かに気持ちいいですねっ」

　志津は頬をほんのりと赤らめながら頷く。

　畦道を走ると、田んぼで稲を刈り取っている近所の人たちと出くわす。

「おはようございます！」

　声をかけると、「おー」「二人とも、相変わらず仲いいねー」と、挨拶を返してくれる。

（あれ？）

　誠は、志津を振り返った。

　彼女は近所の人を前にしても、何も言わなかったのだ。

　誠よりもずっと近所の人たちに可愛がられている彼女にしては、珍しい反応だった。

「志津？　どうしたんだ？」

「あ、あのぉ……ど、どうしたら大きな声を上げられるんですか？」

「ど、どうしたらって……。いや、普通に……」

「む、無理です！　息をするのに忙しくって……っ！」

　戸惑う志津を前に、誠は苦笑してしまう。

「まあ馴れれば、そのうちできるようになるさ」

「そ、そうなんですか！」

　確かに志津は喋りにくそうだった。

　畦道を抜け、神社へと続く階段を上がっていく。

　と、それまで肩を並べていた志津が、後ろに消えてしまう。

「志津!?」

　立ち止まって振り返ると、志津は両膝に手を当て、中腰の格好で両肩を大きく上下に動かしていた。

　狐耳は垂れ、尻尾は萎れてしまっている。

「おい！　大丈夫か!?」

　駆けつけて呼びかけると、志津が顔を上げた。

　瞬間、ドキッとしてしまう。

　頬は上気し、唇は半開き、金色の双眸は熱っぽく潤んでいる。

　めちゃくちゃ色っぽい顔だった。

「つ、疲れてしまいましたぁ……。い、息も苦しくってぇ……」

　志津は、弱りきった声を漏らす。

「ちょっと頑張りすぎだな。──ほら、ちゃんとジャージのチャックを下ろせって」

「は、はいっ」

　ジャージの向こうから、白いタンクトップの豊かな膨らみが目に飛び込んできた。

　タンクトップの生地に浮いた汗の染みともあいまって、悩ましい芳香に股間がますますヒリヒリと疼いてしまう。

（いやいや！　さすがに神社でヤるのはまずすぎるだろ！）

　夫婦といえども、やっぱりその辺りは自重しなければ。

　そうギリギリのところで、理性で本能を押し込めた。

「それじゃ帰るか？」

「いえ。せっかくこちらまで来ましたので、上りたいです」

「じゃ、ここはゆっくり行くか」

「すみません……」

「大丈夫だって。志津と一緒にジョギングができるだけで楽しいんだから」

　誠は志津の頭を優しく撫でた。

　手の平ごしに、彼女の柔らかな髪の毛の感触が気持ちいい。

「ありがとうございます。ふふっ」

　そうして階段を上りきれば、この一帯で一番高い場所に到着する。

　この神社からは、この辺りののどかな景色を一望できる。

　吹きつけてくる柔らかく温かな風が、汗ばんだ肌を撫でる感触が気持ちよかった。

　右隣にいる志津は、大きく深呼吸をして微笑む。

「誠さん、気持ちいいですねーっ！」

「うん。ジョギングもいいだろ？」

「はいっ！」

　志津は笑顔で伸びをする。

　たわわな乳丘がますます強調された。

　誠は中腰になりつつ、景色に意識を集中させるよう努めた。

　

　景色を堪能した後、家に戻ると、宅配便のトラックが自宅前に停まっているのを見つけた。

　と、配達員の人と鉢合わせた。

「おはようございます。荷物ですか？」

「はい。サインお願いしますっ」

　サインをして、荷物を受け取った。

　両腕で抱えられるくらいの大きさの段ボール箱が、一つだ。

「誠さん。どちらからですか？」

　志津が顔を覗かせた。

「出版社からだ。きっと仕事の資料だよ」

「それじゃ、私、朝ご飯の支度、しますね」

「おいおい、休まなくっていいのか？」

「全然大丈夫ですっ」

　志津は力こぶを作る仕草をした。

　頷いた誠は志津と別れると、自分の部屋に入った。

　早速段ボール箱を開けると、分厚い本が何冊か入っていた。

　その本の表紙には、『催眠術入門』なる文字。

（なんだ、こりゃ……）

　一緒に手紙が入っていた。

　担当編集者からだった。

　簡単に言うと、次は催眠術モノでいくからよく勉強してくれ、というものだった。

　ご丁寧に、本には付箋までついている。

（催眠の勉強って言ってもなぁ）

　こんな分厚い本は正直、とても読む気になれない。

「ふぁっ」

　欠伸あくびが出た。

（二度寝した後でまた考えるかぁ）

　畳に横になって目を閉じれば、あっという間に眠りに落ちた。




　翌日。朝食後でまったりしている時。

　誠は、志津に話しかけた。

「志津。催眠術って信じるか？」

「え？」

　誠のためにお茶を淹れてくれていた志津は、きょとんとした顔をする。

「催眠術、ですか？」

「そうそう」

「テレビでは見たことありますけど……うーん……信じてはいませんね。だってあんな声をかけただけで、人を操るなんてできませんよ。ふふ。誠さんは信じていらっしゃるんですか？　可愛いですね」

「いやいや、僕も志津と同じ。信じてないさ」

「そうなんですか？　それでは催眠術の話なんて、どうして……？」

「次の仕事のテーマが催眠術でさ」

「それは難しそうですね。何かお手伝いできることがあれば、いいんですが」

「手伝いって訳じゃないんだけどさ。──これから催眠術かけるけど、いいか？」

「わ、私にですか!?」

「ものは試しだし。どうだ？」

「是非やって下さいっ！　誠さんのお仕事のためなら、私、大丈夫です！」

「よーし。いくぞ？」

　誠は、糸に結びつけた五円玉を、志津の眼前に突き出した。

「はいっ！」

　緊張に顔を強こわ張ばらせた志津は、正座のまま背筋を伸ばす。

「この五円玉から目を離すなよ？」

　志津の目の前で、五円玉をゆっくりと左右に揺らす。

　ユラユラー。ユラユラー。

　五円玉の動きに合わせ、志津の円らな瞳まで右へ、左へと動く。

「どんな感じだ？」

「うーん……。よく分かりません……」

「まあ集中してて」

「はい」

「──志津。お前はこのお金を見ているうちに、僕の声しか聞こえなくなぁぁるー。志津は僕の言うことをなんでも聞くようになるぅ。ほーら、そういう気分になってきただろー？」

　志津の瞳の焦点が、定まっていないような気がした。

「は、ぃ」

　志津は小さく頷く。

「志津は僕の言うことに逆らえない。なんでも従う。繰り返して」

「……私は誠さんの言うことに逆らいません。なんでも従います……」

（よし）

　誠は五円玉を揺らすのをやめた。

　それでも志津は五円玉を見続けている。

「志津？」

　呼びかけると、

「はい。誠さん」

　と答えた。

　やっぱりその眼差しは、焦点が合っていない。

「志津、平気か？」

「はい。平気です」

　いつもより声が平板で、感情がないような気がした。
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「催眠術にかかってるか？」

「はい」

（うーん。本当にかかっているのか？　それとも、からかわれてる？）

　しかし志津の様子が、いつもと違うような気がしていた。

「……い、犬の真似をしろ」

　試しに言ってみれば。

　正座の格好から四つん這いになるや、

「わんっ！　わんっ！」

　と吠え出したのだ。

　ピンと立った三角耳や尻尾ともあいまって、本当に犬のようだった。

　おまけに、フサフサの尻尾をぶんぶんと左右に振っている。

（こ、これ、本当にかかったのか！　すげえ！）

　すごく感動してしまう。

　誠は、今も「わんわん！」と吠えていたかと思うと、「くぅぅうん、くぅぅぅん」と甘えた声を漏らしている志津を見る。

「志津。もう犬はやめていいぞ」

「……はい」

　志津は何事もなかったように、正座の姿勢に戻った。

（せっかく、こんなチャンスに恵まれたんだから……すぐ元に戻すのは、もったいないよな……）

　志津をじっと見つめる。

　彼女は落ち着き払って、誠の言葉を待っているように見えた。

「志津。お前、僕に好きって言うのを照れるだろ。でもエッチの時には好きって言ってくれるのに、どうして普段は恥ずかしがってるんだ？」

「普段はやっぱり、大好きと思っても、言葉にできないんです……。エッチの時には夢中で、言葉が溢れるんです。だからこそ、誠さんのことが好きって正直に言えるんです」

「でも僕たちは夫婦なんだから、恥ずかしがらなくてもいいんじゃないか？」

　すると、志津はモジモジした。

　催眠術にかかっていても、そういう反応は見せるものなのだろうか。

「じゃあ、志津。僕はエッチしてない時にも、志津の本音が知りたいんだ。教えてくれ。僕のこと、どう思ってる？」

「私は誠さんのことが、好きですっ！　愛しています!!」

　志津はまっすぐ誠を見つめたまま、言ってくれる。

　そのほっぺたは赤く火照っていた。

（これが志津の本音なんだ！）

　催眠術をかけて聞き出しているとはいえ、ドキッとしてしまう。

「そ、そっか……。僕も志津のこと、愛してるぞ」

「嬉しいですっ」

　志津は口元をほころばせた。

（よーし。今度は……）

　誠はおもむろに、ズボンと下着を一緒に脱ぎ捨てて、下半身を露わにする。

　そして今はまだ昂奮していない股間を、志津に向かって突き出す。

「志津、これは何？」

「はい。誠さんのおちん×んです」

　普段はおちん×んという言葉すら、口にするのを躊躇ためらってしまうような志津なのに、こうして言い澱むことなく、はっきりと言ってくれるのが嬉しかった。

「どう思ってる？」

「は、はい。とってもいやらしくって、見ているだけで昂奮しますぅ……」

　志津は柳眉をたわめ、ほぉ……と、悩ましいため息をこぼす。

　その眼差しは、誠のペニスに釘付けだ。

　普段の志津なら、恥ずかしがって顔を背けていただろう。

　普段の恥じらう志津も素敵だが、もっと激しく求める彼女も見たかった。

「それじゃ何がしたい？　はっきり教えて？」

「今すぐ誠さんのおちん×んを、しゃぶりたいですっ」

　志津は熱っぽい声で求めてくる。

　結婚して以来、こうして志津の方から求めてくれることは、やっぱり恥ずかしさが邪魔していたのだろう。

　ましてや、こんな真っ昼間に、こんなことをすることすら今までなかった。

「よし。いいぞ」

「……失礼いたします」

　志津は袖を左手でそっと押さえながら、萎びた陰茎に、優しく右手を絡みつけてくる。彼女の手はしっとりと汗ばみ、モチモチした肌がペニスに吸いつく。

「うっ」

「誠さん、大丈夫ですか？」

「ああ、気持ちよくって。つい……」

「ふふ。嬉しいですっ」

　ビリビリッと疼きが走れば、みるみる男根は鎌首をもたげはじめた。

　志津の指先も、肉塊をしっかりと握りしめるように力がこもる。

　彼女はお酒を嗜んだ後のように、金色の瞳を艶めかしく潤ませていた。

「誠さんのおちん×ん、こんなに逞しく……。あんっ、私の指でこんなにも気持ちよくなって下さったんですね。嬉しいですっ」

「僕も嬉しいよ。志津にこんなに優しく愛撫されて……」

（催眠万歳だ！　まさかあんなに貞淑な志津がこんなことをしてくれるなんて！）

「あぁ。すごく逞しいですね……」

「志津。もっと詳しく言ってみて。志津がどんなことを感じたり、思ったりしてるかを知りたいから」

　志津は、「はい」と頷く。

「こんなに太くって。なのに、こうして触っているとビクビクと、敏感に反応されていらっしゃって……」

　志津は、男根の全長をしっかりと把握しようとするかのように、指先や手の平を滑らせながら触れてくる。

　扱しごき立てるほど大袈裟な動きではないだけに、もどかしい疼きに、腰が戦慄わなないた。

「血管が絡みついてて……脈打ってて……あんっ、誠さんのおちん×ん、すっごくお肉の匂いがしますねっ。それに、先っぽも大きく笠が張り出してぇ……とっても卑猥な形、ですね」

　志津はペロリと舌なめずりをしつつ、肉棒の臭気を嗅ぐ。

「んっ……すっごく、やらしいぃっ……」

　狐耳や尻尾ともあいまって、より野性味のある雰囲気が醸し出されるのだ。

「志津。そんなに焦らさないで扱いてくれっ」

　誠は焦燥感に音を上げて、訴える。

「ふふ。分かってます」

　棹肉を、上下に扱き立ててくれる。

　それまでずっと焦らされていたせいか、一気に快美感が噴き上げてくる。

「志津！　うううっ！」

　誠は呻き、腰を戦慄かせた。

　志津の温もりが、昂奮した陰茎に染みていく。

　ただでさえ昂奮するシチュエーションに加え、真っ昼間で、いつ近所の人が家を訪ねてくるかも分からないのだ。

　それが、より背徳感を高めてくれる。

「あぁ……。誠さんのおちん×んが、私の手の中で震えててぇ……はぁ、ますます、いやらしい匂いがぁ……」

　志津はこれまで見たことないくらい、卑猥な顔をしていた。

「志津、いいぞ。すごくイイッ」

　昂奮した勃起からは、透明な雫がこぼれる。

「あんっ。おちん×んから、気持ちいいお汁をこぼしちゃってますぅ」

　長い睫毛に縁取られた眼差しを、パチパチと瞬かせる。

　リズミカルに動かされる、志津の小さな手。

　それが十五センチほどのペニスを扱き立てる。

　垂れたカウパー汁を巻き込み、ヌチャヌチャッと濁った音をたてた。

　手の平で圧迫し、陰茎に塗り広げられる。

　我慢汁がぐちゅぐちゅと擦られ、泡立っていく。

「あん、ヌルヌルして、温かくてぇ……素敵ですっ」

　志津は目元を染めて、唇を色っぽく舐めた。

「志津。こっちの方も触ってくれ」

　誠は、玉袋を示す。

「はい、喜んでっ」

　普段の奥手な志津からは考えられないような満面の笑みで、右手で棹を扱きつつ、左手で玉袋をやんわりと包み込んでくれる。

「ううっ！」

　やんわり圧迫されながら、手の平で転がされるだけで、棹肉にビリリッと悩ましい痺れが迸ほとばしった。

　ビクンビクンッと打ち震えるペニスからは、ますます我慢汁が溢れて、志津の右手を熱く濡らしていく。

　志津が上目遣いに見つめてくる。

「これくらいの加減で、どうですか？」

「いいっ。志津の手、最高だ！」

　じっとしてはいられず、腰をカクカクと前後に動かしてしまう。

「ふふ。気に入っていただけて、嬉しいですっ」

　やっていることはふしだらなのに、笑顔の無邪気さがなおさらに官能的だった。

「しゃぶってくれ」

「はいっ」

　志津は迷うことなく尖らせた唇を寄せて、陰茎をペロッとしゃぶる。

　陰茎がビクンビクンと、過剰な反応を見せた。

「んちゅっ、ちゅぴぃっ、れろれろぉっ、んんっ……」

　志津は小鼻を膨らませ、耳を半ばから折りながら、亀頭冠を舐ねぶり回してくれる。

　鈴口を舌先でつつき、裏筋を刺激してきた。

　その貪欲な舌遣いに、ますます腰を動かしてしまう。

「ぢゅるるっ！　ああんっ、誠さんのおちん×ん、こんなに元気いっぱいに反応して下さって嬉しいですっ」

　玉袋をまさぐる手つきもなおさら、艶めかしくなり、昂奮のボルテージが高まっていく。

「ううう、志津！　出るぅっ！」

「ああん、出して下さいませぇっ……ンンッ！」

　射精を促すように裏筋を責められてしまえば、

「ぐうう!?」

　ビュルビュルッ！　勢いよく子種汁を迸らせてしまう。

　飛び散らせたザーメンが、志津の柔らかな髪や彫りの深い顔立ちを、ベチョベチョに汚していった。

「んっ……んっ……」

　志津は金色の双眸をヌラヌラと濡らしながら、呆けた声を漏らす。

「ふぁぁっ！　誠さんのおちん×んのお汁が飛び散ってぇ……ンンッ……と、とっても素敵ですぅっ！」

　志津は首筋まで、紅潮させた。

　美貌を汚す体液を指先で弄もてあそび、うっとりとした眼差しを向ける。

「ああ、誠さんのおちん×ん、すっごく汚れてしまって……」

「志津。口で綺麗にしてくれ」

「はいっ……れろぉっ……んちゅぅっ……チュパチュパァッ……エロエロォッ……ぢゅるるるる……っ！」

　ペニスに舌を這わせ、エロエロッとしゃぶってくれる。

　射精直後で過敏になっている陰茎に、彼女の柔らかく火照った舌の感触が、悩ましいくらい染みるのだ。

　みるみる屹立は、彼女の唾液でまみれてしまう。

「んんっ……こっちもしっかり綺麗にしますぅっ」

　志津は舌っ足らずな言葉混じりに、尿道口に口づけをする。

　尿道にまで浸透してくるような疼きに、腰がガクガクと震えてしまう。

「志津……そのまま咥えてくれ」

「はいっ！」

　志津ははしたないくらい大きく口を開けたかと思えば、ペニスの鉾先にかぶせてくる。

「あむぅっ！」

「し、志津っ」

　志津は正座の姿勢のまま前のめりになって、「あむぅっ、んんっ……」と息遣いを交えながら咥え込んでくれる。

　温かく、ネットリと唾液まみれになった口腔に、ペニスの根元まで呑み込まれてしまう。

「んっ……んぅぅっ……んぢゅっ……んぐぅっ……」

　ペニスが今にも蕩けてしまいそうだった。

「うぉ……！」

　志津の喉奥と切っ先とが当たった感触に、腰が戦慄いた。

（僕のあそこ全部、志津に呑み込まれた！）

　こんなにも積極的な志津はあまり見たことがないから、驚いてしまう。

「し、志津！　お前、こんなにもいやらしくしゃぶってくれるんだなっ」

「当たり前ですぅっ。んふふっ……私と誠さんは夫婦なんですよ。どんないやらしいことだってしますもんっ」

「うわ！　く、咥えられたまま喋られると……！」

「んーっ……私の口の中で、誠さんのおちん×んがビクンビクンって元気いっぱいに震えちゃってぇ……ンンッ……嬉しいですっ」

　志津は涙目で小鼻を膨らませながら、鼻にかかった色気のある声を漏らした。

　前髪がほつれて、毛先が垂れているのもなおさら、耽美的だった。

「志津。頭を上下に動かしてくれ」

「こ、こうですかぁ？」

　志津が顔を持ち上げれば、ゆっくりと男根が露わになった。

　ネットリとした唾液まみれの屹立が、志津の可憐な唇から姿を見せる様は、生唾を飲まずにはいられないほどだった。

「んっ！　ぢゅるぅっ！　んぐぐ！　ぢゅるぅぅ！　んぐっ！　んぎゅっ！　ぎゅっぽぉっ！　んんっ！」

　そうしてペニスが半ばくらいまで露わになれば、再び根元まで呑み込まれてしまう。

「んぢゅるるっ！」

「志津っ！　いい！　お前の口、最高だっ！」

　いつも以上に積極的でやる気に溢れた濃厚なディープスロートにさらされ、早くもマグマがこみ上げる気配が下半身に広がってしまう。

（いやいや！　こんな呆気なく出すなんて、さすがに情けない！）

　男根の全長をすべて呑み込んだ志津の口の周りには、陰毛が張りついている。

　清楚で美しい志津を穢しているような心地と共に、倒錯的な思いが股間を刺激すれば、

「んん!?」

　志津がびっくりしたような声を漏らす。

「志津？　どうした？」

「ま、誠さんのおちん×んが、大きくなりましたぁっ」

「志津がいやらしすぎるからだ！」

「あん、誠さんが喜んで下さるなら、どれだけいやらしくなっても構いません！」

　志津は、再び顔を上下に弾ませた。

　肉棒が根元まで引っこ抜かれそうな吸引ぶりに、誠は思いっきり志津の喉奥を突き上げてしまう。

「誠さんっ!?」

　志津は驚いたように、ペニスを吐き出してしまう。

「志津！　平気か!?　ごめん！　気持ちよくって、つい腰を動かしちゃったんだ！」

　ゲホッゲホッと咳き込んだ志津は、「いえ、大丈夫です」とかぶりを振った。

「休むか？」

「いえ。やりますっ」

　志津は勢い込んで言った。

（これも催眠術の効果か？）

　しかしそんなことは最早、どうでもいい。

　志津の口唇をもっと貪って、気持ちよくなりたかった。

「志津、もう一度咥えてくれ」

「はい……あむぅっ！」

「志津の口の中、熱々でとろけちゃいそうだっ！　今度はしゃぶる時に、ほっぺたをへこませながら、やってくれるか？」

「もちろんですっ」

　志津は言われた通り頬をへこませ、逞しい肉茎を搾り上げるようにしながら顔を上下に弾ませた。

「ぢゅっぽっ！　ぎゅぽぉっ！　ンンッ！　ヂュルルッ！　ンググッ！　ヂュルルルルッ！　ぢゅっぽぉ！　ぢゅぽぉおっ！　ぢゅぱぁっ！」

　熱烈な口唇愛撫にさらされ、肉柱が燃え上がった。

　それだけではない。

　志津は紅唇で悩ましく搾り上げながら、玉袋を左手でさらに弄んでくるのだ。

　普通ならば、痛みを感じてしまうくらいの強さだったが、高揚感に全身を包まれている今は、桁違いな快感となって迸るのだ。

　志津の額から、汗が流れる。

「んぐっ！　むうぐっ！　ぢゅぢゅぢゅぅぅぅ！」

　口角では唾液が泡立ち、こぼれた雫が綺麗な形の顎を縁取るように伝う。

「ぢゅるるるぅぅ！　むぅぅぅっ！　んぐぐ……っ！」

　志津がさらに唇を窄めれば、唾液の飛沫が弾けた。

「ううう！　し、志津、ごめん！」

　誠はこらえきれず、志津の頭を掴んだ。

　苦しそうに表情を曇らせた志津の喉奥を、激しく突く。

「んぐぐ!?」

　志津は苦しそうだったが、それでもフェラチオはやめなかった。

　舌を幹に這わせながら、ますます頬をへこませて、ペニスを舐り回してくれる。

「志津！　志津っ！」

　唾液でヌルヌルした口内を蹂じゆう躙りんする誠は、切羽詰まった排出欲求を覚えた。

　そしてそれは、志津も察したらしい。

　苦しい状況ながら、上目遣いに誠を見つめる。

「だ、出して下さい……！」

「うううう！」

「ンンンンンン……っ!!」

　喉奥めがけ注ぎ込まれ、苦しそうな反応を見せた志津だったが、なおさら唇を窄めて一滴も逃さないという執念のようなものを感じた。

「うううっ……し、志津！　や、やばいってぇ……！」

　力強い搾取感が、ペニスを包み込み、誠は上半身を捩ってしまう。

「ごきゅっ、ごきゅぅっ、んんぅぅっ……んぐぐぐっ……」

　志津は喉を忙しなく揺らしながら、子種汁を呷あおるように嚥下した。

　頬をめいいっぱいへこませ、尿道に残った分まで余さず搾り出されてしまう。

　志津がゆっくり頭を持ち上げれば、男根が解放される。

　誠の肉棒は、まだまだ頑健なまま。

「はぁっ……はぁあっ……んっ……ぅぅうん……っ」

　志津は肩で息をしながら、うっとりとした顔をする。

「志津。僕の精液の味は、どう？」

「んん……すっごく美味しかったですぅっ……」

　志津はこれみよがしに唇を舐め、モジモジした。

　その眼差しには、何かを訴えるような気配があった。

「志津。次はどうしたい？」




　誠は、ハァハァと肩で息をしていた。

（あれ？　私、なんでこんなことしてるんだろ……）

　誠の様子に、志津は驚いてしまう。

（誠さんってば、すっごくノリノリ）

　自分でも、自分が何をしているかよく分からなかった。

　誠に催眠術をかけられたと思ったら、考えるよりも先に言葉や身体が動いてしまうのだ。

　志津はそんな自分に、ただただ驚いてしまうだけだった。

「志津、どうした？」

　誠が顔を覗き込んできた。

「私、誠さんとエッチしたいですっ！　誠さんのおちん×んを、おま×こで受け入れたいんですっ！」

　志津は上擦った声を漏らした。

「僕もしたい！」

「誠さん！　ありがとうございます……っ！」

　志津はまるで本物の狐が獲物を捕らえるみたいに、誠の懐に飛び込んできた。

「うわっ!?」

　志津は、上半身を起こす。

　着物の帯が緩み、襟元が少し乱れて、鎖骨が覗く。

「誠さんっ……私が誠さんを犯しますからぁっ！」

　志津は、誠の唇を塞いできた。

「んんっ!?」

　誠の薄い唇に吸いつき、舌を這わせる。

（あぁ、こんなことをしてるなんて恥ずかしい……！）

　そう思いながら、ますます激しい口づけを交わした。

　普段は目を閉じなければキスも満足にできないが、今はもう全身を誠に擦りつけながら、荒々しい口づけを紡ぐ。

「んぢゅっ、ぢゅるるっ、んちゅっ、ちゅぱぁっ、んんっ……誠さぁんっ！　私、蕩けちゃいますぅっ！」

「し、志津ぅっ！」

　誠も負けじと、志津の唇を甘噛みしてきた。

「ンン!?」

　男根を右膝で圧迫されてしまえば、誠はキスを中断する。

「誠さんっ、駄目ですからぁっ。今は私の番ですっ！」

　志津は耳をピクピクさせ、尻尾をぶんぶんと振り回しながら、おもむろに着物の帯を外した。

　その上で、誠の両手首を帯で結びつけた。

「志津!?」

「今日は私が責めるんですからぁっ」

　志津は、着物の前をはだけさせる。

　着物の下には下着をつけていない。

　豊満な双乳や、なだらかなお腹に細いへそ、そしてふっくらと盛り上がった恥丘まですべて露わになっていた。

「誠さんはただ、されるがままになってっ」

　志津は屹立した怒張に、無毛の陰唇を押しつける。

「ぐう!?」

　誠は呻き、身体を戦慄かせた。

　左手でしっとりと潤んだ秘処をくつろげ、ペニスにかぶせるように、腰を落とす。

　グチャァッ！

「ああんっ！　誠さんのぶっといおちん×んが、私のおま×こを広げて、ズブズブ突き刺さってきますぅぅぅ!!」

　志津は身を捩り、髪の毛を波打たせて悶絶してしまう。

　逞しい剛直に貫かれてしまえば、全身で喜悦が弾けた。

「し、志津っ！　そ、そんなに搾られたらぁっ！」

　誠は自分で動きたそうだったが、志津は構うことなく下半身を卑猥に躍らせながら、下りてきた子宮口で、亀頭冠をゴリゴリと削る。

「搾りますからぁっ。誠さんのおちん×ん、玉袋がぺしゃんこになるくらい搾り取っちゃいますからぁっ！」

　志津は媚壁を収しゆう斂れんさせた。




　志津の肉穴は激しく伸縮しながら、艶めかしくペニスを咥え込んでくる。

　着物を着崩して、中途半端に身体にまとわりつかせている様も、志津らしからぬケダモノのようだった。

「誠さんのおちん×ん、最高っ！　ンンッ！」

　志津の膣内は温もりに満ちて、火傷やけどしてしまいそうだった。

「ぁんっ！　ぁああンッ！　はあぁあっ！　ぁああ！　んんんっ！　誠さんのおちん×ん、素敵ですぅっ！」

　志津が腰を野性的に動かすたび、ヌチャヌチャッと愛液の飛沫が跳ねた。

　彼女の膣粘膜はネットリと潤み、怒張に悩ましく吸いつく。

　誠は身体を動かそうとするが、腰の上に志津が乗っていたり、両腕が帯で締めつけられていることもあって、うまくいかなかった。

「志津。これ、ほどいてくれ。これだけじゃ、さすがにもどかしすぎるから！」

「駄目ですってばっ！　今日は私が誠さんを気持ちよくするんですから！　だから、誠さんはおとなしくして下さい！」

　志津は腰をさらに躍動させる。

　彼女が動くたび、ずっしりとした美巨乳がたぷんったぷんっと艶めかしく、揺れた。

　女性上位の騎乗位で、誠の胸に両手を置いて身体を支えながら、媚身を激しく上下に揺する。

　志津は蜜毛がないせいで、割れ目の生々しい姿が露わになるのだ。男根で攪拌された本気汁がダマになりながら溢れる瞬間まで丸見えになっていた。

　志津の秘処は誠の男根を受け入れたせいで、限界まで広がる。

　だからこそ、背徳感が高まっていた。

「ま、誠さんっ！」
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　志津が再び唇を塞げば、唾液まみれの舌を口内にねじこんだ。

「好きです、誠さんっ！　あん、誠さぁンッ！　私、誠さんの精液で妊娠したいです！　妊娠させて下さい！」

　志津は全身を汗まみれ、口の周りを涎まみれにし、誠の男根を貪欲に求めてくれていた。

（この催眠術、効果ありすぎだ……っ！）

　陶酔している志津の子宮口を、思いっきり突き上げた。

「あああああんっ！」

　志津は、これまでにないくらい喜悦に滲んだ嬌声を上げた。

　瞬間、志津の瞳に光が差したような気がした。

「え？　わ、私、こんなところで何を……!?」

　この状況が理解できないかのように、志津は周囲をキョロキョロと見回す。

「志津っ」

「え？　ま、誠さん？　え？　え……っ？」

　誠はこれでもかと腰を持ち上げ、突き上げた。

「ひいいいん!?　ま、誠さぁン！　ぁあああああんっ！」

　志津はさっきまでの反応とは裏腹に、か弱い乙女のようにいやいやと、かぶりを振った。

　金髪の毛先が乱れ、尻尾が一際揺れてしまう。




「あああああンン……っ！」

「誠さんっ！　こ、これぇ……」

　誠は帯を縛めをほどくと大人の手で志津の美巨乳をむんずと握りしめ、むぎゅむぎゅっとパン生地でも捏ね上げるように揉みしだいてくる。

「んんっ！」

　乳頭は痛いくらい張り詰め、乳房そのものも疼いて堪らない。

　志津はこれまでのことをすべて記憶していた。

　それでいて慌ててしまったのは、自分でもどうしてそんなことを口走っているのか、どうしてそんな行動を取ってしまったのか、分からなかったからだ。

「ぁあっ、はあっ……ま、誠さん、私、どうしていやらしいことばっかり言っちゃってるんですかぁ！」

　誠は悪戯っぽい笑顔を見せた。

「何言ってるんだ。志津は、そういうことが好きだからだろ？」

　誠が意地悪しているのはすぐに分かった。

　恥ずかしいし、誠に対するちょっとした怒りもあったけれど、子宮を逞しい勃起肉で押し上げられた状態では、取り乱すことしかできない。

「あああん！　わ、私、好きじゃありませんからぁ」

　耳を中折れさせ、悶絶してしまう。

「でも志津は今、僕の腰の上に跨がってるだろ？」

「そ、そんなぁ……ひいいん！　そんなことしてませぇんっ！　わ、私……そんなエッチなこと、無理ですうっ！」

「嘘ついちゃ駄目だって。僕のことが大好きだってたまらないって、こんな真っ昼間なのにエッチしてるんだから！」

　訳が分からなかった。

　志津は涙ぐみながら、それでも男根を咥え込み続けるのだ。

「そ、そんなことぉ……ひいいいん！」

　誠は、志津のくびれたウエストに両手を添え、荒々しい律動で胎内を攪拌してくる。

　二人の繋がった部分は失禁したみたいに溢れた愛蜜で、ベチョベチョに濡れそぼっていた。

「志津！　お前のおま×こ、最高だよ。僕のに吸いついてきて、志津だって気持ちいいだろっ」

「ひい！　ひいぁっ！　あああんっ！　気持ちいいですぅっ……！」

　快感が羞恥心や驚きを上回り、志津は甲高い涕てい泣きゆう混じりに喘ぐ。

「はああっ、ああっ、もう何がなんだか分かりませんけどぉ、ああん、気持ちいいんです！　誠さんのおちん×んとキスしててぇ、子宮がキュンキュン悦んでしまってますぅ！」

　胎内の奥深くに埋まっている肉棒が、膨張する。

「ああ、嘘ぉ！　誠さんのあそこ、もっと大きくなっちゃうぅ……っ!?」

「志津！　出るっ！　お前のおま×こにめいっぱい子種を出すぞ！」

「きてくださいぃ！　わ、私のおま×こを、ベチョベチョの精液で汚して下さいぃぃぃぃ！」

　志津は自分が何を話しているのかも分からないまま、惑乱した。

　同時に、結婚以来、何度も受け止めてきた熱いマグマが、志津の身も心も灼き尽くす。

　ビュルルルウッ!!

「ダメダメェッ！　おかしくなっちゃいますぅ！　わ、私……ひいいいいいッ……誠さんのドロドロ精液をたくさん受け止めてぇ……お、おかひくなひゃうぅ!!　イクウウウウウウウッ!!」

　志津は釣られた魚のように全身をビクビクと痙攣させ、やがて力尽きて、誠に倒れ込んできた。

「んんっ……」

　志津は悩ましく頬を染め、口を半開きにしたまま、荒い息遣いを繰り返す。

　午ご睡すいを誘うような柔らかな秋の日射しに照らされ、志津の玉の汗に濡れたグラマラスな肢体は、テラテラと淫靡に輝いていた。

「志津、最高だった」

「もう……。誠さん、本当に私に何をしたんですか？」

「催眠術だって。五円玉を見てるうちに、かかったんだよ」

「あ、あんなものに本当にかかってしまったんですか!?」

「それはこっちの台詞せりふだって。でもそれだけ、志津が純粋だってことなんじゃないのか？」

「むぅ……。ものは言いような気がしますね……」

「でも小説の参考になったし。……ありがと」

　誠はそっと、志津の額に口づけをした。

「ん、もう……」

　志津はくすぐったそうだった。











冬　風邪を引いたら献身ナースの最高ご奉仕









（あ……）

　誠は窓にちらつくものに、声を漏らす。

　それは雪だった。

　白い綿毛のようなものがたくさん、降ってきていた。

　誠は腰を上げて、縁側に出た。

　やっぱり雪だった。

　最近、急に冷えてきてもうすぐ降ってくると思ったが、その予感は間違いではなかったのだ。

　無数の綿毛のような柔らかなものが、枯れ木が枝を伸ばしている庭に、舞い降りてきていた。

　手の平を上にして右手を差し出せば、雪がそっと手の平に乗った。

　都会とは違って、雪は簡単には形を崩さない。

　人肌でじんわりと温められて、溶けていく。

「綺麗だなぁ」

　呟けば、息が白く曇って、鉛色の空へ昇っていった。

　そんな何気ない光景さえ、田舎に戻ってきたことを実感させる。

「素敵ですねぇ……」

　声に振り返れば、家事をしていたのであろうエプロンをかけた志津が、誠と肩を並べた。

「ああ……。こんなに雪が降るのなんて、久しぶりに見たよ」

「都会では降らないんですか？」

「時々。でも降っても、ここの雪とは大違いだしさ」

「そうでしたか」

　志津は、さっき誠がやったのと同じように、雪を両の手の平で受け止めた。

「冷たいです」

　志津は頬を緩め、くすぐったそうに呟く。

　彼女の狐の尾っぽが、嬉しそうにユラユラと揺れていた。

　誠は志津を見た。

「な、散歩に行かないか？」

「こんな時にですか？」

「こんな時だからこそ、だよ」

「はいっ。お供します」

　エプロンを脱いだ志津と一緒に玄関に向かう。

　そこで傘を取ろうとする志津の手を、誠がやんわりと止めた。

　志津が不思議そうな顔をする。

「せっかくの雪なんだからさ。めいっぱい感じよう。そっちの方が絶対、気持ちいいからさ」

「ふふっ」

「ん？　どうした？」

「誠さんってば、子どもみたいですね」

「あはは……。そ、そうかな？」

　誠は照れ笑いを浮かべ、視線を逸らした。

　と、右手が温かな感触に包み込まれる。

　志津が握っていた。

「誠さん、行きましょっ」




　無数の雪が降り続いている。

　秋は黄金色の稲穂が風を受けて嫋たおやかに揺れていた田んぼも、雪に濡れている。

　吹きつける風は寒く、だからこそ志津の手の温もりが嬉しかった。

「誠さんが子どもの時もこういうこと、してたんですか？」

「ああ。やってた。親に見つかると、風邪を引くからやめろとかうるさいから、こっそり家を抜け出したりさ。だって気持ちいいだろ？」

「ふふ。ですね」

「他にも雪をたくさん食べすぎちゃって、お腹を壊したりもしたなぁ」

「ふふっ。好奇心旺盛な子どもだったんですね」

「志津はそういうことしてなかったか？」

「いーえっ。私はしっかりとした子どもでしたから」

　志津は少し自慢げに、胸を張ってみせた。

　誠も笑う。

「志津も嬉しそうだし、よかった」

「はい。気持ちいいですもの」

　志津の笑顔はもちろん、ピクピク揺れる耳や、ふりふり揺れている尻尾がとても可愛らしかった。

「誰もいませんね……」

「いつも人はほとんどいないだろ──痛ぁっ」

　手の甲を抓つねられ、誠はびくっとしてしまう。

「な、何するんだよぉ」

「そういう冷めたこと言わないで下さい。せっかく、ロマンチックでしたのにぃっ」

「悪かった。……そうだな。確かにこの世界に僕たちしかいないみたいだもんな」

「はいっ」

　志津は嬉しそうに頷いた。




「うぅ……。さすがにちょっと冷えてきたなぁ」

　十分くらい歩いたところで、誠は呟いた。

　志津も狐耳を中折れさせる。

「そ、そうですねぇっ……」

　そこへ、近所の雑貨店にさしかかった。

「志津。ちょっと待ってろ」

　誠は店の中に入っていくと、とあるものを購入して出てきた。

「ほら」

　誠は一つの肉まんを、志津に見せた。

　そして肉まんを二つに割った。

　肉の餡あんの美味しそうな匂いと一緒に、温かな湯気がふわっと舞い上がった。

「美味しそうですっ！」

　志津は、金色の瞳を輝かせた。

「うまいぞ、ここのは。昔からある店だし。あ、くれぐれも──」

　あむっ、と志津は囓ってすぐに、「ふぁっ、あ、熱いですぅっ！」と舌っ足らずに声を上げた。

「おいおい。そんながっつくなって。火傷しちゃうぞ……って言おうとしたんだけど」

「うう……。少し遅いですよぉ」

「ごめんごめん」

「でも美味しいですっ」

　えへへ、と志津は嬉しそうに微笑んだ。

「それじゃそろそろ帰りましょっか」

「あ、待って。もう一カ所だけ」

「は、はい。どちらでしょう？」

「すぐだから」




　辿り着いたのは、以前にも行ったことのある神社だった。

　長い石段を、誠が志津の手を引っ張りながら上がっていく。

　相も変わらず、その神社はひっそりとしている。

「うわ……！」

　志津が目を瞠り、昂奮の声を上げた。

　そこからはしんしんと降り続ける雪に染まっていく村の様子が、一望できたのだった。

「いい景色だろ？」

「はい！　……とっても素敵です！」

　志津は不意に空を仰ぐ。

　雪はいつやむこともなく、降り続いている。

　この勢いだと、明日の朝は一面の雪景色だろう。

「志津？　どうした？」

　志津は、空を仰いでいた。

「空がとても近くって……」

　雪の降りしきる分厚い雲に向かって、志津が手を伸ばす。

　そうかと思えば、不意に誠を見る。

「あ、もしかして、誠さんがこっそりおうちを抜け出したのって、これを見るためですか？」

「正解。──この風景を見てると、なんだか自分がなんでも知っているような気分になってくるんだよ」

「その気持ち分かりますっ」

　ここからは本当に、村の隅々まで見渡せた。

「この世界は僕のものだー！　って叫んだこともあるし」

　すると、「ふふっ」と志津は、軽く吹き出す。

　誠は少し恥ずかしくなって、

「いやいや！　昔！　昔の話だから！　今はやってないからっ！」

　そう言い訳してみるが、志津は「分かってます」とどこか澄ました顔で言った。

「……いや、絶対分かってないだろ」

「いえいえ。……世界を征服しようとする誠さんも、とっても素敵ですよ？」

「……ありがと」

　誠は苦笑した。




　雪が降りはじめてから一週間後。

　誠はどてらを着込んで机に向かい、仕事に励んでいた。

　部屋の片隅には灯油ストーブがあって、上にはヤカンが乗せられ、湯気を吹いている。

　実家は、都会で誠が暮らしていたマンションの何倍も広い。

　しかし古い和風建築のサガか、隙間風がきつい。

　そのせいでエアコンもあまり意味がない。

　だからこその、ストーブだ。

（うう、寒いな……）

　汗ばむくらいの暑さにもかかわらず、妙な寒気が身体の芯にあった。

　しかしそんなことは今は無視だ。

　今は原稿と格闘中。

　と、襖が開けられた。

「誠さん」

　誠はパソコンと向かい合ったまま、言う。

「志津、どうかした？」

「夕食ができました」

「え、もうそんな時間か？」

「はい。どうしますか？　こちらに運びますか？」

「いや、そっちで食べ──」

　誠はゲホゲホと咳をした。

「誠さん!?　大丈夫ですか!?」

　志津がはっとして、駆け寄ってくる。

「いや、平気だから……」

　しかし志津は無視して、誠の額に手を当ててきた。

　彼女のひんやりとした手の感触に、うっとりして、目を閉じてしまう。

　しかし彼女の手はすぐに引いてしまう。

「すごい熱ですよ!?　病院に……。平ひら井い先生のところに行った方が」

　平井先生というのは、村の診療所の医師だ。

「いや、平気だから……。暑いのは、ストーブのせいだし」

「でも今、咳もしてましたし」

「心配かけてごめん。でも今は仕事があるからさ。仕事が終わったら、すぐに病院にも行くし、休むから。な？」

「は、はい……」

　誠は志津を心配させまいと笑いかけて、促す。

「ほら、行こうぜ。もうお腹ぺこぺこだ」

「あ、はい……」




　志津は布団の中で、温もりを求めて誠の方へ右手を伸ばす。

　しかしどう探ってみても、そこはひんやりと冷たいまま。

（あ、れ……？）

　志津はねぼけまなこをゆっくりと開いた。

　寝室の隣の布団は空っぽだった。

　徹夜するという誠に志津はしつこく言って、どうにか一緒に寝てもらったはずなのだけれど。

　志津は上着を羽織り、布団から出る。

「誠さん？」

　冷たい素足を擦り合わせながら、スリッパを履いて廊下に出た。

　雪は今も降り続けていて、庭は一面雪だらけ。

　明日も雪かきを頑張らないと。

　そんなことを頭の片隅で思いつつ、廊下を歩く。

　底冷えする寒さに、腕をさすった。

　芯から凍えるような寒さに、耳も尻尾も縮こまってしまっている。

　と、足を止めた。

　誠の部屋から光が漏れているのが、見えたのだ。

（誠さん、もしかして……）

　早足になって、部屋の前に立った。

　少し開いた襖の隙間から覗けば、室内の熱気が伝わる。

　誠はこちらに背中を向けて、キーを叩いていた。

　時々、ゲフンゲフンと息を絞り出すような、苦しげな咳を繰り返している。

（誠さん……）

　ただ、誠を止められなかった。

　仕事は大事なことだ。

　そのお陰で、志津も生活ができているのだから。

　心配する気持ちを抱きながらも、そっと寝室に戻った。




　翌朝、志津はキッチンに立っていた。

「ふんふんふ〜ん♪」

　お味噌汁に、焼き鮭に納豆。そしてサラダ。

　もちろん油揚げもしっかり添えて。

　愛情と栄養を込めた朝食を作った。

　仕事を頑張ってくれている誠に、志津ができることはこれくらいしかない。

　これくらいしかできないけれど、大切なことだと思っている。

　志津は、まだ眠っている誠を起こしに行く。

　いつ寝たのかは分からないけれど、朝、志津が目覚めると、隣で誠が眠っていたのだ。

「誠さん、おはようございます。朝ですよー」

　誠を揺する。

　しかし誠の反応は鈍い。

　心なし、苦しげな顔をしていた。

「誠さん？」

　額にそっと手を置くと、その熱さに驚いてしまう。

（ひどい熱……！）

　部屋の暑さの問題ではなかった。

　志津はすぐに立ち上がった。




　なんだかよく分からない嫌な夢を見て、誠は目覚めた。

　気持ち悪いし、節々が痛いし、頭も重いし、喉も痛い。

　とにかくつらかった。

　目を開けると、そこは寝室だった。

　仕事がようやく終わってからの記憶は曖昧だったけれど、無意識のうちに寝室に戻ったのだろう。

「誠さん、起きられましたか？」

　そこには紫蘇色の着物をまとう志津がいた。

「志津……」

「おはようございます」

「……ごめん。眼鏡取って」

「はい」

「ありがとう……。えっと、僕は……」

「風邪です。これ、お薬です。平井先生に来ていただいたんです」

「分かった」

　志津に助けられながら身体を起こし、薬を飲んだ。

　そのまま立ち上がろうとしたが、志津に止められた。

「誠さん、いけませんっ。病気なんですよ？」

「いや、もうちょっと仕事を……」

「ま　こ　と　さ　んっ！」

　眉間に皺を刻んだ志津が、顔を近づけてきた。

「……休みます」

「はいっ。身の回りのことは全部、私がしますからご安心下さい」

　志津は笑顔になった。

「いや、でも風邪をうつしたら……」

　すると、志津はむっとした。

「誠さん。私たちは夫婦なんですよ。風邪がうつるのが怖くて、夫の世話をできないなんてなったら、妻の名折れですっ。そんなことは心配せず、誠さんは一刻も早く風邪を治すのに集中して下さいっ」

「分かった」

「お腹はどうですか？」

「いや、大丈夫」

「喉が渇いたとかは？」

「平気だから。薬も飲んだし、寝るよ」

「分かりました。それではまた様子を見に来ますね」

「うん」

　誠は目を閉じた。

　薬を飲んだこともあるのか、あっという間に眠りに落ちた。




　誠は目を開ける。

　まだ身体が火照っている。

（薬を飲んだからすぐ治るって訳も、ないもんなぁ）

　目覚めたのは、汗が気持ち悪かったからだ。

　パジャマにも汗染みができてしまっている。

　とりあえず寝巻を着替えようと思っているが、節々が痛むこともあいまってうまくいかなかった。

　そこへ。

「誠さん？」

「志津か」

　はい、と、志津が部屋に入ってきた。

　その手にはお湯を入れた桶に、タオルを入れたものを抱えている。

「どうなさいましたか？」

「汗が気持ち悪くって……」

「ではちょうどよかったですね。先ほど見た時に、汗がパジャマに染みていたのを見つけましたので」

「パジャマを脱ぐのを手伝ってくれるか？」

「もちろんです」

　志津はボタンを外して上衣と、シャツを脱がせてくれる。

　そしてズボンの方も、脱ぐのを介助してくれる。

　一緒にパンツも。

「それじゃ新しいのを……」

「いけません。その前に身体を拭いた方がいいですから」

「それじゃタオルを貸して」

「いけません。私が拭きます。誠さんはじっとしていて下さい」

「あ、ああ……。うん。頼む」

　体調が悪いせいもあって断るのが億おつ劫くうで、頷いた。

　志津はぬるま湯にひたし、よく絞ったタオルで優しく背中を拭ってくれた。

「気持ちいい」

「満足して下さって嬉しいです」

　志津は「ふふっ」と微笑んだ。

「さあ、次は前の方です」

「いや、それはさすがに。……自分でやるよ」

「やらせて下さいっ」

　いつにない強引さに気圧され、誠は「あ、ああ……」と頷くしかなかった。

　胸やお腹を拭われ、そして……。

　志津の手は、誠の股間周りに向かう。

「いや、そ、そこまでしなくても」

「いけません。しっかり拭かないと」

「そ、そういうことをされると……」

　風邪を引いてしまって体力が落ちているにもかかわらず、そこをまさぐられてしまうと、男根がみるみる弓反ってしまう。

「あ……」

　志津もそれに気付いて、小さな声を漏らす。

　しかし「元気になることはいいことです」と微笑み、それから足に移る。

　全身を拭き終わると、新しく用意してくれた下着とパジャマに着替えた。

「ありがと。すごくサッパリしたよ」

「いえ。……お食事はいかがですか。おじやを作って参りましたが」

「ありがと。食べるよ。食欲はないけど、何も食べないといつまでも治らないもんな」

「はいっ」

　食事を終えて薬を飲み、そして再び床についた。




　誠は目を覚ました。

　今度は汗が原因ではない。

　ただ、目が覚めてしまったのだ。

　もう一度目を閉じて眠ろうと思っても、散々眠ったせいで、ちっとも眠くならない。

（しんどい……）

　最初の頃に比べるとまだマシかもしれないが、それでも疲労感は否めない。

　そこへ、障子がそっと開けられた。

　そちらを見れば。

「志津!?　ど、どうしたんだよ!?」

「誠さんの様子を見に来たんです」

「そうじゃなくって、その格好……！」

　誠は茫然と、志津を見つめた。

　彼女はいつもの着物姿ではなく、白いブラウス、白い膝丈のスカートに白いストッキング。さらに、あれだけの豊かな髪をどこへしまっているのか分からないが、うまくまとめて、ナースキャップをかぶっていた。

　タイトなスカートから伸びた、ふわふわな尻尾も元気いっぱい揺れている。

　全身、純白づくしの可憐なナース姿だったのだ。

「ど、どうでしょうか……」

　志津は右足を軸に、くるっと回って見せた。

「ど、どうって……」

「可愛くありませんか？」

　志津が上目遣いで、見つめてくる。

「いや、可愛いけど……。どこでそんなものを……？」

「誠さんのお部屋を掃除していましたら、見つけたんです」

　小説の資料として、送られてきたものだ。

「だからって、どうしてそんな格好を？」

「誠さんに喜んでいただきたいと思いまして」

　ナースコスチュームという思いきった格好をしていながらも、妙にモジモジしているところが可愛い。

「いや……うん……嬉しいけどさ」

「ふふ。よかったです。──私が誠さんの身体を拭いたことは、覚えていらっしゃいますか？」

「ああ、うん」

「その時に誠さんのあそこ、すごく反応されてましたよね？」

「あ、ああ……。そうだった」

「スッキリした方が、よく眠れるんじゃないかと思いまして。それにエッチなことをすれば汗もかくでしょうし、風邪の治りも早いと思うんです」

「そ、そうなのか？」

「はい。誠さんもなかなか眠れないんじゃないですか？」

「気持ちは嬉しいけど、やっぱり……」

　瞬間、掛け布団の上に志津の手が置かれた。

「し、志津!?」

　鈍い疼きが弾け、誠はびくっと反応してしまう。

　誠がこうも敏感に反応してしまったのは、志津の手が置かれた場所にちょうど、誠の股間があったからだった。

　志津の手が布団を押し込めば、いびつな膨らみが強調された。

「誠さん、すっごく元気ですね」

「これはただの男の反応で……」

「それでも、おつらいんじゃないですか？」

「まあ……」

「でしたら、私の……妻の出番ですよね！」

　暗がりの中、志津の金色の瞳がキラキラと輝いている。

　誠はおずおずと頷く。

「分かった。た、頼む」

「はいっ。──くれぐれも、誠さんは動いたりしないで下さいね。私が手取り足取り、奉仕させていただきますからっ」

　布団をめくられれば、下半身が露わになる。

　ズボンの股間がはちきれんばかりに、盛り上がっていた。

「ご病気なのに、すっごく逞しいんですね。さすがは誠さんですっ」

「あ、ありがとう。でもそんなことで褒められるって微妙だな……」

「いえ。私は嬉しいですから」

　志津に、パジャマのズボンと下着を膝下くらいまで下ろされれば、男根が力強くしなりながら飛び出した。

「あん、すっごくお肉の匂いがしますね……」

　志津は頬を染めながら、誠をチラッと見た。

「誠さん、目を閉じて下さりますか？　……恥ずかしいので」

「あ、うん」

　ここまで大胆なことをしておいて、恥ずかしがることはおかしかったが、それも志津らしい。

　目を閉じると、それ以外の五感が冴えるような気がした。

　同時に、ペニスに指が触れてくる。

　握りしめたり、擦ったりする訳でもないささやかな触れ合い。

　それが焦燥感と同時に、欲情を高めてくれる。

「誠さん。とても硬いですね。逞しくって……」

　志津は鼻にかかる声を漏らす。

　衣擦れの音が、かすかに聞こえた。

　それと同時に「んっ、んっ……」という志津の小さな息遣い。

　緊張というよりも、昂奮が全身を包み込んだ。

　同時に、モチモチし、マシュマロのような柔らかな感触に、ペニスが包み込まれた瞬間。

「うわ！」

　と、声を上げてしまう。

　吸いつくような心地よさと、蕩けるような肉感に腰が戦慄いた。

　思わず目を開ければ、志津が双つの美巨乳で、男根を挟んでいるところだった。

　志津の抜けるように白い乳肌に、桜色の綺麗な乳首が咲き誇っている。

　乳首はカチカチに強張り、尖っていた。

「し、志津!?」

「誠さん、見ちゃ駄目って言ったのにィッ……！」

　志津ははっとして、俯いた。

　それでもその深い谷間で、怒張を挟み続けていた。




　志津は、誠をどんな方法で気持ちよくすればいいだろう、と思う。

　そして誠の書いている小説で、おっぱいで男の人のものを扱き立てるという描写があったことを思い出したのだ（志津は誠には内緒にしているけれど、誠が書いたものを読んでいるのだ）。

　恥ずかしいけれど、誠のため。

　志津はゴクッと生唾を呑み込んだ。

（男の人って風邪を引いても、こんなに逞しいおちん×んになるものなんだ……）

　志津は、誠のペニスの馴れ親しんだ感触を確かめるように、触れた。

　この逸物に初めてを捧げ、妻になった。

（誠さんのために……）

　志津は肉棒から手を離すと、ブラウスの前のボタンを開いて、胸元をくつろげる。

　ナース服に着替える際、青いブラジャーを身につけていた。

　背中側のホックを外し、ブラを取る。

　ぷるんと豊乳が揺れたわんだ。

　昂奮のあまり乳首は痛いくらい張り詰め、勃起している。

（は、恥ずかしい……）

　誠には目を閉じてもらっているけれど、やっぱり抵抗はあった。

　志津は美巨乳をやんわりと握ると、ペニスを左右から挟み込んだ。

「ぁっ……」

　胸の内側に触れた焼やき鏝ごてのように熱く硬い感触に、小さく声が漏れてしまう。

（誠さんのおちん×んのカチコチな感触が、私の胸に染みちゃうっ）

　志津は小鼻を膨らませ、狐耳を中折れさせた。

「うわっ」

　誠は声を漏らし、過敏な反応を見せた。

「ぅんっ……んんっ……」

　胸で挟み込みながら位置を調整し、ぐいぐいと圧迫する。

「あぁっ……ま、誠さんのおちん×んを感じちゃいますっ……誠さんのおちん×ん、カチカチでとっても逞しくって……」

　はしたないことと知りつつも、口の中に唾液が滲んでしまう。

　と、双乳を押しのけるように男根が膨張する。

「ん……っ!?」

　びっくりしながらも、谷間からこぼれないよう圧迫する──と、志津は視線を感じて顔を上げた。

　刹那せつな。

「誠さん!?」

　志津は驚きのあまり、パイズリの格好のまま、身体を強張らせてしまう。

　誠がしっかりと目を開けていたのだ。

　その瞳の中に、試行錯誤しながら男根を胸で挟んでいる志津の姿がばっちり、映り込んでしまっていた。

「い、嫌です！　誠さんっ！　見ないで下さい……っ！」

　志津は頬を真っ赤に染めて、俯いてしまう。

「あ、ごめん。でも志津がパイズリなんて……嬉しいよ」

「んんっ……そんなこと言っても、目を開けたことは許しませんから……っ」

「ゴメン。だってすごく気持ちよかったから、つい……」

「き、気持ちよかったんですか？」

「ああ。志津のおっぱい、吸いついてきて、それに乳首がすごく勃起してて……」

「そんなこと、言わないで下さいっ！」

　志津は、ぎゅっとペニスを圧迫する力を強めた。

「ぐぐっ！」

　誠が呻くと同時に、ビクビクッと男根が敏感に戦慄く。

（誠さん、本当に私の胸で悦んでくれてるんですね）

　嬉しさに胸の奥がくすぐったくなる。

「それじゃ誠さん、目を閉じていて下さいね」

「分かった」

　誠の逞しい剛直を胸で挟みながら、ゆっくり上下に擦る。

「うう！」

（誠さんのおちん×ん、やっぱり大きいっ）

　同時に血管でゴツゴツしたその表面の感触が、乳肉に染みてくる。

　パイズリをしているうち、ヒクヒクと小刻みに戦慄く鈴口からドロォーッと我慢汁が滲んできた。

　それが乳肌に触れるだけで、ゾクゾクしてしまう。

「ん……っ」

　志津は分泌されたカウパーを潤滑油にしながら、勢いよく扱き立てた。

　ただがむしゃらに擦るだけでなく、亀頭冠の辺りを集中的に刺激する。

　そうすると、誠の腰の戦慄きが大きくなるのだ。

「志津っ、イイッ！」

　張り出したカリを圧迫するように、胸を大きく動かして擦った。

　カウパー汁が、ヌチャヌチャと悩ましい音をたてながら、泡立っていく。

　ますます淫らな熱が伝わってくるようで、パイズリをしている方の志津が「んっ、んんっ……」と鼻にかかった声を漏らしてしまう。

（誠さんのおちん×んから、どんどんいやらしいお汁が出てきてぇ……。あぁ、おしっこの匂いも少しして……い、いやらしいですっ！）

　動物的な本能によるものなのか、嗅覚が鋭くなっていた。

　我慢汁の分泌量が増えるのと比例して立ち上ってくる、オスのフェロモンが頭の中にまで入ってくるようで、鳥肌が立ってしまう。

　いやらしい臭気に、身体が反応した。

　これはあくまで誠のためにしているだけなのに、志津は自分がもっとその臭いを嗅ぎたいような錯覚に陥ってしまう。

（だ、ダメダメっ。我を忘れて、快楽を貪るようなことしちゃ……）

　その時。

「志津」

「は、はいっ！」

　突然声をかけられて、上擦った返事をしてしまう。

　目を閉じたまま、誠は言う。

「先っぽ、しゃぶってくれるか？」

「さ、先っぽ、ですか？」

「ああ。疼いちゃって、仕方ないんだっ。駄目か？」

「……いえ。誠さんがしてほしいなら……」

「ありがと」

（これは誠さんが望んでいることなんだから、私がやらなきゃ。私は誠さんの奥さんなんだから。妻として夫に奉仕するのは当たり前っ!!）

　志津はそう自分に言い聞かせながら、谷間の中に押し込んでいる亀頭冠に顔を寄せた。

「っ！」

　蒸れた臭気が鼻腔を刺激する。

　脳芯がジーンと痺れてしまうような不思議な感覚に、生唾を呑み込んだ。

（これは誠さんのためっ）

　志津はアイスクリームをしゃぶるように、舌を巧みに使った。

「レロォッ！」

「いいよ、志津！」

　誠が泣き笑いの声を漏らすと同時に、男根がビクンビクンとこれまで以上に過敏な反応を示す。

「ンチュッ！　ネロッ！　レロォッ！　ヂュッポッ！　レラァッ！」

　志津は目元を赤らめ、柳眉をたわめながら、いつの間にか夢中になって男根を味わっていた。

　先ほどよりも粘度を増した我慢汁が滲めば、

「ヂュルルルゥゥッ!!」

　下品な音をたて、嬉々としてしゃぶった。

「うううう！」

　そのたび、誠は気持ちよくなっているという反応を見せてくれた。

　志津の鼓動はドキドキと痛いくらい高鳴り、思わず両足を閉じてしまう。

　穿き馴れないショーツを身につけているせいも手伝って、愛液がトロリと滲んでくる感触が分かった。

「ンフゥッ！　ヂュルゥゥッ！　レロォッ！　ンググッ！　ネロォッ！　ネロォォォ……ッ!!」

　下品なくらい貪りながら、志津は誠の顔をチラッと盗み見た。

　誠は表情を曇らせて、震える息遣いを紡いでいた。

　いつもとはかなり違う感覚だ。

　いつもは、あんな顔を志津が、誠に見せていた。

　それが嫌だったことなんて一度もない。

　むしろ誠に自分の身体を貪ってもらえて嬉しかった。

　いやらしい声を上げさせられてしまうのは、とても恥ずかしかったけれど。

　同時に、秘処の火照りが大きくなるのを意識した。

　太腿をぎゅっと閉じる。

　下腹が張っているような気がした。

　下半身全体に疼きが広がり、無視できないようになってくる。

「志津のおっぱい、最高だ。僕、蕩けそうで……っ！」

　誠は体力がないのもあるのか、腰を動かすこともせず、志津によるパイズリにされるがままになっていた。

　そして怒張は射精の気配を濃厚に漂わせ、ビクンビクンと落ち着きを失う。

「誠さんっ！」

　志津は不意にペニスを谷間から解放するや、上半身を伸び上がらせた。

　我慢汁まみれの乳丘が、ふるんと作りたてのプリンみたいに悩ましく揺れた。

　と、何かしら異変を察知したのか、誠が目を開ける。

「志津──」

　しかしその時にはすでに誠の顔面に向かって、志津は乳房を押しつけていた。
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　そうしながら、志津は器用にショーツを脱ぎ捨て、タイトスカートをまくり上げた。

　すべやかな太腿はもちろん、愛液の雫をトローッと垂らす秘裂までも露わにする。

「志津!?　何して……んんぐっ！」

「ごめんなさいっ」

　志津は誠の頭を抱えながら、膝立ちの格好で天を睨んでいる怒張に、剥き出しの秘芯を押しつけた。

「し、づぅっ……!?」

　誠は苦し紛れに乳首に吸いつき、甘噛みし、志津の豊乳を涎まみれにする。

「ヒイイインンッ！　誠さぁんッ！」

　快美電流が、脊椎を貫く。

　志津はナースキャップから、一房の髪を垂らしながら、身み動じろぐ。

　志津が身悶えるたび、ナース服に皺が刻まれた。

　さらに、馴れ親しんだペニスに秘処を擦りつけ、押しつけ、桃尻をプリプリと揺らし、狐尾を暴れさせる。

　決して挿入はしない。密着し、誠が腰を持ち上げようとすれば逃げた。

　ここまで欲望を露わにしていながら、風邪を引いている誠にセックスをさせて負担をかけてはいけないという、妙な心配があったのだ。

「誠さんのおちん×ん、とても太くって大きい先っぽが、私のおま×こを引っ掻きまわして、グチャグチャにします……っ！」

　戦慄く淫裂からこぼす蜜汁が、ドロドロと溢れる。

「し、志津っ。そんなにおま×こで、擦られちゃったら……！」

　誠は乳頭をまさぐる動きに、ますます力を込めてきた。

　志津は涙ぐみ、鼻にかかった悶え声を漏らす。

「分かりますっ。誠さん、出そうなんですよねっ。出して下さいっ。誠さんのおちん×んから精液を搾り出して下さい……っ!!」

「出るうううっ!!」

　鼻にかかった嬌声を上げた次の瞬間、ビュルルルルウッ！　と、勢いよく樹液が迸った。

「ひゃああぁぁぁぁンンっ！」

　志津は秘処や下腹に、勢いのいいザーメンを浴び、身悶えながら、頭が真っ赤になっていった。

　身体で覚える熱気に、上半身を反らす。

（イクウッ！　誠さんのおちん×ん汁でイっちゃうぅぅ……）

　志津は全身を汗みずくにしながら荒い息を繰り返し、誠の頭をぎゅっと両腕で掻き抱いた。

　誠の顔面に密着している乳肉は、その形を卑猥に歪めている。

　誠の呼気が、汗ばんだ乳肌に染みると、ぞくっとした。

　落ち着きはじめたところで、志津はゆっくりと密着を解く。

「ま、誠さん……すみませんっ。私ってば、誠さんのためにしてるはずなのに、つ、つい、我を忘れてしまって……」

「いきなりでびっくりしたけど、気持ちよかったよ」

「で、でしたらよかったです。それじゃ、もうお眠り下さい」

「待って、志津」

　誠は志津の右手首を握った。

「誠さん？」

「こんな状況で、はいそうですかって終われないっ」

「へ？」

「志津。お前のおま×こが欲しいっ。エッチしたいっ！」

「な、何を仰ってるんですか!?　誠さんはお風邪を召していらっしゃるんですよ!?」

「今さら止められないってっ！　こうなったのは志津のせいだからな!?」

　誠は証拠を見せようとするかのように、いきり勃ちを突き出してみせた。

　志津は目を大きくする。

「ま、誠さんのおちん×ん、そ、そんなに……？」

　一度出したくらいでは全然満足しないらしい男根は、精液の残滓を滲ませながら、ビクビクと打ち震えていた。

「ですけど、誠さんはご病気なんですから、エッチなんてしたら、もしかしたら悪化してしまうかも……」

「だから志津に動いて欲しいんだ」

「わ、私に？」

　誠はどうすればいいのかを、志津に言った。

　志津はおずおずと頷く。

　誠が望んでいるんだからということはもちろんだが、それ以上に、志津の媚身も火照り、誠の存在を感じたいという強い欲求を覚えていたのだ。

「では……」

「志津。お前の身体を感じるだけで、病気なんて治りそうなんだ」

（誠さんがこんなにも私を求めてくれる……）

「はい、私が治しますっ。だってナースですからっ」

　志津は振り返って笑いかけ、背面座位の格好で、桃尻を男根にかぶせるように落としてきた。

　ヌチャッ。

「ひあぁっ！」

　雄々しい肉塊が、ズブズブッと胎内の深いところまで埋没していく。

　すでに志津の秘孔は先ほどの素股によって、ビチョビチョにぬかるんでいる。

「ああん……っ!!」

　切っ先が最奥を押し上げれば、脳天に快楽電流が迸った。

「ひぁっ……！」

（あ、あっという間にイっちゃったぁ……）

　子宮口を押し上げられ、息が詰まってしまう。

　と、後ろから抱きしめられた。

「ん……ッ！」

　胸をぎゅっと握りしめられ、乳肉に指が食い込む。

「誠さんっ！　ああんっ！」

　一つになっているせいか、神経が過敏になっていた。

　柔肌に触れられるだけで、陰唇が伸縮してペニスを食いしめてしまう。

「志津の身体、柔らかいな。すごく昂奮するっ」

「悦んで下さって、嬉しいですっ」

　志津は、Ｍ字開脚している足を踏ん張って、ゆっくり腰を持ち上げた。

　ズルズルッ……ペニスが露わになる。

「ンンン！」

　志津は涙目になり、鼻にかかった嬌声を上げてしまう。

　半ばくらいまで露わになったところで腰を止め、再び腰を落とした。

　ズブズブズブッ！

　愛蜜が飛散した。

「ああああんっ！　誠さんのおちん×んが、深く刺さってきますぅっ！」

「志津のおま×こ、ギチギチ締まってきて……ううう！」

　誠の男根を感じるだけで、腰がガクガクと戦慄いた。

　さらに誠の両手にも力がこもり、双乳の形が歪むくらいグイグイッと力を込められながら乳首を抓つままれれば、ますます快美感が高まってしまう。




「ひいいンンっ！」

　志津はすべての肉棒を呑み込むや、上擦った艶めかしい声を上げた。

　誠は、志津の温かい膣穴の温もりを感じながら、蕩けるような秘壺の感触に背筋がゾクゾクしてしまう。

「志津っ」

　誠は、大きな手の平で乳丘を握りしめた。

　それはまるでお湯を注いだ水風船のように、ぽよんっぽよんっと弾んだ。

　手の平に馴染んでこのまま蕩けてしまいそう。

　下膨れ気味で、重力に流されているバストは、少しでも力を入れて指を食い込ませると、すぐに弾かれた。

　キメの細やかさと吸いつく瑞々しさに、ドキドキしてしまう。

「ぁっ……はあぁっ……んんっ……誠さぁんっ……ぁああんっ……！」

　乳肉を握りしめ、乳頭を抓めば、さらにすすり泣きが甲高くなった。

　媚壁が収斂し、男根をますます甘く責めてくれる。

　さっき射精したばかりだったが、またすぐにでも搾り出されてしまいそうだった。

「誠さん、もっと気持ちよくしてさしあげますからっ。私をもっと感じて下さいぃっ！　早くお風邪が治るよう、頑張りますからぁっ!!」

　志津は肉付きのいい桃尻をプリプリと揺らしながら、腰を持ち上げた。

　再びペニスが露わになった。

　柔襞が淫裂からはみ出している様が、なおさら、扇情的だった。

　腰を持ち上げるほどに、お尻を誠に突き出す格好になるのだ。

　その粘着的な蜜肉の蠢く感覚に、男根が引き攣る。

「志津のお尻、可愛いな。プルプルしてて……」

　志津は、中途半端なところで動きを止めた。

「誠さん！　何言ってるんですかっ!?」

「いやあ、まん丸で、満月みたいだなぁって」

　こんなにいやらしいことをしているにもかかわらず、志津はほっぺを真っ赤にして、あわあわと取り乱す。

「誠さん……！」

「志津、普段はすっごく恥ずかしがり屋なクセに、こんな大胆な格好をしてくれて嬉しいよ。だってお尻の穴だって見えちゃってるし」

「誠さんっ！　どうしてそんなことを言うんですか……！」

　誠には、志津の深いお尻の谷間にある、皺の寄ったすぼまりが見えていた。

　志津が腰を上下させるたび、すぼまりがヒクヒクしていた。

「だって、志津のお尻の穴も可愛いからさ」

「だめぇっ！　み、見ちゃいけませんからぁっ!!」

　尻尾をぶんぶんと揺らし、志津は両手でお尻の穴を隠す。

　誠は悪戯心に突き動かされ、目の前で揺れている尻尾を優しく撫でた。

「きゃうぅぅんっ！」

　志津は艶やかに嗚咽した。

「志津、尻尾を触られると、ビクビクしちゃうんだ。おま×こがギュウギュウ、僕のを圧迫してくるよ」

「ひいいッ、ひいいンッッ！　ま、誠さぁん、ラメェッ！　尻尾、ラメエェッ！」

　志津は中腰の格好で、耳を中折れさせ、上半身を仰け反らせた。

　見るからにろれつが回らなくなり、美しい金髪の毛先を振り乱させる。

「ふぁっ、ラメェッ！　誠さぁんっ、尻尾をナデナデしないで下さぁぃぃっ！」

　志津は呼気を上擦らせ、蕩けた声を漏らして身動ぐ。

「本当に志津の尻尾はフサフサしてて、触り心地が最高だよな。おっぱいもいいけど、尻尾もすっごく最高っ」

「ひぃああッ！　し、しっぽぉっ、許してくだひゃいぃっ！　尻尾撫でられたり、さすられちゃうと、ビクビクしてぇっ……おかしくなっちゃいますぅぅっ！」

　ますます接合部からは、愛汁がこぼれ放題になった。

　尻尾を緩急をつけて扱き立てる。

　志津は、劣情に溺れる美貌を見せてくれた。

「ひぁっ！　っはぁっ！　んんっ！　ぁああっ！　ひいっ！　ひい〜〜〜〜〜〜っ!!」

　志津はビクビクと身を捩りながら、昇り詰めてしまう。

　バランスを崩した志津は持ち上げていた腰を落とす。

　再び屹立が根元まで深く陥入してしまう。

「ヒイイイイイイン……ッ!!」

　志津がぐったりするのを、誠はそっと抱き寄せた。

「ま、誠さんっ、や、やめてって言ってるのにぃ、ひどいですぅ！」

　志津は肩で息をして、しゃくり上げた。

「ごめん。でも志津が可愛い反応をしてくれたし。──それに、まだ満足できてないんだっ」

「ぁあっ、い、いけませんっ。た、達したばかりなんですぅっ！　私……無理ですからぁっ！　誠さんだってお風邪を召していらっしゃるんですから、無理をされては……」

「いや、無理してないっ。今はとにかく、志津を貪りたいんだっ！」

「ヒイイイイインッ！」

　誠は、志津の両腕を握りしめるや、ぐっと後ろに引いた。

　志津の子宮口を押し上げるように突き、腰を密着させて、最奥をゴリゴリと抉る。

「ひぁッ！　はああッ！　誠さんッ、誠さぁンのおちん×んがズンズンくるんですう！　私のあそこを抉られて、グチャグチャに掻き混ぜられちゃうッ！」

　志津は柳眉をひそめ、頬を染め、いやいやとかぶりを振った。

　腰を動かすたび、攪拌され、練り上げられた本気汁が溢れ出し、密着している部分がビチョビチョに濡れそぼってしまう。

　志津の臀部を弾くたび、ヌチャヌチャッと糸引くような淫らがましい音が爆ぜた。

　馴れ親しんでいる彼女の膣内だったが、何度貫いても飽きることがない。

　柔らかな襞が棹肉に絡みつき、膣圧がますます高まった。

「し、志津っ！」

「ぁああんっ！　はああんっ！　んんっ！　ひいっ！　ひぁあんっ！　んぅぅうっ！　誠さぁんっ、誠さぁぁん……っ！」

　志津は抗うことなく、肉悦に酔い痴れた。

　ろれつを乱した声は上擦り、蜜肉は雫を溢れさせながら熟れていく。

「志津っ！　お前のおま×こ、本当に最高だっ。ず、ずっとこの中にいたいって本気で思うっ！」

「う、嬉しいですぅっ！　誠さんのおちん×ん、私の奥深くにまで突き刺さってくれるのぉ、幸せになれます……っ！」

　荒々しい律動にさらされ、ナースキャップがずり落ち、まとめていたであろう豊かな金髪がさらさらと、広がりながら落ちていった。

「志津、ごめんっ！　出そうだっ！」

　ペニスが膨張し、志津の秘処を大きくくつろげる。

「誠さんっ！　出して下さいぃっ！　私の深い場所に、子種を解き放って下さいぃっ！　ぁあっ……も、もう私、おかしくなっちゃいますぅッ！」

　排泄感に急き立てられ、ペニスがビクビクッと震える。

　玉袋が強張る。

「志津……！」

　誠は、志津のお腹に腕を回して、さらに密着の度合を高めると同時に、ビュルルルルッ！　と、吐精を遂げた。

「ひいいいいい！　あ、熱いのがどぴゅどぴゅくるうう！　イク、イクウゥゥッ！　誠さんの赤ちゃんの素ぉっ、私の深い場所に飛び散っちゃってぇ！　ひいいいいいいいいいン!!」

　志津は上半身を伸び上がらせ、涙目になって悶絶した。

　同時に、収まりきれなかった子種がゴポポッと濁った音をたてながら、逆流しはじめた。

　志津は弱りきったように狐耳をへなっとさせ、ビクビクと総身を痙攣させたかと思えば、力尽きたようにがっくりと前のめりに崩れ落ちてしまう。

　誠も疲れ果て、志津の背中にもたれかかった。




「んんっ……」

　誠が目覚めると、少しだけ開いた障子から、朝の眩しい日射しが差し込んでいた。

　誠と志津は絶頂と同時、お互いにもたれているうちに、眠りに落ちてしまったようだった。

　ただ変な姿勢で眠ってしまっても、身体が痛いとかはなかった。

　志津のフサフサの狐の尾が、ちょうどいいクッションになってくれたらしい。

　ありがとうの意味を込めて、尻尾を撫でた。

「志津」

　誠は眠い目を擦りながら、志津の左肩を揺すった。

「……んぅ」

　志津がかすかに声を漏らすと、目を開ける。

　そして自分たちが置かれている状況を知ると、はっとした。

「すみません。誠さんっ！　わ、私ったら……」
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「いや、いいんだよ。僕も眠くなっちゃったんだし」

　志津が、誠の額に手を当てると、はっとした顔になった。

「どうした？」

「熱がないみたいなんです」

「……そう言えば、身体の痛みもなくなってるかも」

「ああ、よかった……。──誠さんっ！」

　志津が、誠の首に飛びついてきた。

　誠は妻をしっかりと抱き寄せた。

「志津。ありがと。きっと昨日のあれがよかったんだ」

「でしたら、いいんですけど」

　志津はちょっぴり恥ずかしそうに笑った。

「決まってるだろ。本当にお前は、最高のナースだ」

　誠は、志津の唇を奪った。











春　ＳＭ初挑戦！　女王様の足コキ＆腰遣い









　凍えてしまいそうな冬が過ぎ去り、里に春がやってくる。

　一面の雪景色は消え、里に広がったのは、一面の緑や澄んだ色彩の花々。

　青空では鳥のつがいが仲良さそうに飛び、畦道のあちらこちらでは山桜が、その大きく張り出した枝に、紅い花びらを無数につけていた。

　風に吹かれ、花びらが舞い散る。

　その幻想的な光景を、誠たちは見上げていた。

　誠はワイシャツとジーンズ、志津は萌葱もえぎ色の着物姿である。

　春と桜と言えば、やることは一つ。

　花見だ。

　誠が子どもの頃からそこにあって、立派に花をつけている桜の下、広げたブルーシートの上に、志津と一緒に座っている。

　この日のためにと、志津は腕によりを掛けてお重のお弁当を作ってくれていた。

　志津は立ち上がり、その白い右手をそっと伸ばし、はらはらと落ちてくる桜の花びらをキャッチする。

「取った！」

　まるで子どものように、無邪気に微笑む。

「誠さん！　やりましたっ！　取れました！」

「おお、さすがは狐！　獲物は逃さないんだな」

「えへへー」

　志津は褒められて、頬を緩めた。

「誠さんも一緒にやりましょっ」

「そんな花びらばっかり手にしてどうするんだよ」

「押し花にするのもよくありませんか？」

「押し花ねぇ」

「あっ！」

　志津が、誠のそばに向かってくる。

　誠のそばを舞い落ちてきた桜の花びらを、取ろうとしたのだ。

「志津!?」

　志津も誠に気付き、「あ！」という声を漏らす。

「うわあっ!?」

　二人はもつれ合うようにして、ビニールシートの上に転がった。

　どうにか誠が下になって、志津を支えた。

「いててて……」

「誠さん、大丈夫ですか!?」

「うん、平気」

「……すみません」

「子どもっぽい志津も可愛いぞ？」

「もうっ。……でも受け止めて下さってありがとうございます」

「志津、そろそろメシにしようぜ」

　誠がねだると、志津は口元をほころばせた。

「ふふ。誠さんったら。まだお花をちゃんと見てないじゃないですかぁ」

「いやいや。食べながら、お花を見るよ。そっちの方がずっと楽しいさ」

「誠さんったら、花より団子なんですね」

　誠たちは起き上がると、向かい合うように座り直した。

「さあ、どうぞ。誠さん」

　志津は三段重ねのお重の蓋を開ける。

　そこには、だし巻き玉子に、皮がぱりぱりの鶏肉の照り焼き、ミニハンバーグ。手作りのポテトサラダ。ウズラの卵、アスパラベーコンなどなど。

「さすがは志津！　最高だなっ！」

「さあ、召し上がって下さい」

　割り箸と紙皿と共に、水筒に入れておいた温かな麦茶を渡してくれた。

「はぁ……。もう至れり尽くせり」

「誠さんってば。大袈裟ですよ」

　志津は「ふふっ」と微笑んだ。

「本当だって。志津と結婚してよかったなぁって」

「むぅ。そこまで言いますかぁ？　普段は何もしてないみたいじゃないですかぁ」

「ゴメンゴメン」

　と、その時。強い風が吹き抜けた。

　風がザアアアアアアッと木々を揺らせば、たくさんの花びらが、舞い踊った。

　そのうちの一片が、志津の頭の上に乗った。

「動くな」

　誠はひょいと、薄いピンク色の花びらを抓んだ。

「ありがとうございます。……綺麗な花びらですねぇ」

「だろ？　昔から変わってないんだよ」

「子どもの頃から、お花見をされていらっしゃるんですね」

「花見ってほどじゃないって。桜の枝を折ったりして、それを振り回してたくらい」

「誠さん！　綺麗に咲いてるのに、枝なんて折っちゃ駄目ですよぉっ！」

「分かってる。綺麗だろって親に見せたら、こっぴどく叱られて、飯抜きにされたから」

「当然です」

「志津、ひどいなぁ」

「私も同じことしますもん」

「分かってる。絶対しないって。──それはそれとして……」

「なんですか？」

　志津は、誠の視線を追いかけるように自分の尻尾を見た。

　誠は笑う。

「本当、その尻尾も大変だな。花びらだらけじゃないか」

「綺麗ですよね」

「まあな」

　誠は一枚一枚丁寧に花びらを取る。

「花びらべたべた貼りつけたら、もっと綺麗かもな」

「しませんってばぁ」

　志津は誠の肩を優しく叩くと、フサフサな尻尾を大きく揺らして花びらを落とす。

「それにしても、誠さんの子ども時代、見たかったです」

「あれ？　志津、アルバム見たことなかったっけ？」

「そういうことじゃなくって、実際に会って、話がしたかったってことです」

「僕だって、子ども時代の志津と話したかったよ」

「本当ですか!?」

「うん。そうして耳や尻尾を触らせてもらう」

「そんなの駄目です！　犯罪ですよ!?」

「わ、分かったよ。そんなに怒るなって」

「もう。言っていいことと、悪いことがあるんですよっ？」

「機嫌直してくれって。──あーん」

「誠さん？」

　志津は、突然、誠から玉子焼きを差し出され、不思議そうな顔をした。

「食べさせてあげる。ほら、あーんして」

「いや、その……さすがにそれは」

「僕が食べさせたいだけだからさ。付き合って」

「そ、そういうことでしたら。……あ、あーんっ！」

「よーし。いい子だ」

「もう、ふざけないでください……あむぅ」

「どう？　美味しいだろ」

「はいっ！」

　志津は嬉々として頷いた。

「つっても、お前が作ったんだけどな」

　誠が箸を引っ込めると、志津のアーモンド形の円らで金色の瞳が、動きを読むように視線で追う。

「どうした？」

「そのぉ……」

「ん？」

　志津は上目遣いになった。

「もう、終わり、でしょうか……？」

「え、何が？」

「で、ですからぁっ……あ、あーん、です」

　赤面しながらの告白に、誠は笑ってしまう。

「気に入ってたのか」

「もう！　笑わないで下さい……っ！」

「分かった。それじゃ、どれがいい？」

「今度はそのウィンナーを下さい……」

　よし、と誠はタコ、ではなく、なんとなく狐に見えるような形に切られたウィンナーを箸で摘まんだ。

「あーん」

　志津は尻尾をぶんぶんと大きく揺らしながら、おかわりを求めた。

　誠もノリノリで、志津にあーんをし続けた。




　そして食事を終えると、

「ふぁっ」

　誠は大あくびをした。

　春の午後。桜の木の下、ゆったりとした時間に身を任せていると、目蓋が自然と重たくなってくる。

「どうしました？」

「お腹がいっぱいになったら眠たく……」

「まるで子どもみたいですねっ」

「……うーん。ちょっと休む」

　誠はでーんと、その場に横になった。

「いけませんよ。そこで寝たら、小石が当たって痛いですから。……ですから、ど、どうぞ」

　志津は自分で提案しておきながら、モジモジしつつ、太腿を差し出した。

「いいのか？」

「は、はい。……いえ」

「いえ？」

　志津は頬を染め、狐耳を中折れさせて俯いてしまう。

「誠さんがご不要でしたら、あの、そのぉ……」

　志津はごにょごにょと声を小さくした。

「よし！」

　誠は志津の太ももに頭を乗せた。

「あっ」

「フカフカして気持ちいい」

　志津に頭を撫でられる。

「誠さん、お休みなさいませ」




　ピンポーンとチャイムが鳴った。

「はいはーい」

　誠は仕事の手を止め、玄関に向かった。

　今、志津は買い物に行っていて留守だ。

　玄関を開けると、宅配便だった。

　配達員は、大きな段ボール箱を両腕で抱えている。

　サインをする時に、送り主を見ると出版社だった。

　品目は『衣類』。

（衣類？　なんじゃそりゃ……）

　小説の資料なら分かるが、こんな品目は初めてだ。

「なんじゃこりゃっ！」

　中身を見るなり、思わず叫んでしまった。




　夕飯の時間を迎える。

　今日は手作りソースのミートスパゲッティと、サラダに、コーンスープ。

　もちろん、そこにも油揚げはしっかり入っていた。

　誠は機械的に手を動かし、咀そ嚼しやくして、呑み込んだ。

（あれ、どういうつもりで送ってきたんだ？　あんなもん、どうしろって言うんだよ。あんなプレイ、よく分からないんだぞ？）

「春はとっても気持ちよくって、いい季節ですよね。私、春が大好きです！　また今度、お花見に……」

「…………」

「誠さん？」

「…………」

「どうかされましたか？」

「…………え？」

　誠は、はっと我に返った。

「何が？」

「もう、どうしたんですか？　お疲れですか？」

「え、あ、うん……。まあね」

「何かお手伝いできることがあれば仰って下さい。私、頑張りますからっ」

「実はさ。次の作品のテーマ……」

「はい。なんですか？」

　志津は前のめりになる。

「ＳＭなんだよ」

　志津はきょとんとした顔をした。

「エスエムって、なんですか？」

「まあ僕もよく分からないんだけどさ、ムチで叩いたり、罵倒したりして、お互い愉しむプレイ、かな？」

「え！　叩かれたり、悪口を言われたりするのに、楽しいんですか？」

「お互いに信頼感があるからこそ、成立するプレイらしいんだけど」

「それは、これまでお書きには？」

「初めてなんだ。っていうか、ＳＭ系は苦手だし、想像するのも難しいから、避けてたんだけど、最近その辺りが売れ線だからって、次回作はこれでって編集者に言われちゃって。それだけじゃなくって……」

「まだあるんですか？」

「ちょっと待って」

　誠は自分の部屋から、段ボール箱を取ってきた。

「それは？」

「編集者が送ってきたんだけど」

　誠は段ボール箱の中に入っていたものを取り出す。

　それはテラテラとてかりを帯びたエナメル質でできた、セパレートタイプの衣装。

　さらに同じエナメル素材のグローブまで揃っている。

「これ、なんだけど……」

「これは？」

「女王様のコス……。手紙には奥さんに着てもらって、妄想を鍛えて下さいって……」

「…………」

　今度、黙ったのは志津だった。

「ごめんごめん！　変なこと言ったな。いいからっ！　まあ、僕も官能小説家の端くれだからなっ。これくらいなんとかしてやるっ！」

　誠は段ボール箱に衣装を雑に詰め込み、部屋の脇に追いやった。

「さあ、夕飯を食べよう！」




　志津は洗い物をする。

　しかし考えることは、さっきの誠の言葉。

　──初めてなんだ。っていうか、ＳＭ系は苦手だし、想像するのも難しいから、避けてたんだけど、最近その辺りが売れ線だからって、次回作はこれでって編集者に言われちゃって。

（誠さんが困っていらっしゃるんだから、ここは手伝うのが妻としての責務ですよね。……え、ＳＭは分からないけれど、でもきっとどうにかなるはず……！）

　志津は「よし」と洗い物を終えると居間に入る。

　部屋の片隅には、先ほどの段ボール箱が置かれている。

　志津は迷わず、段ボール箱を開けた。




（……ああ言ったのはいいものの……）

　誠は仕事部屋で頭を抱えていた。

　いつも執筆ソフトとして使っているものは真っ白で、一文字もまだ書かれていなかった。

　誠は頬杖をつきながら、点滅するカーソルをじーっと見つめるばかり。

「あー！　駄目だーっ！」

　誠は音を上げて、仰向けに横になった。

（とっかかり……何かしら掴めれば、うまくいくと思うんだけどなぁ）

　その時。ピシャンッと勢いよく襖が開けられた。

　びっくりして身体を起こし、振り返れば、

「へ……？」

　間の抜けた声が漏れてしまう。

　そこにいたのは、黒いボンデージを華麗に着こなした愛妻だった。

「志津!?　何やって……!?」

「ま、誠さん……っ」

　志津はモジモジと、身体をくねらせる。

　その手には、付属品の黒いムチが握られている。

　彼女はグローブまで装着しており、しなやかな指先にいたるまで黒いエナメル素材に包み込んでいた。

　トップスには斜めにチャックがついており、ボトムスはＴバック型で、真っ黒なストッキングをガーターで吊っている。

　全身黒ずくめのボンデージが志津の乳白色の柔肌ともあいまって、とても鮮やかに映えていた。

「ど、どうでしょうか？」

　思いきって着てみたものの、恥ずかしさはまだ拭いきれないのか、志津は頬を染め、落ち着かない様子で、視線をあちこちにやっていた。

「志津、どうして……？」

「誠さんの力になりたいと思いまして……」

「こんなこと言っていいか分からないけど、すごく似合ってるよ」

「ほ、本当ですか!?」

「うん」

「安心しました。こんな格好を本当にしてしまって、誠さんに嫌われちゃうかもって思っちゃって」

「嫌う訳ないだろ」

「はいっ！　……あの、お仕事の進みはどうですか？」

「全然」

　誠は肩をすくめれば、志津が勢い込んだ。

「で、でしたら！　私に是非、協力をさせて下さいませっ！」

「志津がＳＭをするってこと？」

「はいっ！」

「できるの？」

「誠さんのためならできますっ！」

　とはいえ、志津は手にしているムチをどう持つべきか定まっていないのか、手元が落ち着かなかった。

「分かった。それじゃ一緒に学ぼう！」

「はい！」

　誠は早速、パソコンをネットに繋げて、『ＳＭ』のＡＶを検索する。

　それを再生する。




　画面の中に現れたのは一組の男女。

　志津と同じようなボンデージをまとい、ムチを手にした女性が、四つん這いになった男のお尻に、ピンヒールの踵を押し当てて、蹴っていた。

　男が情けない声を上げる。

　──女王様。は、早く下さいぃっ！

　──奴隷のくせに私に要求？

　女性が、なんの遠慮もなくムチで男の背中を叩く。

　──ひいい！

　男は叫んだが、その顔は悦に入っていた。

　女性はカールした毛先を掻き上げ、鋭い声を上げる。

　──何か言うことがあるんじゃない？

　──は、はい！　私のお尻の穴に、その鋭いピンヒールの踵を突っ込んで下さいぃ！

　──この変態！　そんなことが気持ちいいの!?

　再び、ムチが閃く。

　──ひいいい！　そ、そうです！　私は痛くされて悦んでしまうような、ド変態の中年男です！　こんな私のせいで、女王様を煩わずらわせてしまうようなことをして大変申し訳ありませぇん！　で、ですが、女王様に是非イジめて欲しいんですぅぅっ!!

　男がわめけば、気持ちよさそうな顔をした女性が、肛門めがけピンヒールを突っ込んだ。

　──女王様ぁ！　最高ですぅぅ……っ!!

　男は、幸せな声を上げるのだった。




　志津と誠はＡＶを見終わるなり、同時に顔を見合わせてしまう。

　どちらともなんと言っていいのか分からないまま黙っていたが、やがて志津が口を開けた。

「……こ、こんなことをするんですか？」

　誠は首を横に振った。

「い、いや……。さすがにこれは、レベルが高すぎる気がする……。こんなことされたら、死にそう」

「私、こんなことはできません……」

「でもムチで叩いたり、罵倒をしたり、お尻を蹴ったりするくらいは、できるんじゃないか？」

「……そ、そうでしょうか……？」

　志津は眉をひそめて、パソコンを覗き込んだ。

「初歩的なものから、やってみようっ」

「初歩的？」

「最初はあくまで、ＳＭっぽいことをしてみて、それから少しずつレベルを上げていく感じで……」

「わ、分かりました」

「最初は、僕の悪口を言ってみて」

「そんな……！」

　志津はいやいやと、大きくかぶりを振った。

「別に本当に僕の悪口を言わなくてもいいんだから。バカとかアホとか、まずはそれからやってみよう」

　志津は渋々頷き、「それじゃいきますっ」と覚悟を決めた。

　志津は、その場で、深呼吸を何度か繰り返し、

「ば、バカ！」

　そう吠えるように言った。

　誠は思わず、吹き出してしまう。

「それじゃ可愛すぎるって」

「かわ……!?」

　志津は赤面し、狐耳を中折れさせてしまう。

「……そ、そうでしょうか？」

「もっと僕を馬鹿にするみたいに言って。──この馬鹿ッ、みたいに！　冷めた表情で」

　志津は「こ、この馬鹿……この馬鹿……」と、ぶつぶつ呟く。

　よし、と志津は気合いを入れて、誠を見た。

「この馬鹿ッ！」

　刺すような鋭い眼差しと、冷えきった表情。

　それはまさしく、先ほど映像で見た女王様のもの。

　同時に、誠の背筋がゾクゾクした。

「……ど、どうでしょうか……？」

　誠が一人茫然としていると、志津が恐る恐るという風に言った。

　誠は我に返る。

「志津、今の、最高だったぞっ」

「本当ですか!?」

　志津は、双眸をキラキラと輝かせた。

「もしかしたら、志津って女王様の才能があるんじゃないか？」

「それって、喜んでいいんでしょうか……？」

　志津は苦笑する。

「それじゃ、これで罵倒は完了ですか？」

「次はもっと、多彩な罵倒をしてみよう」

「た、多彩……」

「これ。僕が一応、本の中でヒロインに言わせようと思ってた罵倒フレーズ。これを見ながらやってみて」

「あ、ありがとうございます。──え、こんなにですか!?」

「見ながらで、いいから」

「は、はいっ」

「それじゃ最初のプレイなんだけど、僕のあそこを踏んでくれ」

「……そういうこともしなきゃいけないんですね。分かりました！」

　志津は腹をくくったのか、さほど驚かなかった。

　誠は仰向けに横になる。

　了承した志津だったが、手持ち無沙汰で突っ立ってる。

「志津。踏んでくれ。あ、もちろん、優しく」

「分かりました。──失礼しますっ」

「もっと女王様らしく」

「い、いくわよっ」

「そうそう」

　志津は恐る恐るという風に、ストッキングに包まれた右足を持ち上げた。

　右足がゆっくりと下ろされ、股間を踏まれた。

「うっ」

　誠が声を漏らせば、志津は慌てて足をどかした。

「痛かったですか!?　すみません……っ！」

「いや、違うから。ちょっとびっくりしただけ……」

「そ、そうですか……」

　ズボンごしということもあるのか、それほど違和感はなかった。

　グニグニと圧迫するように、足の裏で踏みつけられる。

「こんな感じでどうでしょうか？」

「志津。そこでさっき渡した罵倒語を読み上げて」

「あっ」

　志津は紙を見て、誠へ視線を移す。

　その眦まなじりは吊り上がって、女王様になりきろうという気持ちが伝わってくる。

「この豚っ、こんなことで気持ちよくなるなんて、な、なんて……変態なのっ！」

　志津からすると、初めて発する言葉のオンパレードなのだろう。

　志津は少し言葉に詰まりながら、誠を罵倒した。

　罵倒そのものに対しては、特に昂奮を覚えなかったが、その代わり志津の足の指の一本一本の感触まで分かる踏みつけによって、股間の辺りが火照ってきてしまう。

「うっ」

　誠は呻いた。

　昂奮のあまり、ペニスが膨張してしまう。

　その感触を、志津も感じたらしくはっとする。

「誠さん……!?」

「志津……いや、女王様っ。僕、昂奮してきちゃったみたいですっ」

「女王様……」

　志津ははっとしたような顔になるが、すぐに元の表情に戻った。

「こ、この変態豚野郎……っ。こ、こんなことで昂奮するなんて、どうしようもない豚野郎なのね！」

「そうですっ。僕はどうしようもない豚野郎なんですっ」

「私の足の下で、ムクムク膨れ上がってるのは何っ!?」

「ち×ぽです！」

「し、信じられない奴ね。足で踏まれて気持ちいいの？」

「は、はいっ。気持ちいいんですっ！」

「だ、だったら、えっと……その、汚らしいおちん×んを、私に見せてみなさい！」

（志津!?）

　想像していなかったことを命じられ、誠はびっくりしてしまう。

　誠が茫然としていると、股間を踏みつけている足に力がこもった。

「志津!?　ううう!?」

「何をグズグズしているの？　さっさと、しなさいよ！」

（志津、ノリノリになってくれてるな。よし、僕も頑張らないとっ）

　誠は「わ、分かりました！」と、ベルトを緩め、ズボンを下ろす。

　下着はいびつな形に膨らんで、その膨らみの頂き部分には染みができていた。

　志津が鋭い眼差しを見せた。

「濡れてるわね。踏まれて気持ちよくなったってこと？」

「そ、そのようです、女王様……」

「変態。さっさと下着を脱ぎなさい」

「はいっ！」

　志津から見下ろされながら、誠は下着を脱ぎ下ろす。

　瞬間、押し込められていた肉塊が、勢いよく飛び出しながら天井を睨みつけた。

　青筋を立てて、ビクンッビクンッと引き攣りながら、我慢汁をこぼす。

　志津はびっくりしたように、ペニスを見つめていた。

「ほ、本当に気持ち悪い、おちん×ん……じゃなくって、ち×ぽねっ」

　志津は吐き捨てるように言った。

　ち×ぽなんて言葉が、志津の口から聞けるなんてびっくりしてしまう。

　しかしそれでも、誠自身もこの雰囲気に呑まれはじめているせいで、本当に昂奮してしまう。

「女王様の足のお陰で、こんなに昂奮できているんですっ」

「何、気持ち悪いことを言ってるの？」

「すみません、女王様！」

「ちょっと黙りなさいよ」

　志津は、誠の屹立を蹴った。

「ううっ！」

「蹴られてるのに、気持ちいい顔するなんて、真性の変態なんだから。恥ずかしいとは思わない訳？　夫婦とはいえ、本当にうんざりしちゃうわ」

「本当にすみませんっ！」

　志津は、ペニスをしげしげと見つめる。

　そこには演技とは思えないほどの、蔑さげすみの感情がこもっていた。

　その感情の色を浮かべた金色の瞳を見ているとゾクゾクしてきて、本当にマゾヒズムに目覚めてしまいそうになる。

「それで、どうして欲しいの？」

「あ、足で弄って欲しいですっ」

「足なのね。本当に変態っ」

　失笑した志津は耳をピクピク、尻尾を乗り気になってぶんぶんと揺らしながら、爪先でペニスの幹をなぞるように刺激してきた。

「ぐぅ!?」

　爪先で撫でられるような焦らすような刺激のせいで、気持ちいいというよりも、お預けを喰らっている気分になってくる。

「女王様、気持ちいいですっ。……でも、もっと気持ちよく──」

「豚野郎のくせに、私に要求？　何か言うことがあるんじゃない？」

「すみません！　女王様に要求なんてしてしまってぇ……。こ、この、馬鹿な僕の股間を、女王様の美しいおみ足で弄って下さいぃっ！」

　腕を組んだ志津は面倒そうに、「まあいいわ」と頷いた。

　志津は椅子を引っ張ってくると、そこに腰かけた。

　そうかと思えば、誠の男根を両足で挟み込んできたのだ。

　ストッキング特有のナイロン生地のツルツルした感触ともあいまって、最高の感触を生み出してくれる。

「うわっ！」

　声を我慢などできない。

　こんなことを志津が知識として知っていたのか、それとも女王様を演じる過程で思いついたのか。

　志津の美しい足が、グロテスクな男根を挟み込んで、両足でスリスリと上下に扱き立ててくる。

　シュッシュッシュッ。

　そんなリズミカルな足さばきに、誠は腰を戦慄かせた。




　椅子に座った志津は、誠の男根を両足で挟み込んだ。

　このプレイは、誠の書いた小説にあったものだ。

　読んでいた時には、こういうもので昂奮できるのかなとドキドキしたが、実際こうしてやってみると、誠の悩ましい顔を見ることで身体の芯が余計に火照ってしまう。

　さらに誠を罵倒するたび、心臓がドキドキした。

　これまで使ったことのない言葉ばかりだった。

　使ってはいけない言葉ばかりなんだろうけど、それを夫相手に口にするたび、不思議な倒錯感を覚えてしまう。

（誠さんのおちん×んの熱が、足に染みこんできちゃう！）

　志津は柳眉をたわめ、目元を赤らめてしまう。

　足でペニスを踏みつけるのは、初めてだった。

　ストッキングこそ穿いているが、実際、素足と変わらないからこそ、ペニスの淫らな熱気に指が丸まってしまう。

　志津は誠を見た。

「足で挟まれるだけで、気持ちよくなってるなんて変態ね」

「そ、そうですっ。僕は変態なんですっ」

「それじゃあ、変態を気持ちよくしてあげるから」

　志津はシュシュッと、男根を扱き立てる。

　馴れ親しんだペニスではあるが、足で感じるそれは、まるで初めて触れるように感覚が違うのだ。

　と、逸物が打ち震えれば、ドロッと我慢汁の雫が染み出てきた。

　そのトロリとした体液が、足に触れた。

「ぁあっ」

　その瞬間、志津は思わず声を上げてしまう。

　熱い体液がストッキングを黒々と染め、素足まで濡れてしまう。

「女王様、どうされたんですか？」

「豚野郎、見なさいよ。私の足が、あんたの先走りで濡れちゃってるじゃないっ」

「すみませんっ。女王様の足が気持ちよくって……」

　誠は情けない声を上げた。

（こんな風になる誠さん、初めて見る）

　快感を追い求めて、腰がガクガクと揺れる。

　先走りを潤滑油に使って扱きつつ、さらに根元から先端までを搾り出すように足を使った。

「うううう!?」

　誠は腰をガクガクと戦慄かせた。

　それでも自分から快感を求められないから、志津にされるがままになる。

　誠が快感に悶える顔を見ていると下腹の辺りがキュンッと甘やかに震え、秘処がじっとりと熱く湿ってきてしまう。

　思わず太腿をぎゅっと締めた。

　志津の媚身は昂奮に火照り、欲情していた。

（誠さんをいじめてるのに、どうしてこんな気持ちになっちゃうの？）

　ハァハァ……と、呼気が速くなる。

「女王様！　も、もう……っ!!」

　誠が身悶えた。

　男根がビクビクと震えながら、射精の気配を濃厚にした。

　しかし、すかさず志津は足を離した。

「志津!?」

　誠は思わずという風に、声を上げた。

「志津じゃなくって、女王様よっ」

　右足でペニスを蹴った。

「す、すみません！　女王様……っ！　お願いします……っ」

「いいわっ」

　志津は再び両足でペニスを挟み込み、扱き立てた。

　そしてまた射精の気配を感じれば、すかさず足を離してしまう。

「ぅああっ!?」

　誠は泣き顔になった。

「ふふっ。残念ねっ」

　志津はこれまで見たことがないくらい、悪戯っぽい顔をした。

「女王様ぁっ！」

「いいわ。今度はちゃんとしてあげるからっ」

　志津は幹ではなく、亀頭冠を足裏で締めつけた。

　ビクンッビクンッと激しく震えるペニスの戦慄きを意識しながら、集中的に責め立てた。

　転がし、圧迫し、我慢汁をますます溢れさせる。

　グチャ！　グチャッ！　ヌチャッ！　グッチョッ！

　それと共に、陰茎から醸し出される淫らな臭気が、鼻腔を刺激してくる。

　志津自身も、ますます悶々とした気持ちになってしまう。

　耳が中折れし、フサフサの尻尾がぶんぶんと大きく揺れた。

　これまでこんな気分になったのは、誠から責められた時くらい。

　その時には、志津は今の誠みたいに意地悪されて、翻弄されて、涕泣しながら懇願する側だった。

　しかし今は違う。

　誠を焦らし、弄いじくっている。

　なのに。

「ああっ、はあっ、んんっ、ぁああっ……」

　志津まで呼気を弾ませた。

　小鼻を膨らませ、瞳を潤ませ、我慢汁を吸ってストッキングが、ぐっちょりと濡れる。

「ほら、ほらっ。豚野郎っ。気持ちいいの!?　どうなのっ!?」

「気持ちいいですっ！　女王様の足が僕のを刺激して、ビクビクしちゃって……！」

　二度もお預けを食らい、ペニスも誠も限界を迎えていた。

　そうかと思えば志津は左足を男根に添えつつ、右足の親指と人差し指で亀頭冠のくびれを挟んだ。

　そうして裏筋を圧迫しながら、精子を促す。

「女王様！　僕、もう……！」

　今度はお預けをしないどころか、さらに志津は「ほらっ！　出しなさいよっ！」と力いっぱい促す。

「ううううううう!!」

　びゅる！　びゅぶっ！　どぴゅぅっ！　びゅるるっ！　びゅばぁっ！

　白濁汁が爆発して、その四散した体液が、志津の美脚をみるみる濡らしていった。




（おいおい！　志津、やる気ありすぎないか!?）

　誠が射精の余韻でぼーっとしていると、志津は耳をピクピクさせながら、凍りつくような視線を寄越してきた。

「豚野郎。私の足が、あんたの汚いお汁で濡れちゃったじゃない！」

「す、すみません！」

　志津は、子種汁まみれになっている右足を差し出してきた。

「舐めて」

　志津が冷たい声で言った。

「は、はい……」

　誠はさすがに抵抗を覚えたが、志津に睨まれ催促されてしまえば、仕方なく恐る恐る顔を近づけた。

　しかし、

「ぺろっ」

　誠は、志津の命令なのだと己に言い聞かせながらしゃぶっていく。

「ん……ッ」

　誠がストッキングごしの、志津のしなやかな足に口づけをしたり、舌を這わせると、志津は鼻にかかった、妙に色気のある吐息をこぼす。

　精液の味とかは正直うげーだったが、志津のその普段とは違う、また蕩けるような嬌声が聞きたくて夢中でしゃぶった。

　普段は全然気にしてなかった、一本一本の指の感触を確かめ、足の甲を縁取るように、じっくりと……。
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「はぁっ……んぅっ……」

　志津はうっとりした顔で口を半開きにさせながら、ハァハァと甘いため息をこぼしている。

　耳がピクピクと揺れていた。

　甘噛みしつつ、チュパッと吸えば、「はあああンッ！」とこれまでにないくらい蕩けた声を、志津が漏らす。

　右足だけでなく、左足も同じように味わう。

　時折歯を立てて刺激を変えれば、志津がまた上擦った嬌声を漏らした。

「あああっ……」

　志津の感泣混じりの悶え声を聞くだけで、誠の股間はビクビクと打ち震えながらいきり勃っていく。

　いつもと違うシチュエーションに、誠自身も激しい欲情を覚えていた。

（よし、もうちょっと……）

　その時、ピシャンッと鋭い音が弾けた。

　はっとしてそちらを見れば、

「なに、私を気持ちよくしてあげてるみたいな顔してる訳？」

　志津がムチをしならせていた。

「すみません！」

　誠はひれ伏した。

「ま、まあ、いいわ……」

　志津はとろんとした眼差しに、熱に浮かされた表情を見せながら立ち上がった。

　しかしすぐには立てないようで、少しよろめく。

「大丈夫ですか!?」

「平気よ。そんなことより、次やるわよっ」

「次？」

「前戯だけで終わらせる訳ないでしょっ」

「はい！」

「私を満足させるのよっ」

「もちろん、です！」

　志津は仰向けになると、誠に向かって両股を大きく開帳してみせた。

　さらに胸元のビキニ型のトップスに斜めに走っていたチャックを、外してみせた。

　そうすれば、硬く勃起している甘い色彩の乳頭、豊満な乳肉が露わになった。

「志津──あ、いや、女王様……。分かりました」

　誠は男根を握りしめると、志津のビキニ型のボトムスに手をかけ、ゆっくりとずらしていく。

　志津もチャックを下ろして、ボトムスを取り去った。

　黒いエナメル質の生地の向こうにあったのは、これまで何度も一つになっているにもかかわらず、相変わらず初々しいままの花肉。

　ヒクヒクしながら、蜜をとろりと垂らしていた。

　そして、いつになく、ぬかるんでる。

「まずは舐めて」

「はいっ」

　誠は、蕩けきった完熟フルーツのように濃厚な香りをたたえた肉畝に、顔を寄せた。

　見馴れているはずなのに、いつもと違うような気がした。

　まるで初めてエッチするように緊張してしまう。

「エロォッ」

「ぁあンッ」

　志津は長い睫毛をふるふると揺らし、甲高い嬌声を上げた。

　秘裂の味はちょっとしょっぱく、昂奮を掻き立ててくれるフェロモン臭が濃厚で、咽せてしまいそうだ。
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　それでも誠は、夢中になって舐り回す。

「えろっ！　えろぉっ！　んちゅっ！　ねろねろぉっ！　ぢゅるるるっ！」

　細かな凹凸のついている肉ビラだけでなく、膣穴に向かって舌鋒を突っ込んだ。

　シロップのようにトロリとしたものを掻き混ぜ、味わっていく。

「はぁっ！　ぁあっ！　んんっ！　ひいいんっ！　ひぁっ！」

　志津はいやいやとかぶりを振った。

　柳眉をたわめ、湿った息遣いを浅くさせ、「ああっ、はあっ」とリズミカルな嬌声を弾ませてしまう。

　誠は陰核に優しく触れた。

「ンンーーーーーッ！」

　切羽詰まった嬌声を漏らした志津は、全身を強張らせ、ビクビクッと震える。

　やがて身を弛緩させる。

「女王様、イきました？」

「余計なことを、言うんじゃないのっ！」

　志津はキッと眼差しを吊り上げるや、ムチで背中を叩いてきた。

「ううう……!?」

「豚野郎はゴチャゴチャ言ってないで、黙って私のおま×こをしゃぶってればいいのっ。サボってると、エッチしてあげないわよっ!?」

「しますっ！」

　誠は眼鏡が曇るくらい荒い息遣い混じりに、しゃぶった。

「あああんっ！」

　陰核を舌先で弾くように刺激しながら、右手人差し指を膣穴に向かってゆっくりと挿入していく。

　ニチャァッ……。

　糸引いて、粘り着くような音をたてながら、ザラザラした柔粘膜がゆっくりと指を呑み込んでくれる。

　根元まではまれば、指を鉤状にして媚壁を刺激しながら、溢れ出てきたラブジュースを音をたてて、すすり飲んだ。

「ああっ、いいわよ、豚野郎っ。イイッ！」

　尻尾を大きく振り乱し、誠の顔を撫で回しながら、誠の頭を抱えるようにして、もっともっとと刺激を求める。

「あぁっ、イィッ！　豚野郎、いぃっ！」

　誠がさらに陰核を刺激すれば、志津はしゃくり上げるように、総身をビクビクと戦慄かせた。

　誠は志津の太腿の間から抜け出て、口元を愛蜜でベチョベチョにしたまま見上げた。

「女王様。もう僕……っ」

　ペニスがジンジンと疼いていた。

　一刻も早く、志津の秘処をグチョグチョに掻き混ぜたかった。

　志津は目尻に涙の粒をたたえ、誠に秋波を送ってきた。

　その時ばかりは、女王様の志津ではなく素だった。

「女王様っ」

　誠は、怒張の切っ先を膣内に押し込んだ。

「ンゥゥッ!!」

　温かく濡れた柔襞が、亀頭冠に吸いついてくる。

「ぶ、豚野郎……アアアアアン!!」

　柔らかな肉感に、腰が戦慄いた。

「女王様っ」

　腰に力を入れ、ズブズブッとペニスを埋没させていく。

「はあぁぁぁぁんッ！」

　志津は美しい金髪を揺すり上げ、身悶えた。

　行き止まりを突き上げれば、肉壁がウネウネと蠢きながら、男根を食いしめる。

「じょ、女王様っ」

　火傷してしまいそうなくらい火照っている肉穴に求められ、誠はいても立ってもいられなくなり、腰を振り乱す。

「あんっ！　はあぁんっ！　ひいん！　ひぁっ！　ぁああんっ！」

　深い場所をズンズンッと滅多打ちにすれば、志津の豊満な乳峰がぷるんぷるるんっ、とプリンのように揺れたわんだ。

　それを形が変わるくらい握りしめ、小石のようにカチコチになっている乳頭を、こよりでも作るみたいに揉みほぐしながら、律動を刻んだ。

「あああんっ！　そ、そう！　豚野郎、イィッ！　も、もっと私のおま×こを貫いて、グチャグチャに掻き混ぜてェッ！」

　腰を前後に使うたび、ヌチャヌチャッと濁った音が弾け、泡立たせ、白濁になった体液を掻き出していく。

「女王様のおま×こグズグズに蕩けて……僕のあそこにしゃぶりついて……ううう！　すごいっ！」

　志津のあられもない声に触発され、さらに熱を込めて腰を動かす。

　誠の逞しい剛直が、突き込んでくる。

「ああんっ！」

　上擦った嬌声が口を突いて出て、悩ましい想いに貫かれてしまう。

　誠は汗だくになって、腰を動かしていた。

　長大な男根による律動で、頭の中まで攪拌されるような心地になり、志津は翻弄されて、ますます陰唇による締めつけを強めた。

　志津は気持ちよくなりすぎて素に戻りかけながらも、「女王様！」と呼びかけられれば、すぐに我に返るように、誠の腰に両足を回して自らも積極的に、肉棒を貪った。

　突然の志津による積極的な腰遣いに、誠は「うぐ!?」と動きを止めた。

「さっさと動きなさいよ、豚野郎っ」

　志津は誠のお尻をやんわりとムチで叩き、下りてきた子宮口を突き上げるよう強要した。

　誠は意地になって、腰を動かし続けた。

「あんっ！　そうよっ！　誠っ！　も、もっと私のおま×こを突き上げて！　おま×こをグチャグチャにしてぇっ！」

「はい！」

　誠は奥歯を食いしめながら、ズンズンッと突き上げてきた。

　接合部は溢れ出すラブジュースで、ベチョベチョになってしまう。

　誠の雄渾で串刺しにされるたび、甘く蕩けた体液の濁った音が部屋中に響く。

「ひいいいいん……っ！」

　誠と一つになっていることで全身がより敏感になり、頭がおかしくなりそうな肉悦に囚われてしまう。

　女王様でなく、牝になってしまう。

「女王様のおっぱい、すっごく気持ちいいっ。揉めば揉むほど手に馴染んできて、最高のおっぱいだっ！」

「と、当然よっ。私のおっぱいなんだからっ」

　すべやかな乳白色の乳肌に手の痕を思いっきりつけながら、その形をどんどんいびつにさせていく。

　誠に弄くられている。

　それだけで役目を忘れて、感泣を上げてしまう。

　さらに肉杭でズンズンと胎内を蹂躙され、広がった笠でゴリッゴリッと膣天井を掻き毟られる。

　ぷっくりと膨らんだ肉の銛で、突きまくられることで、燃えるような恍惚とした想いがこみ上げた。

（も、もう……無理ぃっ！）

　志津はムチを捨てるや、誠に汗だくの肢体をぶつけるように、抱きついた。

「誠さんっ!!」

「女王様!?」

「女王様じゃありませんからぁっ！　わ、私はぁ……志津ですからぁっ!!」

　涙目、鼻声の志津は、夢中で誠の唇を貪った。

「んっ……んぅっ……んんぅっ……」

　フサフサの尻尾をくねらし、肉付きのいい巨尻をくいくいと跳ね上げながら男根を余すことなく貪る。

「んちゅっ、ちゅぱぁっ！　誠さぁんっ！　誠さぁんっ!!」

　志津は狐耳を折りながら、唾液の交換を濃厚に行う。

　そのせいで、口の周りが唾液でベチョベチョになってしまうが、構わなかった。

「志津！　志津ぅ！」

　誠も、志津のお尻をむんずと握りしめた。

「ん！」

　お尻をパン生地でも捏ね回すように揉みしだきながら、肉の楔くさびで乱打した。

「ひいぁっ！　あひぃっ！　っはあっ！　ひいいいっ！　んんっ！」

　目が眩むような愉悦に耽溺する志津は、こみ上げる絶頂の気配に全身を研ぎ澄ませる。

「志津！」

　怒張がビクビクッと戦慄く。

「イクゥッ！　ま、誠さんっ……私、イきますうぅぅっ!!」

「出るッ！」

　誠は子宮口めがけ、どぴゅどぴゅっと勢いよく射精を遂げた。

「ああああああああんっ！　イク！　イクッ！　私、もう駄目ですぅっ！　ひいいいいいい……イクウウウウウウウウ……ッ!!」

　ビュブブッと濁った音を交えつつ、子種汁が溢れ返る。

　二人のまとう熱気が、激しい性交の名残を生み出す。

「は、はぁ……」

　志津は甘い息遣いを、唇の合間から漏らした。




「んんっ……」

　志津は、緩やかに背筋を反り返らせ、涕泣して果てた。

　爪先は指先までピーンと伸ばし、ぐったりと崩れ落ちようとする。

「志津！」

　誠が慌てて抱き留めてくれた。

　志津は息を荒げながら、誠を見つめる。

「ま、誠さん……っ」

「平気か？」

「わ、私……お役に立てましたかぁ？」

　志津の金色の眼差しは、熱に浮かされたみたいにトロンとしている。

「もちろんだよ。──豚野郎はすっごく感謝してるよ、女王様」

「も、もうっ、やめて下さい……っ」

　志津は恥ずかしげに、誠の肩に顔を埋めた。











夏　チャイナドレスの発情嫁とご無沙汰エッチ









「まーこーとーさんっ！」

　誠が部屋で仕事をしていると、志津に呼びかけられた。

　振り返ると、少しびっくりした。

「志津、その格好、可愛いな」

「えへへ。そうですかぁっ？」

　志津はくるりと回ってみせた。

　今の彼女は麦わら帽子に、空色のノースリーブワンピース姿。

　麦わら帽子はしっかり耳が出るような、特別仕様だ。

　さらに髪も大きな三つ編みに結っている。

「遊びに行きません？　今日はすっごくいい天気ですよ？」

「いい天気って、ここ数日、カンカン照りだし……」

「もー。いきましょうよー」

「いや、でも……」

　志津は悪戯っぽく「ふふっ」と微笑んだ。

「知ってますよ。さっきからネットサーフィンばっかりしてますよね？」

「なんでそれを！」

「廊下の方から部屋の様子が見えるんです」

「覗きはやめろって」

　誠は苦笑してしまう。

「ここは気分転換しろって神様が仰ってるんですよー。ね？　行きませんか？　どうですか？」

「いや……」

「まだ何か？」

　誠は志津のお腹を見る。

　そこは立派に膨らんでいた。

「志津は臨月じゃないけど、結構、大きいだろ。……不用意に歩くのは……」

「心配して下さるのは嬉しいですけど、天気がいいのに、お庭を歩くことしかできないのはストレスが溜まっちゃうんです。ストレスって赤ちゃんにもよくありませんよね？」

「分かった。じゃあ、行くか……。外は地獄みたいに暑いだろうけど」

「そんなこと言っちゃ駄目ですよ。夏はすっごく気持ちいいんですから！」

　志津が手を握って、ぐいぐいと引っ張ってくる。

「し、志津！　引っ張るなって！」




　夏。

　湿気を含んだ、茹うだるような暑さの日々が続いていた。

　彼方の山の向こうで入道雲が湧き立ち、抜けるような真っ青な空が、頭の上、一面に広がっている。

　木々が落とす影も濃かった。

　志津は日傘を差して、ゆっくりとした足取りで歩いていた。

　彼女が歩くたび、一本の三つ編みにして背中に垂らした髪が、ぽんぽんと時計の振り子のように揺れる。

　肩を並べた誠は、大丈夫かとハラハラしてしまう。

　それに気付いた志津は、吹き出す。

「誠さんってば。そんなチラチラ見なくても大丈夫ですから」

「う、うん……。頭では分かってるんだけど、どうしても……」

「心配して下さってありがとうございます。でもそんなにチラチラ見られたんじゃ、落ち着いて散歩を愉しめませんから」

「それもそうだな」

　歩いていると、やっぱり聞こえてくるのは蝉の大合唱。

　ミィン！　ミィィィィインッ！

　アブラゼミが、本当に元気だった。

「誠さん、子どもの頃、蝉って捕まえました？」

「そんなの当たり前さ。子どもなんてやることないから、蝉を追いかけ回した挙げ句、小便をかけられたり……」

「ふふ。その姿、バッチリ想像できますっ」

「無事にたくさん捕まえて家に持って帰ると、親からうるさいって言われちゃうし、散々だった」

「それも想像できますねっ」

「志津はどう？　子どもの頃は？」

　志津は苦笑する。

「私は狐ですから、蝉を捕まえたりはしませんでしたけど、川で泳いだりしてましたよ。真っ黒に日に焼けちゃって。周りからは黒狐って呼ばれてたんですよ」

「黒狐かぁ。お転婆だったんだな」

「そうですよー。周りの狐たちから、志津ちゃんは男の子になった方がいいなって言われてたんですから」

「ガキ大将か？」

「男勝りでしたね」

「もしかして髪なんかもショート？」

「はい、人の姿の時はもう男の子みたいに短くしてました。髪を伸ばすとか、考えもしませんでしたから」

　志津は太い三つ編みの毛先を、指先でいじりながら微笑んだ。

（へえ）

　志津が健康的に日焼けしている姿を想像すると、口元が緩んだ。

　と、ほっぺたを優しくつつかれた。

「なーに想像してるんですかぁ？　ふふ」

「真っ黒に日に焼けて、ボーイッシュな志津もセクシーだろうなぁって思ったんだ」

「もう。変な想像しないで下さいね。あくまで、子どもの頃のことなんですからっ」

「分かってるって。でも今は日焼けとかはしないのか？」

「大人になると、染みになっちゃいそうですし……」

「志津も大人になったんだなあ」

「そうですよ」

「道理で身体がエッチ──痛ぁっ」

　ほっぺたを抓られてしまう。

「ま　こ　と　さ　んっ！」

「ご、ごめんってっ！　つ、抓るなってぇ……！」

「さあさあ、先に行きますよ」

　志津はワンピースの裾を揺らしながら、駆け出す。

「待てって！　走ったら危ないぞ！」

　誠は慌てて、志津の後を追いかけた。




「見て下さい！」

　志津は指を差す。

　その先には一面、黄金色の海が広がっていた。

　それは夏特有の濃い青空との対比が余計、絵になった。

「おお！」

　思わず誠は声を上げてしまう。

　それは一面のひまわり畑である。

　高齢化と世間で叫ばれて久しいが、この村でも後継者がおらず、放っておかれた休耕地がたくさんある。

　そこで、その土地にひまわりの種を植えて、観光資源にしようとしていた。

「綺麗ですねぇっ」

　風が吹くと、ひまわりの咽むせるくらい濃厚な香りが、顔に吹きつける。

「誠さんっ、中に入ってみましょ」

「いいなっ」

　手を繋ぎ、ひまわり畑の中に入っていく。

　中に入ってしまうと、一面、目に眩しいくらいの黄色だらけ。

　ひまわりは背丈も高く、誠の胸くらい。

「うちの庭にも、ひまわりを植えようか」

「本当ですか!?」

「うん。で、ひまわりの種を志津が炒いって……」

「それ、いいですねっ」

「本当？」

「どうしてびっくりされるんですか？」

　志津は小首を傾げた。

「そりゃ、志津のことだから、そんな不純な理由ですかって怒ると思ってたんだけど」

「私はそんな石頭じゃありませんから。それに子どもの時はご近所さんの庭に植えてるひまわりから、種を取ったりしてましたし」

「へえ。やっぱりガキ大将だな」

「はい。誠さんには負けてませんから」

　志津は、自分の顔より大きいひまわりの花の匂いを嗅ぐ。

「んー！　いいにおーいっ！」

　耳をピクピク、尻尾をユラユラさせて上機嫌。

　志津は鼻歌混じりに、ひまわりでできた道を進みながら、とても幸せそうだった。

　

　ひまわり畑を抜け、そろそろ家に帰ろうとしたその時。

　不意に鼻先に雫を感じて、顔を上げた。

　すると、まだ明るいままだったが、雨が降ってきていた。

「あ、お天気雨です！　どこかで狐さんが嫁いでいらっしゃるんですよ！」

「ともかく身体を冷やすのは駄目だから、どこか雨宿りできる場所に行こうっ」

　誠は志津の手を引いて駆け出す。

　と言っても、こんな見渡す限り、田んぼみたいな場所だ。

　少し歩いて家の軒先を貸してもらおうか。

　そんな風に考えたところ、トタン屋根の停留所を見つけた。

　小屋の中に、ベンチが置かれている。

「あそこだ！」

　雨足は、お天気雨という可愛らしい名前とは裏腹に、どんどん勢いを増していく。

　小屋に飛び込むと、誠はハンカチを取り出し、志津の髪を優しく拭う。

「大丈夫か？」

「あ、ありがとうございます」

　雨に濡れたせいか、志津の髪から芳しい匂いがした。

「通り雨だろうから、ここで雨宿りしよう」

「はい……」

　廃線にされて長いのか、バスの時刻表は錆や損傷などでほとんど読み取れない。

　と、肩に重みを感じた。

　見れば、志津が左肩に頭を預けている。

　誠は、志津の肩に手をやって抱き寄せた。

「ん……っ」

　ザアアアアア……と降り続ける雨で、景色が煙っていく。

　小屋の屋根に当たった涼やかな雨音が、耳に心地いい。

　子ども時代はうんざりしたくらい当たり前の田園風景だが、こうして大人になってから改めて見てみると、とても風流だ。

（僕も歳を取ったってことかな？）

　誠は志津を見た。

「寒くないか？」

「大丈夫です」

「そっか」

　雨に濡れて毛先の落ちた前髪を、そっと直してやった。

　志津は嬉しそうに微笑んだ。

「最近、暑すぎたからな。これくらいの雨でもちょうどいいのかもな」

「私、雨好きですよ」

「そうか？」

「はい。色々な音が聞こえたり……」

　志津は目を閉じた。

　帽子から飛び出している二つの耳が音を捉えようとするかのように、ピクピクと動いた。

「世界が澄みきった音に包み込まれて……。雨が上がった後は、空気まで清らかになって。星だってすっごく綺麗で……」

　雨はそれから間もなくして、やんだ。




　数日後。天気は全国的に雨だった。

　ザアアアアアアアアアアアア!!

　大粒の雨で外が煙っている。

　除湿器をフル稼働しても、まだジメジメしていた。

「さすがに降りすぎだよな」

　いい加減見飽きて、うんざりしてしまう。

　雨音がずーっと聞こえていることもあるのか、夢の中まで雨が降り通しだ。




　誠は自室を出て、居間に入った。

　居間には志津がいた。

　彼女は、「はぁ」とため息をつきながら、室内干ししている洗濯物を見つめていた。

「志津」

「あ、誠さん。お茶、飲まれますか？」

「いや、いい」

「お仕事の進みの方は、いかがですか？」

「この雨のせいで、やる気が起きなくってさ」

「そうですねー。雨は好きですけど、ここまで長引くと大変で……。洗濯物が全然乾きませんし」

　残念ながら、こんな辺へん鄙ぴな村では、コインランドリーなんて文明の利器はない。

「そうだよなぁ」

「そろそろマタニティウェアがなくなっちゃいそうで」

　志津は少し背を反らし、お腹を突き出すような格好になると、お腹を優しく撫でた。

「だったら街まで、買いに行ってくるよ」

「いえ、いいんですっ！　赤ちゃんが生まれたら、きっと出費も増えますし。これくらいなんとかしますから」

「そ、そうか？　でも無理は……」

「平気です。それにこんな大雨の時に運転なんて絶対に駄目ですっ。途中で事故に遭ってしまうかもしれませんよ？　道路も滑りやすくなってるでしょうし」

「分かった分かった。分かったから」

　誠は、どうどうと志津を宥める。

「でしたら、いいんですけど」




　それからも雨は降り続けた。そんな、とある夜。

「ま、誠さんっ！」

　バスタオルだけを巻いた志津が、部屋に飛び込んできた。

「志津、どうしたんだ!?」

「あ、あのぉ！　ふ、服がなくなっちゃいましたぁっ!!」

　志津は半泣きだった。

「ちょ、ちょっと待て！」

　誠は押し入れを開けて、とある段ボール箱を引っ張り出す。

「これだ」

「なんですか？」

「これまで編集者が送ってくれた資料の衣装なんかが入ってるからっ」

「ありがとうございます！　……あの、後ろを向いてて下さい」

「いや、別に目の前で着替えてもいいだろ。僕たち、夫婦なんだし」

「夫婦でも、恥ずかしいものは恥ずかしいんです……っ！」

　志津は頬を染めて声を上げた。

　そんな初々しさも愛おしい。

「分かった」

　後ろを向いていると、タオルを落とす音、そして衣擦れの音がした。

「手伝おうか？」

「ん……だ、大丈夫、です……っ」

　しばらくして、「はい、用意できました」と声がかかった。

　振り返るなり、唖然としてしまう。

「それにしたのか……」

「……これが一番、着やすいと思いまして……」

　志津はモジモジして、自分の身体を抱きしめた。

　志津は、腰までスリットの入ったチャイナドレスを、身にまとっていた。

　志津が少し身動ぐたび、裾がひらひらと揺れたり、スリットが大きく開いたりしている。

　そしてドレスのお腹部分が、パンパンに膨らんでいた。

「うん、似合ってるぞ」

「こ、ここは見ないで下さいっ！」

　志津は膨らんだお腹につっかえながら、スリット部分を手で押さえた。

「分かった。まあ他の洗濯物が乾くまで、それ着てればいいじゃん」

「……ううう。恥ずかしいですが、仕方ありませんよね……」

　志津は目を伏せ、声を震わせた。




　こうして志津のチャイナドレス生活が始まった。

　と、トイレに行くために誠が部屋を出ると、偶然、志津の後ろ姿を見た。

　彼女は無防備な姿で歩いていた。

　思わずゴクリッと、生唾を呑み込んでしまう。

（チャイナドレス、少し小さめだから妊婦が着ると、すっごくピチピチで、身体のラインなんかも露わって感じだな……）

　スリットのセクシーさはもちろん、はちきれんばかりのお尻の形が劣情を刺激する。

　まじまじと見れば、お尻の谷間まで見えそうだ。

　さらにスリットの合間から、ムチムチの太腿が覗く。

　そんなものを見れば、欲情しない方がおかしい。

（いやいや。駄目だ駄目だっ。志津は赤ん坊のいる大事な身体なんだから！）

　とはいえ、志津が妊娠してからは母胎のことを考えて、エッチは一切していなかった。

　それが悪い循環を作ってしまっているのか、まるで自慰を覚えたてのサルみたいに、悶々としてしまう。

（何を考えてるんだ！）

　誠は、邪念を振り払った。

　たった十月とつき十日とおかだ。

　これくらい耐えられなきゃ夫じゃない。




　その日も、相も変わらず、一日中、雨が降っていた。

　そろそろ梅雨が明けるだろうと、ニュースで言っていたのが信じられない。このまま一生、雨が降りそうだった。

　志津は誠と、一緒に眠っていた。

　寝巻もないから、寝る時にも、志津はチャイナドレス姿。

　志津は身体の火照りを覚えていた。

（もう半年くらい？）

　志津は指折り数えて、嘆息してしまう。

　これまでは、一週間に何度も誠とエッチしていた。

　でも妊娠してから、エッチしてなかった。

　誠が、妊婦である志津を気遣ってくれるのは、嬉しい。

　しかし女にだって性欲がある。

　いつまでも何もないのは、さすがにつらかった。

　お医者さんにだってこっそり聞いて、今の時期はまだ大丈夫と教えてもらっている。

　ただ恥ずかしくって、誠を誘うのは無理だったけれど。

　志津は、背中ごしに誠の存在を強く意識しながら、左手をそっとスリットの間から秘部に差し入れた。

　フルバックタイプのショーツを探り、恥丘に生えそろう和毛にこげを縁取りつつ、割れ目をまさぐった。

「ん……」

　唇を噛みしめれば、蚊の鳴くような呻きが漏れてしまう。

（う、嘘……）

　そこはぐっちょりと濡れそぼっていた。

（ああ、すごいっ）

　正直、自分でもびっくりしてしまうほどの濡れ具合だった。

　どれほどグチョグチョなのか調べるために、指先を秘裂へ這わせる。

「あっ……」

　ヌルヌルした感触と、びっくりするくらいの熱気を覚えてしまう。

（ま、まるでお漏らししちゃってるみたい……）

　ゾクゾクしてしまう。

　目の端で、背後にいる誠を見やった。

　寝ているかどうかは分からないけれど、もう我慢できなかった。

　クチュクチュ。

　割れ目を撫でるだけで、ジーンという痺れが下半身に広がる。

「んっ」

　鼻にかかった悶え声が、漏れた。

　同時にトロリと、愛蜜が染み出てしまう。

（すごい。こんなに濡れたことないかもぉ）

　夫婦になってからこれほど、お互いを求めなかったのも珍しい。

　しかし発情しているのは、秘処だけじゃなかった。

　胸も乳首だけでなく、全体が張り詰め、痛いくらい。

　まるで生理の時みたいに。

　だからこそ上半身を揺すって、ブラジャーの裏地と乳首が擦れるのを愉しんでしまう。

　志津は、右手も同様に秘処へ伸ばす。

　指先に触れたのは陰核。

　びっくりするくらい勃起していた。

　志津は軽く、陰核をデコピンした。

「〜〜〜〜〜っっっっっ！」

　抓んだ訳でも、潰した訳でもない。

　ただ少し弾いただけで、あっという間に昇り詰めてしまう。

　頭が真っ白になるほどではないが、「んっ、んっ、んっ」と上擦った声が漏れた。

　ジリジリした焦燥感に瞬きすれば、たちまち目尻に涙の粒が盛り上がってしまう。

（いつもよりも感じちゃってるぅっ）

　すぐ後ろに、誠がいる。

　結局、触りたいという衝動、いや、欲望が競り勝った。

　志津は陰核を撫でるようにまさぐりながら、左手の人差し指をゆっくりと秘孔へと埋めた。

「んぅッ」

　眉をぎゅっと寄せた。

　頬が熱くなり、小鼻が膨らんでしまう。

　第一関節まで埋めただけにもかかわらず、愛液のダマがドロッと染み出してしまう。

　さらに蜜壁がキュッと痛いくらいの力で、指先を咥え込んできた。

（駄目。こ、この辺りでやめなきゃっ。じゃなきゃ、誠さんに気付かれちゃう！）

　志津は、恐怖心を抱きながらも、身体は別だった。

　まるで身体は別の意志が宿っているかのように、秘孔をほじくりつつ、人差し指が奥へ奥へと入ってしまう。

　あっという間に根元まで挿入してしまえば、鉤状に曲げた指先で蕩け放題に蕩けた膣内を、グチョグチョと掻き混ぜた。

「ぁあっ、はあっ、んんっ、ああっ……」

　指を前後させるだけで、おびただしい量の蜜が下半身を濡らす。

　肌を滑る体液の感触を、太腿に感じた。

　このままイけるところまで。

　志津は淫らな欲望に溺れ、指をもう一本追加しようとした。




　ゴソゴソという音に目覚めた誠は、志津の背中を見た。

「眠れないのか？」

「へあ!?」

　志津は背中を見せたまま、素っ頓狂な声を漏らす。

　志津は首だけを回して、誠を見る。

「マッサージでも、しようか？」

「え？」

「疲れてるみたいだし。やっぱり妊娠してると、色々身体に負担もかかるだろうし」

「そ、それじゃ、お願いします……」

「よし」

　誠は優しく肩を揉んでくれる。

「んんっ……」

　志津は鼻にかかった声を漏らし、身動ぐ。

「志津。喘ぎを我慢しなくてもいいから。気持ちよくなったら、自然と声は出るもんなんだから」

「は、はい……。それにしても誠さん、マッサージがお上手なんですね……」

「やり馴れてる訳じゃないけどな」

　誠は志津の反応が大きい、背筋に沿った筋肉の強張りを見つけて、ほぐしていく。

「ああっ……んぅっ……んふっ、ぁあっ……」

　志津はまるでエッチの最中のような淫靡な嬌声を出した。

　その声は上擦り、蕩け、舌っ足らず。

　その艶めかしい姿に、誠の股間は嫌でも反応してしまう。

　ゴクッと生唾を呑み込んだ。

　誠は、志津の肉付きのいい豊臀を両手で包み込むように、握りしめた。

「ああっ……」

　豊かな肉に、指が食い込んだ。

「ま、誠さぁん……そ、そこはぁっ」

「こっちも凝ってるみたいだから、しっかりやらないとっ」

　チャイナドレスに包み込まれたお尻の形が、誠の手の中で艶やかに変形していく。

　むぎゅっむぎゅっと捏ね上げれば、志津はさらに淫靡な、鼻にかかった声を漏らしながら、

「ああんっ」

　そう物欲しげな息遣いを、こぼした。

「だ、め……っ。誠さんっ、い、いけませんからぁっ」

　しかしその言葉の響きからは、本気で止めて欲しいとは思っていないのは明らか。

　何せ、獣の尻尾がユラユラと動いて、忙しなく誠の身体を撫でていたのだから。

「こっちもやらないと」

「へ？　──ヒイイイン……ッ!?」

　志津はビクゥンッと身体を戦慄かせた。

　やんわりとだが、志津の苦手な部位である尻尾をマッサージしたのだ。

「いやいやぁっ！　らめぇっ……」

　フサフサした尻尾を両手でマッサージしてやれば、志津は泣きべそを漏らした。

　お腹が邪魔になって動きにくいのか、身動ぐのがやっとの様子。

　誠はさらに、尻尾の根元部分から、尻尾の先に至るまでをやんわりと扱き続けた。

「ひぁっ、あああっ、イクウッ！」

　ピンと立った三角耳をヒクヒクさせながら、志津は呆気なく昇り詰めた。

「ひいいいん……っ」

　志津はしゃくり上げるような声を漏らし、ビクビクッと全身を戦慄かせる。

　ドレスのスリットが大きく開き、ムチムチの太腿が大胆に露わになった。

　やがて、ぐったりしてしまう。

「ま、誠さん、ひどぃですぅっ……。し、尻尾は触っちゃ駄目ですのにぃぃっ！」

「こっちも凝ってるかと思ったんだよ」

「うぅぅぅ。し、尻尾は凝りません……っ」

「それじゃ、こっちは？」

　誠が、服ごしに胸に触れるや、

「ああんっ！」

　蕩けた喘ぎが、口を突いて出た。

　胸元をくつろげれば、ブラジャーに窮屈そうに押し込まれた双乳が、ぶるるんと大きく波打ちながら飛び出す。

「あああああんっ」

　それだけで志津は、解放感をたたえた声を上げる。

　乳肌は、ぽうっと艶めかしく紅潮していた。

　ブラのカップをずり下ろせば、痛そうなくらい尖った乳頭が露わになる。

「志津の乳首、いやらしいな」

　誠が耳元で囁けば、志津は「ぁあっ」と陶然とした声を漏らす。

　頬は染まり、涙目で、妊婦というにはあまりにも牝臭い顔をさらしていた。

（志津。もしかして、いつもより感じてるのか？　まさか妊婦だから、って訳じゃないよな……？）

　

　汗ばんだ胸は神経が過敏になり、外気を感じるだけで、肩がピクンッと震えてしまう。

（私、感じすぎちゃってるぅっ……）

　さっきまで一人でしていたせいだろうか。

　全身の鳥肌が立っている。

「志津の勃起乳首、本当にいやらしいよなっ」

「ああんっ……お、仰らないで下さいィッ……」

　胸をグニグニとまさぐられる。

「そ、それ、マッサージじゃありませぇんっ！」

「志津を気持ちよくできれば、なんでもマッサージなんだ」

　今も指先を挿入したままの秘壺が、まるで紐を引っ張った巾着みたいに窄まった。

「だめだめぇっ！　誠さん、だめですぅっ！」

　しかし自分でも全然、説得力がないのは分かってしまっている。

「いやらしいおっぱいだな。もうすぐお母さんになる人のおっぱいとは思えないな」

　誠がわざと意地悪なことを口にした。

「んんっ……そんなことぉ、ありませぇんっ。誠さんがいやらしいだけなんですぅっ！」

　と、誠の手が胸から不意に離れた。

「ぁっ」

　思わず、物欲しげな声が出てしまう。

「大丈夫だって。まだ終わりじゃないからさ」

　言うや、誠はスリットの合間に手を入れた。

（だめ！）

　誠も違和感を覚えたらしく、ボトムスを一気に引き下ろせば、志津が両手で蜜芯をいじっている様が、露わになってしまう。

「志津!?」

　それまでノリノリだった誠も、驚きを隠せないようだった。

「こ、これはぁ……！」

「まさかオナニーしてたのか!?」

　志津は首筋を紅潮させて、俯いてしまう。

「ち、違うんです。わ、私は……ひいん！」

　誠は志津の左手を掴んで、一気に指を抜かせた。

　ジーンという甘い痺れが背筋を走り、志津は嗚咽した。

「本当にすごいな、志津……。おま×こが、ベチョベチョになっちゃってるじゃん」

「ああっ、こ、これは……っ！」

　志津が身動げば、妊娠腹がふるふると揺れた。

「でも志津もオナニーをするんだな。本当にエッチな奥さんで、妊婦さんだ」

「誠さんがエッチしてくれないからです……っ！」

「え？」

　誠は間の抜けた声を漏らした。

「ま、誠さんがエッチしてくれないから！　だ、だから一人でするしかなかったんです！」

「そ、そうなのか？」

「ううう。誠さんだってお医者さんから、今はまだエッチしても大丈夫ですって教えられたじゃないですかぁっ」

「ごめん。いや、僕もエッチしたかったけど、やっぱり不安だったから……。そっか。志津もやっぱりエッチしたかったんだな」

　志津ははっとした顔をした。

「そ、そういう訳じゃありませんけど……。でも、これまでずっとエッチしてたんですから、突然何もされなくなっちゃったら……あの、その……び、びっくりするじゃないですかぁっ！」

「ゴメン」

　誠は志津のお腹に手を回してくる。

「ん……。あ、謝っても許しませんからぁ」

「分かった。それじゃ久しぶりに、しよっか」

「ほ、本当に？」

「もちろん。──仰向けに寝られる？」

「あ、はい。ちょっと苦しいですけど……」

　誠に手伝ってもらいながら、仰向けに寝そべった。

　志津は何をするのかと、誠を見た。

　彼は一糸まとわぬ姿になると、大きく開いた、志津の股の間に顔を寄せてきた。

「んっ、すっごくいやらしい匂いがするっ」

「ああ、いやあっ」

「全然嫌がってない声も、可愛いよ」

「誠さん、い、意地悪はぁ……ああああん！」

　志津は久しぶりに大きな声で喘ぐ。

　誠が、媚肉にしゃぶりついていた。

　さっきまで指による刺激で蕩けていた柔穴は、誠のザラザラした舌を嬉々として受け入れてくれる。

　ぬぷぴっ。

「はあああンッ！」

　柔らかな音に混じる官能的な響きに、志津は身を仰け反らせた。




（志津の奴、こんなにも発情してたんだな）

　いつもより赤味を帯びた媚粘膜は、噎せ返りそうなくらいの発情臭を醸し出していた。

　これが、これまでエッチを控えていたことで起きたと思えば、さすがに申し訳ない。

　気を遣っているつもりだったが、むしろ困らせていたなんて。

「ちゃんと気持ちよくするからっ」

　誠は膣肉に、しゃぶりつく。

「ひいいんッ」

　志津は喘ぐことを我慢するどころか、むしろいつもよりもずっと大きな嬌声を響かせて身悶えるのだ。

　溢れる愛蜜も最初から本気汁。

　白濁したそれは、ネットリと絡みついてくる。

　誠は舌鋒を、挿入した。

　ヌップゥッ！

「はああ！　まっ、誠さんのベロがぁ、わ、私の中に入ってきますぅっ！　ラメェッ！　奥をズリズリってまさぐられちゃってぇっ……ぁああンッ……いやらしく動かれちゃったら、はしたなくなっちゃいますからぁっ!!」

「なっていいから。これまで我慢してた分を一気に解放してくれればいいんだ。志津がいやらしい狐娘だってことは、もう分かってるんだし」

「い、言わないで下さいいっ！」

　誠はわざと煽るようなことを口にする。

　しかしその効果は覿てき面めんだった。

　膣圧はますます高まり、舌をギュウギュウと締めつけてしまう。

　瞬間、志津の両足の爪先がぎゅっと丸まり、性臭がさらに濃厚になった。

「志津？」

　志津は自分の身体を抱きしめながら、頬を真っ赤に染めた。

「ああああ、だ、駄目ッ……出ちゃいますぅ！　ひいいいいん……イクウッ！　イクウウウウウ……ッ!!」

　目元を赤らめた志津は狐耳をピクピクさせながら、感極まった。

　同時に、プシャッと雫を弾けさせた。

「ひいいいん……ッ」

　志津は大きく口を開けて、ハァハァ……と荒い息遣いを繰り返す。

「志津……」

「ご、ごめんなさい！　お、おしっこを漏らして……！」

　取り乱す志津を、誠はやんわりと宥めた。

「違う。これは潮だ」

「し、潮……？」

「すっごく気持ちいいと出ちゃうもんだ」

　志津は上目遣いで誠を見る。

「ほ、本当におしっこじゃ、ないんですか？」

「ああ。だから、気持ちよくなってくれて嬉しいんだ」

「ま、誠さんっ……」

　涙ぐんだ志津が、何を望んでいるのかは分かった。

　誠は、志津に男根を突きつけた。

「ま、待って下さい？」

「どうした？」

「……あ、あのぉ」

　志津はもごもごと口ごもった。

「志津？　もしかしてやっぱりつらいのか？」

「違います！」

「それじゃ……」

「しゃ、しゃぶらせて下さい……っ！」

　志津は首筋までネットリと赤らめつつ、意を決したように告げた。

「しゃぶってくれ！」

　誠は男根を、志津の柔らかな唇に向かって突き出した。

　昂奮した男根の匂いを嗅ぐように、志津の小鼻が膨らんだ。

「あむぅ」

　恐る恐るという風に、亀頭冠を咥え込んだ。

　あっという間に根元まで咥え込まれてしまう。

「志津!?」

　志津は涙目になりながら、

「ンヂュルルッ！」

　頬をへっこませ、貪欲にしゃぶってきた。

　鋭い刺激が玉袋にまで響く。

「し、志津！」

　誠は眉をひそめ、腰をガクガクと戦慄かせてしまう。

　しゃぶったり、口腔を狭めて搾り取るだけじゃない。

　舌先を器用に使って鈴口を圧迫しながら、舐り回すのだ。

「ンヂュッ！　ヂュパァッ！　ヂュルルウッ！　ンンッ！　ッヂュッポッ！　ヂュポポッ！　ンググッ！」

　志津は口の周りを唾液と、ペニスから染み出る我慢汁とでベチョベチョに汚しながら、無我夢中で貪ってくれる。

　尿道に迸る快美感に合わせて、玉袋がカチコチに強張ってしまう。

「し、志津……！」

　誠は志津の頭を抱え込むと、喉奥を乱打するように腰を弾けさせる。

「ンググッ!!」

「志津、そんなに満遍なくしゃぶられちゃったら、こ、腰、蕩ける！」

「ヂュルルルル！　ヂュゾゾゾゾゾッ！」

「で、出る！　志津のいやらしい口に吸い取られるぅぅっ！」

　肛門に力を入れても、怒ど濤とうのごとく迫りくる情欲を抑えきれない。

　ビュルルルルルルッ！　ドピュッ！　ビュルルルッ！　グッッポッ！　ドックン！

　力強い射精を、彼女の喉奥めがけ解き放った。

「ンッ……ンゥッ……ンググッ……ヂュルゥッ……ンフフッ……」

　志津はますます腰に回した両腕に力を込め、一滴も余さず逃さないという勢いですすり飲まれてしまった。

　志津の細いノドが、大きく波打ちながら揺れる。

　解放してもらうと、力強く反り返ったペニスが勢いよく飛び出し、誠のヘソにひっつかんばかりに跳ねた。

　志津の下唇に、今出したばかりのミルクの残滓がこびりついている。

　志津は大きく張り詰めたお腹を抱えると、ゆっくりと両足を広げてみせた。

「誠さんっ……お、お願いしますぅっ！」

　誠はビクビクと戦慄くペニスを握りしめると、鉾先を肉のスリットに押しつけた。

「ひいんッ！」

　割れ目は蕩けるように開き、ズブリズブリと長竿を受け止めていく。

　蒸し蒸しした熱気と、柔らかな粘膜の吸いつく質感に、腰がビクンビクンと揺れた。

（す、吸いつかれる……！）

「ああああんっ……誠さんのおちん×ん、私の中に入ってくるぅぅぅぅう！」

　最奥を突き上げれば、志津は悩ましい嗚咽をこぼす。

「志津のおま×こ、すごく締めつけてくる！」

　誠はお腹に負担がかからないよう、奥を突くのではなく、膣壁を引っ掻くように腰を使った。

　ヌチャヌチャッ！

　淫らがましい水音が弾け、志津は膝を立てた両足をビクビクと戦慄かせた。

「あぁっ、ひ、久しぶりの誠さんのおちん×ん！　私のあそこ、誠さんのことを忘れてませんでした？」

「忘れてないっ。志津のおま×こ、本当に具合がよくって、僕のに絡みついてギチギチ締めつけてきて……っ！」

　誠は荒い息遣いを交えながら、腰を前後に振る。

　みるみる二人が繋がった部分は、甘酸っぱい蜜汁にまみれていく。

「志津っ」

　誠が腰を動かすたび、志津の豊満な乳房やお腹が上下に揺れた。

　久しぶりのエッチということもあるだろうが、そんなささやかなことに対しても、情欲が高まった。

「誠さんっ！」

　と、不意に志津が両腕を差し出してきた。

　誠がその手を取れば、志津はゆっくりと上体を起こした。

「志津、どうした？」

「う、後ろから突いて下さい……っ。誠さんのものの存在を、深い場所で感じたいんですっ」

「分かったっ」

　誠は正座の格好になると、こちらに背を向けている志津を優しく導く。

　太腿の上に、志津が腰かける格好で再び繋がった。

「あああッ！」

　ヌチャヌチャッ！

　悩ましく糸引くような愛液の弾ける音が、室内に響き渡った。

　雨続きで、夏とは思えないくらい冷えた室内だからこそ、こうしてしっとりと汗ばんだ肉体同士を密着させる、蕩けるような幸せは何物にも代えがたい。

　お尻のすべすべして、ぽちゃっとした肉感が太腿で潰れる。

　男根が甘い蜜壺の中に消えていく。

　尻尾が意思を持っているみたいに、誠の胴体にぎゅっと巻きつく。

「アアアンッ！」

　志津は美しい金髪を波打たせ、これまでにないくらい身悶えた。

　誠は、妻の妊娠腹に手を回し、子宮に負担をかけないように優しく腰を上下に揺らす。

「ああん、んぅぅっ、ひいんっ、はあああっ……」

　お尻が波打つくらい、志津はまるで我を忘れたみたいにペニスを求め、貪った。

　濡れ肉が収斂し、ペニスをギュウギュウと食いしめてくる。

　さすがの誠も、今回ばかりは翻弄されるばかりだった。

「志津、は、激しすぎるっ！　も、もぎ取られそうだ……！」

「誠さんっ、最高ですッ。誠さんのおちん×んが気持ちよくって……ひいいいンッ！」

　美巨乳をぶるんっぶるんっと弾ませながら、身悶える。

　ますます蜜肉が収斂した。

　とめどもないラブジュースが、溢れ出た。




　誠は慌てた。

「し、志津、そんなに腰を動かして大丈夫か!?」

「大丈夫です。こ、これくらい全然問題ありません！　ないんですからぁっ！」

　志津は文字通り、身体が動くのを止められなかった。

　深く突き刺さる肉の杭。

　その硬さや太さ。そのすべてが志津を煽り、発情させるのだ。

　久しぶりの誠の逞しい逸物。

　肉悦のあまり眩暈を覚え、全身を痙攣させてしまう。

「誠さんっ！」

　とにかく触れ合いたい。

　最初は指先だけでよかった。しかしすぐに抱き合いたいと思った。それからとにかく欲しくなった。

「はぁっ、ぁあっ……誠さんっ、キスして下さいィッ！」

「僕もしたいっ」

　首だけで振り返り、誠の唇を塞ぐ。

「ンンッ！」

　舌肉を交え、甘噛みしながら、貪るように唾液を交わす。

　誠の唾を飲み込む。

　それだけで、小さな絶頂を覚えてしまう。
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（久しぶりのエッチだからって、私の身体、とっても馬鹿になっちゃってるぅっ！　触れ合うだけでイっちゃう！）

　ちょとしたことでも快感を覚え、立て続けの絶頂に溺れた。

　膣口で、ギュウギュウと締めつけてしまう。

　愛液が溢れ、肉の楔を受け入れるたび、泡立った体液が吹きこぼれた。

　ヌチャッ！　ズチュッ！　グチュッ！

「志津のおま×こ、やっぱり最高だよ！」

「ああンッ！　誠さんのおちん×ん最高ですっ！　こ、これに貫かれて、わ、私……すっごく、おかしくなっちゃうっ！　でもそうなることをずっと待ってたんです！」

「し、志津っ」

　誠は呻いた。

　お互いの密着部分がぶつかり合い、パンパンッと破裂音を弾けさせた。

　志津は涙を目の端に浮かべ、ヒイヒイ……と呼気を上擦らせる。

「誠さんッ、わ、私ィッ……もうぅっ！」

　怒濤の串刺しに、志津は泣きべそを上げた。

　志津の膣肉を貫いていた肉茎もまた、志津の極まる声に共鳴するように、ビクッビクッと戦慄く。

　志津の背中にかかっていた誠の息遣いが荒さを増していた。

「志津っ。僕も出そうだ」

「い、一緒にイって下さいィッ！」

　伸縮を繰り返す媚粘膜が、きつくきつく男根の根元を締め上げた。

「出るッ！」

　誠が呻いた次の瞬間、志津の最奥めがけ、勢いに任せてスペルマを注ぎ込んだ。

　どぴゅっ！　びゅるっっ！　びゅぶぶっ！

「あああンッ！　来るぅぅ！　あ、熱いの、私の深い場所で爆発してるうううっ！　あ、頭がおかしくなっちゃうぅぅぅぅ……!!」

　プシャッ！

　志津は、ザーメンを流し込まれると同時に果てた。




「……雨の音、聞こえませんね」

　志津が、ぽつりと独りごちた。

　一緒に抱き合っている誠は、少し目を上げた。

「ん……。確かに」

　誠は立ち上がり、縁側に出た。

　雨がやんでいた。

　それだけじゃない。

「志津」

　誠は志津の手を取って立ち上がらせると、一緒に縁側に出た。

「あっ！」

　志津が子どものように無邪気な声を上げた。

　彼女は笑顔だった。

　その眼差しの先には、志津の瞳と同じ美しい金色の満月があった。

「雨、やんだみたいだな」

「……きっと梅雨が終わるんですよ」

「だったら一安心だな」

「はいっ。ようやくチャイナドレス以外の服が着られますし……。何より、もうこれ、着なくてもいいですから」

「えー。似合ってたけど？」

　志津はクスクスと笑う。

「そう言っていただけるんでしたら、時々は着てもいいかもしれませんね」

「本当か!?」

「もう。時々ですよ。ときどきー」

　志津はそっと誠の右肩にもたれかかった。

　そんな妻を、誠は優しく抱き寄せた。











夏　水泳教室、子どもができてもラブラブ夫婦









　夏もいよいよ盛りを迎えた。

　蝉は梅雨入り前よりもずっとやかましく、騒ぎ立てた。

　入道雲は色を濃くし、日射しはさらに強烈になる。

　ただ誠の家は、夏どころの騒ぎではなかった。

　つい先日、待望の赤ん坊が生まれたのだ。

　柚ゆ子ず。

　志津と誠は色々考えた挙げ句、子どもにそう名付けた。

　珠のように可愛らしい女の子だ。

「んー♪　ふぅーんー♪　んーうー♪」

　志津は腕に柚子を抱きながら、歌を口ずさんでいる。

　今はマタニティウェアを脱いで、空色の着物をまとっていた。

　誠は、志津の腕の中にいる愛まな娘むすめを覗き込んだ。

「柚子ちゃーん。元気ー？」

「あうあうっ！」

　誠は柚子をじーっと見た。

「どうかしましたか？」

　志津が聞いてくる。

「いやあ。これだけ明らかに狐の耳がついてるのに、先生たちは全然気付かなかったなぁって」

「ふふ。他の人にも見えたら、皆さん、びっくりしちゃいますよ」

「まあな。──でも志津よりはまだまだ小さくって、どちらかと言えば猫って感じだな。尻尾もフサフサ感が足りないし」

「だって赤ちゃんですよ？　なんでも大人と一緒って訳にはいきません」

「そっかぁ。育つのが楽しみだ」

　柚子は小さな手を伸ばして、誠の右手の人差し指をぎゅっと、握りしめた。

「赤ん坊なのに力が強いなぁ」

　誠は頬を緩めた。

「ふふ。元気いっぱいですもんっ」

「他の赤ちゃんたちよりも、少し大きかったもんなぁ」

「四千グラムくらいですよ」

　こうして赤ん坊を見ていると、不思議な気持ちになってくる。

　子どもは特に苦手でもなんでもないけれど、誠としては自分が親になる姿なんて想像したこともなかった。

　正直、子どもを無事に育てられるだろうか、という不安な気持ちはあった。

「大丈夫ですよ」

「え？」

　顔を上げると、志津がピカピカした金色の双眸で見ていた。

「誠さんはちゃんと、柚子ちゃんを育てられますよ」

「……心、読んだ？」

「ふふ。あれだけたくさん育児の本を買い込んでるのを見てましたから、心が読めなくても分かります」

「はは。そっかぁ。──柚子ちゃん、パパ、がんばるからねー」

　誠は鼻を寄せた。

　すると、甘い匂いがする。

「不思議だよな。赤ちゃんって、どうしてこんなにも、いい匂いがするんだろう……」

「ですね。まるで砂糖菓子みたいで」

「そうだな。感触もふわふわしてるし」

　そうして誠がほっぺたを軽く押すと、その黒目がちな小さな目がたちまち、潤んだ。

「あっ！」

　誠が声を上げた時にはもう遅い。

　柚子はギャアアアアアアン！　と火のついたように泣き出した。

「うわ！　ごめんごめん！　柚子、ごめん！　泣かないで……！」

　しかし柚子は火がついたように泣き続ける。

「あ、あああ！　どうしよう。どうしたら……」

　誠はパニくって、あうあうと動揺してしまう。

　しかし、志津はいたって冷静だ。

　志津は赤ん坊を軽く揺すりながら、話しかける。

「よーちよちー。柚子ちゃん、どうしたのー。急に触られちゃって、びっくりしちゃったー？　よーちよーち。何にも怖いことなんてないからねー」

「はあ、ごめんごめん。柚子ちゃん」

　声をかけるが、柚子はぷいっと顔を背けてしまう。

　志津が笑い出す。

　誠は眉をひそめた。

「おいおい……。笑うことないだろ」

「すみません。でも微笑ましいって思いまして」

「自分は好かれてるからって勝ち誇るなよー」

「ふふっ」

　誠は志津の横顔と、そんな志津にすがる柚子を見て、こっそり口元を緩めるのだった。




　カナカナカナ……。

　夕暮れ時を迎えると、ヒグラシが鳴きはじめた。

　真昼の熱気も少しは、マシになる。

　今は夕食を摂っていた。

　今日はそうめんだ。

　ざるに盛られたそうめんを、めんつゆにつけて一気にすすった。

「んー！　やっぱ夏はこれだよなぁ」

「喜んでいただいて嬉しいですっ」

「そりゃ喜ぶさ。そうめんなんて、何年ぶりか……」

「そこまでなんですか？」

「そりゃそうさ。男やもめで、いちいちそうめんなんて茹でないって。夏場はクーラーの効いてる部屋から出たくもないから、外食だってしないし。ずーっとカップ麺とかの生活で……」

「そんなの、いけませんよ！」

「怒るなって。昔の話だし。だから毎日、栄養を考えて食事を作ってくれる志津には、めちゃくちゃ感謝してる」

　向かいにいる志津は、柚子に母乳をあげていた。

　一生懸命に乳を吸っている柚子を見つめる志津の顔は、慈しみに溢れていた。

「志津。どうだ？　柚子と一緒に散歩しないか？」

「暑さは大丈夫でしょうか……」

「大丈夫だって。それに、ずっと家の中にいたんじゃ、かえって健康に悪いんじゃないか？」

「分かりました。食事が終わったら行きましょう」

　志津は、母乳を飲み終わった柚子の背中を叩いて、ゲップをさせた。




　カナカナカナ……。

　ヒグラシの声が、田舎の畦道に響き渡る。

　青々とみずみずしい田んぼが、夕暮れ時の光を浴びて、真っ赤に染まっていた。

　今年の秋にも、一面黄金の稲穂が実るはず。

　誠たちはベビーカーを押しながら、歩いていた。

　吹く風はぬるかったが、それでも汗ばんだ肌には涼しい。

「気持ちいいな」

「ですねぇ」

　志津は屈むと、「柚子ちゃん」と呼びかける。

「見て。綺麗でしょ？　ここでたっくさんの美味しいお米が採れるのよ？」

「そんなこと言ったって、分からないだろ」

　誠が苦笑する。

　志津は「いいえ」と首を横に振った。

「こうして話しかけるのも、発育にはいいんですから。誠さんも話しかけて下さいね」

「う、うん。──柚子。ほら見ろ。カラスだ」

「まうまうあー」

　赤ちゃんは口の周りを涎で汚しながら、何か言った。

「なんて？」

　誠は志津を見た。

「カラスは可愛いって」

「いや、さすがにそれは」

「目でそう言ってたんです」

「分かった分かった。──川の方にも行ってみよう」

「柚子ちゃん、川に行くんだってー。どう？」

「まぅっ、まぅっ」

「行きたいって言ってます」

「いやあ、全然聞こえないんだけどなぁ。……狐娘同士、何か僕には聞こえてないコミュニケーションがあるとか？」

「さあ、どうでしょー」

　志津はどこか意味ありげに、微笑んだ。

「お、おい。本当に聞こえてるのか!?」

「ふふ」

　内緒です、と志津は歩き出す。

「さあ、早く行きましょ。急がないと、日が暮れちゃいますよっ！」




　川のせせらぎが、涼やかな音色を伝えてくれていた。

「あ！　魚ですっ！」

　志津が目を輝かせ、尻尾をぶんぶん震わせながら昂奮気味に叫べば、小魚がぴょんと川面から、躍り上がっていた。

「ここは、村の子どもの釣り場なんだ」

「誠さんはうまかったんですか？」

「まあな」

「ふふ。怪しいですねー」

「僕は魚の生命を助けてやったんだ」

「誠さんの優しさ、伝わってきます」

「僕はどちらかといえば、あそこから川に飛び降りる方かな」

　誠が指さしたのは、上流にかかった古い橋だ。

　川まで十メートルくらいの高さがあった。

「危ないですよ！」

「あそこは村の子どもにとっての度胸試しの場所だったんだよ。あそこから川に飛び込めないと、弱虫って大人になっても言われるんだぞ？」

「でもぉ」

「大丈夫。今じゃ、あの橋自体が古くなりすぎて、あそこに通じる道は立ち入り禁止になってるし」

「……よかったです」

　志津は心の底から安堵したと言うように、ほっと胸を撫で下ろした。

「ビクビクしすぎじゃないか？」

「だって、柚子ちゃんが真似したら、危ないじゃないですか」

「確かに」

　一方、柚子は前のめりになって、川面が黄たそ昏がれ色の日射しを浴びて生まれる、かすかなきらめきを掴もうとしていた。

「柚子ちゃん。危ないから駄目だよー」

　志津は、柚子を抱き上げる。

「あうあうー」

　柚子は耳をピクピク、尻尾をユラユラさせながら、手足を動かしてジタバタしていた。

「おー。エッチをおねだりする時の志津みたいだな」

　志津は顔を真っ赤にした。

「誠さん！　何言ってるんですか!?　柚子ちゃんの前ですよ!?」

「お、おい。柚子の前だぞ」

　志津ははっとした顔になると、笑顔で柚子を見た。

　柚子は耳元で大きな声を出されてびっくりしたのか、きょとんとした顔で、志津を見つめている。

「ほ、ほら、柚子ちゃん。川だよー」

　志津は誤魔化すみたいに右手でパシャパシャと川面を掻き混ぜて、注意を引く。

「ぁう！　あうう！」

　柚子はすぐにそっちに夢中になった。

「触りたいのね。分かったわ。でも少しだけ、ね？」

　志津は屈むと、柚子の手を川面にちょっとひたした。

「っ」

　柚子はびくっとすると、濡れた指先を見つめるや、それをしゃぶろうとする。

「だーめ」

　すかさず、志津が手をやんわりと掴んで、やめさせた。

「しっかり拭かなきゃね」

　志津はハンカチで拭く。

　誠は笑う。

「本当に子どもって、なんでも口に入れたがるんだな」

　志津にじろりと見られた。

「笑いごとじゃありません。危ないんですからね？　誠さんも気をつけてくださいっ」

「了解」

　そうこうしているうちに、日が沈みはじめてしまう。

　誠たちは、家路についた。




　数日後。

　茹だるような暑さが、相も変わらず続いた、とある日。

　誠は、ノートパソコンを抱えて居間に入った。

　と、志津は口元に右手の人差し指を当てる。

　そのそばには、ゆりかごで眠っている柚子の姿。

「今、話いいか？」

「どうしました？」

　こっちこっち、と手招きして、廊下に出た。

「これ」

　誠は、パソコン画面を見せる。

　そこには、『親子水泳教室』とあった。

「この間、柚子、川に興味が出てただろ？　試しにって」

「いいですね。柚子ちゃんもきっと喜びますよ」

「よし。それじゃ申し込んでおくよっ」

「はいっ。お願いします。──誠さん」

「ん？」

「ありがとうございます」

　志津は背伸びをして、そっと誠の唇にキスをした。

　下腹で熱気のようなものを、誠は感じた。

　パソコンを床に置くと、ぎゅっと志津を抱きしめた。

「ぁっ……」

　志津が色気のある呼気を、吐き出した。

　誠は、志津の金色の瞳をじっと見つめる。

「そう言えば、こうして二人っきりになるの、久しぶりかも」

「そんな。いっつも二人で……」

「柚子がいるだろ。柚子の夜泣きもあるから、エッチもままならないし」

　いい雰囲気になると、まるで計ったみたいに柚子が泣き出すのだ。

「かも、しれませんね……」

　志津は耳を半ばから折って、涙目になっている。

　半開きになった口元からは、湿った息遣いを漏らしていた。

「でも、いつ柚子ちゃんが起きるか分かりません、から……」

　志津は居間の方をチラッと見やった。

「大丈夫だ。ここですればいいんだから」

「え？　こ、ここで？」

「そうっ」

　誠は頷くや、しゃがみこんだ。

　そして志津の帯をほどくと、剥き出しになった秘処にしゃぶりつく。

「あんっ、誠さぁん、らめぇ……ひいん！」

　志津は慌てたように両手で、口元を覆った。

　柳眉が悩ましく寄った。

「大きな声を出したら、柚子が起きるかもしれないから気をつけろ」

　割れ目を縁取るように舌を這わせると、志津は「ンンッ」とくぐもった嗚咽をこぼし、膝をガクガクさせた。

「だ、めです……っ！」

　志津は抗うような言葉を口にするが、その反応は、むしろもっとやって欲しいと無意識のうちに訴えてきているように色っぽい。

「志津ってやらしいな。柚子の面倒見ながら、おま×こをビチョビチョにしちゃってるんだからさ」

「ああっ、い、言わないで下さいぃっ」

　志津は嗚咽混じりに、身悶えた。

　しかし誠がしゃぶり、指先でいじくったりすることで、愛液の雫がトロリと染み出してくるのだ。

「クリトリスをこんなに腫らしてるくせに……えろっ」

「ひいんっ！」

　志津がちょうど文句を言いそうなタイミングを見計らい、一番敏感な場所を刺激した。

「そ、そこぉ……ンンンッ」

　志津は四肢を打ち震わせ、金髪を振り乱す。

「ここがいいのか？」

　誠は陰核を集中的に刺激する。

　染み出す愛蜜は、とめどもなく分泌されていた。

「ち、違いますぅっ。やめて欲しいだけでぇ」

「そんな大声上げたら、柚子が起きちゃうぞ」

「んん！」

　志津は、誠を甘く睨みつける。

　陰核はすでに包皮が剥けて、芯が顔を覗かせていた。

　そこを刺激するだけで、花肉がプルプルと戦慄く。

　臭気は濃厚で、ますます股間が昂ぶった。

　ズブッ。

「ンンン……!!」

　膣穴に人差し指を挿入すれば、志津はいやいやとかぶりを振る。

「志津。本当に感じやすくなってるんだな。おま×こトロトロで、蜜がいっぱい溢れちゃってるぞ」

「はあっ、ああっ、んんっ、ぁあっ、はあっ……」

　志津は息を弾ませながらも、誠に抗う気力は、すっかり影を潜めていた。

　過敏で貪欲な膣穴は、無数の襞が蠢き、誠の指を奥へ奥へと吸いこんでいく。

　志津は両足を大きく広げ、ビクビクッと小刻みに総身を痙攣させる。

「ま、誠さぁんっ……」

　志津は声を戦慄かせながら、感じ入っていた。

　誠はさらに指を付け加え、二本の指先でヌルヌルの膣肉を攪拌する。

「ヒイイインッ」

　志津は壁に背中を押しつけたまま、目尻に涙を滲ませた。

「ああああああ……誠さん、わ、私ィッ……」

「イきそうなんだろ。エッチな汁が指に絡みついて仕方がないぞ」

「お、おかしくなっちゃ……ンンンンーッ」

　志津は爪先から頭の先まで強張らせ、たちまち達した。

　同時に、プシャッと勢いよく潮が噴き出す。

　廊下の板床に、失禁と見紛うばかりの体液がこぼれた。

「ひっ……んぅっ……ぁあっ……ぅぅうっ……んふっ……」

　志津は肩を大きく上下させながら、荒い呼吸を繰り返す。

「志津って、日本で一番エロいお母さんかもな」

「ば、馬鹿、言わないで下さいぃっ」

　志津はへっぴり腰の姿勢になりながら、呻いた。

　彼女が立っていられるのは、壁に背中をもたれかけさせているからだ。

「でも志津だってノリノリになってくれたじゃないか」

「そ、そんなことありませんっ……。ま、誠さんが強引にするから……っ」

「それじゃ志津は強引にされてるのに、潮まで吹いちゃうくらいいやらしい牝なんだ」

「…………っ。──ひゃんっ」

　志津の耳をやんわり抓めば、小さく鳴く。

「もしかして、尻尾だけじゃなくって、こっちも感じるのか？」

「ううう……」

　志津は恥ずかしがって俯いた。

「志津って性感帯だらけなんだ」

「い、言わないで下さいぃっ……ヒィンッ」

　志津は涙目になって、ビクンと身体を跳ねさせた。

　また志津の耳に触れたのだ。

　左手の親指と人差し指を使って、くすぐるのではなく、撫でるように触れた。

「ああ、だ、駄目ですぅっ……い、今は、イったばかりですからぁっ……」

　志津が足下から崩れ落ちそうになるのを、誠は慌てて抱き留めた。

「おいおい、平気かっ」

「全部、誠さんが悪いんですからぁっ」

　志津は鼻にかかった声で身悶えた。

　どうやら呆気なく達してしまったらしい。

（志津の新しい性感帯、発見だな）

「──誠さん……」

「ん？　うわっ」

　志津が誠の昂ぶった股間のテントを撫でた。

「誠さんも、こんなに素敵になっちゃってるんですねぇ」

「うう、し。志津っ」

　愛妻が上目遣いで、誠を見やった。

「誠さんっ。私だって性欲あるんですからねっ。柚子ちゃんの子育てで、エッチできない間、私は誠さんとエッチしてるのを夢に見たりしてるんですからねっ」

　志津はチャックを外し、ペニスを引っ張り出す。

　

　青筋を浮かべ、きつい角度で反り返ったペニス。

　匂いを嗅ぐだけで、志津の鼓動はドクンドクンと高鳴ってしまう。

　口の中で唾液がいっぱいに染み出した。

「今度は私の番ですからっ。誠さんのおちん×んを、独占しちゃいますっ。誠さんに文句は言わせませんからぁっ」

　志津は中途半端に身にまとっていた着物を脱ぎ捨てて裸になるや、豊満な乳房で陰茎を挟み込んだ。

「うぐっ!?」

「ああっ、見て下さいっ。誠さんのおちん×ん、私のおっぱいの間からはみ出しちゃってます！　カリがすっごく張っていて、大きく、ビクビク震えてるのが伝わってきますぅっ!!」

　立ち上る生臭い性臭に、さっき弄られた秘処がヒリヒリと、甘く疼いた。

　志津は迷うことなく、ペニスにかぶりつく。

「んぐっ……んぢゅっ、ぢゅぷぅっ……んぐぐっ……レロレロォッ」

「志津！」

　形勢逆転。

　志津は亀頭冠を咥え込むなり、頭を大きく上下に振り立てた。

　唾液が泡立ち、攪拌される音が響き渡る。

「うううっ……志津ぅっ……すごい積極的だなっ」

「誠さんのせいですっ。わ、私がずっと我慢してたのにぃ、私をイかせるからぁっ」

　唇をますます窄め、吸い立てた。

　ビクッビクッという強い脈動が、口の中いっぱいに響き渡る。

　その振動が、志津の脳芯を揺さぶった。

「んぐっ、んぐっ、ぢゅるるぅっ、ぢゅっぽっ、ぎゅっぽぉっ、んぐぅっ」

　志津は貪欲な口唇愛撫を紡ぎ、頭を激しく上下に弾ませれば、前髪が乱れ、髪の毛先が躍る。

「志津、これ、やばすぎぃっ」

　志津は自分の口唇を吸盤のようにペニスに吸いつかせ、誠が腰を引いて逃げようとするのを防ぐように、無我夢中で吸い立てた。

　いつもの誠なら、ここで志津の頭を抱えて腰を振りそうだが、志津はそんな暇を与えないとばかりに舐めしゃぶった。

「出るッ」

　それは暴発同然の怒濤だった。

「ングググググ……ッッッ!?」

　喉奥にぶつかる、ネットリとしたザーメンの洗礼。

　志津はますます唇を窄め、ゴキュッゴキュッと喉を鳴らしながら呑み込んだ。

「んぐっ……んぢゅっ……ぢゅるぅっ……んふっ……ぢゅっ、ぢゅぅっ……」

　子種汁を受け入れるだけではない。

　尿道にこびりついている分まで、玉袋を揉みながらすすり飲んだ。

　下品なほどに濁った音を交え、ペニスを解放した。

（あぁ……。やっぱり誠さんのおちん×んってすごいわっ）

　背筋がゾクゾクした。

　あれだけの樹液を迸らせたにもかかわらず、それだけでは満足できないと言わんばかりに、急角度で屹立する。

　無意識のうちに、頬が緩んだ。

　立ち上がった志津は壁にすがりつく格好になると、右足を高々とかかげるや、左手で秘裂を広げてみせた。

「誠さんっ、下さい……っ」

　頭がグラグラするくらい恥ずかしいが、それでも一度堰を切った欲望はとても止められない。

「志津っ」

　誠が志津の右足を抱えれば、怒張を割れ目に押し当ててきた。

「ああんっ！」

　火傷しそうなくらいの熱気と、鋼のような硬度。

　志津は身震いしながら、呼気を荒げてしまう。

　ズブッと一番深い場所まで達する。

　今はもう赤ん坊のいない子宮を押し上げられてしまえば、脳天に悦美が電流のように迸って、爆ぜた。

「誠さぁんっ」

「グッ……し、志津っ。そんな大声出したら、柚子が……」

「ご、ごめんなさっ。でも無理なんです……っ！」

　志津は自ら、ムッチリした桃尻を激しく揺らし、男根をあやす。

　グチュッ！　ズチュッ！　グチャッ！

「ああっ、だ、駄目ぇっ。いけないのにぃっ！　柚子ちゃんが起きちゃうかもしれないのにぃ！　私のお腹を掻き混ぜられて、いやらしい声を抑えられませんっ!!」

　志津は泣きべそをかきながら、ズンズンッと子宮口を穿たれた。

　眩暈を覚えるような陶酔感に、志津は嗚咽した。

「志津っ！」

　誠もまた、志津の卑猥な姿に触発され、腰を打ちつける速度を加速させる。

「あんっ、はああ、んんっ、ああああんっ！」

「志津、ごめん。出るっ」

　志津は呻き、右足を抱えている両腕に力を込めた。

　速射砲のような抽送の勢いが明らかに鈍る。

　膣内がギューッと収斂して、ペニスを締めつける。

「ああっ、はあっ……ま、誠さンッ……私ィッ……」

「志津、出る！」

　廊下で、艶やかな喘ぎを交わしながら、二人は全身を汗まみれにさせ昇りきる場所まで、猛烈に駆け上がっていく。

（頭がおかしくなっちゃう……。ま、真っ白になっちゃうぅぅ……）

　刹那、最奥めがけ熱い迸りが弾けた。

「ひいいいいいいッ……イクッ、イクゥゥッ……おかしくなっちゃうう！　声が我慢できないぃぃぃぃ!!」

　志津は総身を痙攣させながら、果てた。

　ブビュッ、ビュグッ……。

　放屁めいた下品な音をたて、子種汁が逆流する。

　二人は抱き合いながら、その場でずるずると足下からくずおれてしまう。

「……ま、誠さん。ゆ、柚子ちゃんは？」

　志津はぼんやりした声で呟く。

「大丈夫。特に泣いてないし」

「よ、よかった……」

　志津は心の底からほっとしたようだった。

（当たり前だけど、すっかりお母さんだよな。だからこそ、エッチした時のケダモノ具合が最高なんだけど……）

　誠は優しく、志津に口づけをした。




　週末。

　誠たちは、街にあるプール施設に向かった。

　柚子からすれば、初めての街だ。

　というか、初めての車だ。

　志津は後部座席で、ベビーシートに座っている柚子のそばに、つきっきりだ。

「柚子はどう？」

「すっごくおとなしいですよ」

　交差点の信号待ちで停まる時に振り返ると、志津はおしゃぶりをチュパチュパと吸っていた。

　そんな他愛ない仕草だけで、自然と頬が緩んだ。

　

　目的地の施設に到着すると、車を降りる。

　志津が柚子を抱えて、施設の中に入った。

　手続きを終えると、ロッカーに荷物を入れる。

「志津、水着着せられるか？　僕も手伝った方が……」

「駄目ですよ。こっちは女子更衣室なんですから」

「分かった。何かあれば呼べよ」

「ありがとうございます。でも大丈夫です。いつも柚子ちゃんの服を着させてるのは私なんですから」

「そうだな」

　

　一足先にブーメランパンツに着替えた誠は、通路で待っていた。

（大丈夫かな……）

　心配だったが、今更衣室を覗き込んだら、とんでもない誤解をされかねない。

　ジリジリした気持ちで待っていると、

「誠さん、おまたせしました」

「ああ、よかった。無事に終わ──」

「誠さん？」

　柚子を抱きかかえていた志津は、きょとんとした顔で小首を傾げた。

「おお……」

　思わず声が漏れた。

　考えてみれば、志津の水着姿を見るのは初めてだった。

　彼女は今、黒いスポーティーなワンピースタイプの競泳水着姿だった。

　鋭く切れ上がった股布はかなり鋭角で、股布部分がこんもりと盛り上がっている。

　さらに彼女の豊かな胸によって、肩紐が今にも千切れてしまいそうなくらい伸びきっている。

　大きく開いた襟ぐりには、深い谷間が覗く。

「な、なんですか、誠さん……っ」

　恥ずかしさを覚えた志津は狐耳を折り、フサフサな尻尾を腰に巻きつけて、身体を縮こまらせた。

「すっごく似合ってる」

「あ、ありがとうございます。──さ、プールに行きましょ」

　やがてプールのあるフロアに辿り着く。

　そこにはすでに赤ん坊を抱えた親御さんが、総勢、二十組ほど勢揃いしていた。

　当たり前だが、みんな水着姿だ。

　誠が、その場にいる人たちを眺める。

（うん。志津が一番だなっ）

　こっそり胸を張った。

　そこへ、競泳水着姿の中年女性が現れた。

「今日はお子様の水泳教室に来て下さってありがとうございます。私が今回の講師を務めさせていただきます、佐さ藤とうです。よろしくお願いします」

　お願いします、と保護者たちが頭を下げる。

「まずはここにある浮き袋を、お子様の両腕や、首のところにつけてあげて下さい」

　言われた通り、柚子に浮き袋をつけた。

　柚子はつけられた浮き袋を、不思議そうに眺める。

　佐藤が言う。

「では皆さん、お子様と一緒にプールに入って下さい」

「じゃ、僕がやる」

「お願いしますね」

　誠は柚子を受け取ると、ゆっくりとプールに肩まで浸かった。

　そこかしこで、子どもが泣く声が反響する。

「柚子、泣くなよ。温水プールだから、お風呂だと思えばいいんだから」

　両腕で抱えていた柚子を、足先からゆっくりとつけていく。

　温水プールに浸かった瞬間、柚子は少しびっくりしたように足下を見つめる。

「あうー」

「気持ちいいだろ？」

　柚子は泣くこともなく、プールに肩まで浸かった。

「どうだ？」

「おーう！」

　柚子は両手を大きく動かして、水面をパシャパシャとさせた。

　機嫌のいい時の志津みたいに、耳も尻尾も元気いっぱいに動いている。

「ゆ、柚子。やめろって」

　水飛沫に、誠は顔を背けた。

　そこへ志津が続いて入ってきた。

　たわわな胸が浮き袋よろしく、ぷっかりと水面に浮いている。

　狐尻尾が、水中でユラユラと小さく波打っていた。

「あうあう」

　柚子は、誠の手の中から飛び出して、志津の胸にぎゅっとしがみつく。

　志津は優しく抱き留めた。

「柚子ちゃん、泣きませんでしたね」

「うん。元気いっぱいだよ」

「ふふ。男勝りな女の子に育ちそうですね」

「志津みたいな？」

「そうですね。誠さんをいっつも尻に敷いてますし」

「志津みたいに柔らかなお尻だったらいっつも押し潰されても……痛ぁっ」

　お尻を強したたかに抓られ、びくっとしてしまう。

「もうっ。そういう意味じゃありませんからっ」

「ゴメン。冗談」

「真剣にお願いしますね。今日は柚子ちゃんのために来てるんですから」

「了解」

　と、子どもたちが泣きやんだところを見計らい、佐藤もプールに入ってきた。

「それじゃまずはお子様に水に馴れてもらうために、遊んであげて下さい」

　誠は、柚子の目の前で手を器用に使って、水鉄砲をやってあげた。

「どう？　志津。面白いだろ？」

「あうあう」

「柚子ちゃん。すごいねー。パパの手からあんなに勢いよく水が飛んじゃってるねー」

「わーわー」

　柚子はしかしすぐ別の方を見て、両手で思いっきり水面を叩くことにご執心らしい。

「ふふ。柚子ちゃんってば」

「しょうがない。志津を可愛がるか」

「もう。私はしょうがない存在なんですかぁ」

「訂正。最高の存在」

　誠は志津の後ろについた。

　立派な尻尾が伸びている、これまた立派な肉感的なヒップ。

　水に濡れて水着生地そのものが、身体にピッタリとしているせいか、いつも以上にお尻が大きく見えた。

　そこにブーメランパンツの股間を押しつける。

「ひぁっ!!」

　志津がびくっと反応した。

　志津は振り返り、声を震わせる。

「ま、誠さんっ……何してるんですか……っ」

「何って、だから、志津を可愛がるんだ」

「ひ、人がいますから……っ」

「人がいなきゃいいの？」

「そ、そういう訳じゃ……」

「わうあう！」

　柚子が、志津を見ながら小さな手にプールの水をすくってみせる。

　志津は少し引き攣った笑みを見せる。

「よ、よくできましたぁ」

　志津に頭を撫でられた柚子は、嬉しそうに耳をピクピクさせた。

「やっぱり耳がついてると、より感情が豊かになっていいな」

「……そ、そう、ですね。んっ……」

　誠が昂ぶった股間を、プリプリと弾力感が気持ちいいお尻になすりつけると、志津は鼻にかかった声を漏らす。

　男根が充血し、くっきりと形を帯びた。

　そのドクドクと脈打つペニスを、妻の柔らかなヒップに押しつけ、擦りつけるのだ。

「あんっ……ま、誠さんっ……本当にぃっ……」

「志津、感じてる？」

　誠は、志津の狐耳に息を吹きかける。

　志津はびくっと全身を慄然とした。

「か、感じてませぇんっ……ヒンッ」

　お尻の割れ目をなぞるように腰を動かせば、志津はびくっと両肩を弾ませた。

「本当にやらしいよな、志津は。感じてないなんて嘘をついて、一人でこっそりいやらしい気分になってるんだから」

　誠は男根で、桃尻をグニグニと押し込みながら捏ね回す。

　ハァハァ……。

　志津の呼吸は確かに荒くなっていた。

　誠は志津の手が止まっているのに気付く。

「ほら。柚子と遊んであげなきゃ」

「わ、分かってますぅっ……」

　志津は、自分で水をすくって、そっと柚子の頭にかける。

「ふぁっ！」

　気持ちよくなったことに気をよくしたのか、柚子は自分ですくった水を自分にかけはじめた。

「ふふ。柚子ちゃんってば。本当に元気……んっ」

「志津。柚子にばっかり構うなよ。僕だってこんなに元気なんだからさ」

「ああっ……誠さんっ、だ、駄目ですよ……バレちゃいますからぁっ……」

「志津が何も言わなきゃ大丈夫だって」

「そんなのむ……りぃ」

　誠は志津の、たわわな膨らみに手を這わせた。

　柔軟性のある水着生地が今にも、裂けてしまいそうなくらい張り詰めている。

　乳房の下弦を指で押すと、子持ちとも思えないようなみずみずしい弾力感が、指を押し返してくる。

「胸、触らないで下さいぃっ」

「どうして？　志津の胸は嬉しそうに揺れてるけど？」

「う、嬉しくありませんからぁっ」

　志津は目を潤ませ、柳眉をたわめた。

　嫌がっている割に拒絶の色は薄い。

　調子に乗った誠は、指先でぷっくりと膨れた乳首のポッチを押す。

「ひいいいいん！」

　志津は下唇を噛みしめ、軽く身震いしながら、ブルブルと全身を痙攣させた。

　どうやら軽く達したらしい。

「志津の乳首、痛いくらいビンビンになっちゃってるんだぞ。これでも嫌なのか？　実は志津、結構、昂奮してるんじゃ……」

「そ、そんなことありませぇ……ンンッ」

　志津は小鼻を膨らませながら、悩ましい声を漏らす。

　再び乳首を指先で、刺激したのだ。

「こんな狭苦しい場所に押し込まれて、乳首が苦しそうだなぁ。──志津、本当は今すぐ胸を露わにしたいんじゃないか？」

「いえっ。そんなことしたらぁ、捕まっちゃいますぅっ」

「でも楽になりたいんじゃないか？　こんなにビンビンに乳首をいやらしく勃起させながら、柚子ちゃんの相手をしてるなんてつらいだろ？」

「そんなこと、ありませぇん……」

　そこまで理性的に振る舞われてしまうと、なおさら、意地悪したくなる。

「分かった」

　誠は乳房から手を離す。

　これですべてが終わると思ったのだろう。

　志津は鼻にかかった吐息をこぼす。

「あ、ありがとうございますぅ……」

「なんちゃって」

「……え？　あっ、誠さん!?」

　志津は感触の変化に気付いたらしく、目を瞠った。

　誠はギンギンに勃起したペニスを、突き出したのだ。

「志津、入れるぞ」

「ああ、駄目……ひいいんッ」

　志津の股布を脇にどかし、トロトロに蕩けている膣口めがけ、ズブリズブリと挿入する。

「ンンンンンッ」

　根元まで挿入しきれば、彼女の柔らかなお尻を潰す。

　同時に切っ先で、志津の子宮口を押し上げた。

「ああああ……ま、誠さんっ……こんなところでぇっ」

　最初はただ志津をからかうだけだったが、彼女があまりにも艶っぽい顔を見せるので、ついここまでエスカレートせずにはいられなかった。

「早く、ぬ、抜いて下さいぃっ。こんな姿を誰かに見られちゃったらぁ」

「あうあう！」

　そこへ柚子がだっこして欲しそうに、志津へ手を伸ばす。

「あ、う、うん……柚子ちゃん、おいでぇ」

　そうして抱き上げる。

　その手は小刻みに震えていた。

「動くぞ」

　お尻全体にぎゅっと力が入り、ペニスを食いしめられてしまう。

「志津。そんなに締めつけられたら、すぐ出ちゃうって」

「だ、出すなら、すぐに出して下さいぃっ……」

　志津は眉間に皺を刻み、声を上擦らせた。

「でももったいないし──」

　その時。

「お子さんの様子はどうですか？」

　そう聞かれて、びくっとしてしまう。

　顔を向ければ、講師の佐藤がいた。

　志津は笑みを見せた。
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「は、はい。とても喜んでくれて」

「それはよかったです。お父さんもいらして下さるおうちは珍しいので、よかったです」

　誠は笑顔になる。

「あ、はい。自営業者ですので」

「そうですか。……お子さんお名前は？」

　志津は言う。

「ゆ、柚子、です」

　話しかけられた瞬間、膣肉がギュウギュウと締めつけてくる。

　ヌルヌルの蜜が、プールの水と混ざり合う。

「柚子ちゃん。元気ー？」

「あうあう！」

「水に馴れてくれてるみたいで安心しました。泣き出しちゃう子も少なくないので」

　誠は頷く。

「周りのご家庭を見ていると、そうみたいですね。うちはもちろん、大丈夫です」

「安心しました。もしよろしければ柚子ちゃんをあそこにいる水に慣れた子たちと遊ばせたいんですが、よろしいでしょうか？」

「そ、それじゃあ、お願いします……」

「いいのかよ、志津」

「いいんです……っ」

　睨まれてしまう。柚子をエッチに巻き込みたくないのだろう。

　佐藤は柚子を抱いて、別のクラスに向かっていった。

「志津。あの人に話しかけられた途端、おま×こがきつく締めつけてきたぞ」

「ば、バレちゃうんじゃないかと思ったんです……っ」

「でもバレなくてよかったな」

「お願いですから、もう抜いて下さいぃっ」

「この状況で途中でやめるなんて無理だから。動くぞ」

「ああーっ」




　誠が水中で、ゆっくりとしたテンポで腰を振りはじめた。

「ンンンッ！」

　水の抵抗がある分、いつものようにスムーズという訳にはいかない。

　そのもどかしさに、なおさら、焦燥感が高まってしまう。

「誠さんっ、ゆっくりやらないで下さいぃっ」

「一気にやって欲しい？　志津も欲しがりだな」

「そ、そういう訳じゃあっ……」

　しかし志津の媚身は確かに、発情の兆しを見せていたのだ。

　だからこそ、水の抵抗が憎たらしくなってしまう。

　お尻を圧迫されながら、最奥を突かれる刺激も物足りない。

　誠が動くたび、静かだった水面が大きく揺れ動いた。

「おい。こんな状況なのに、志津のおま×こ、僕のち×ぽをギュウギュウ締めつけてたまらないぞっ」

「ゆ、許して下さいぃっ……も、もう……。これで終わりにぃっ」

「入れただけで終わり？　志津らしくないぞ」

「ああっ、どういうことですかぁっ」

「志津だって、いつも早く中に出して欲しいっていやらしい声を上げるだろ？」

「あ、上げてませぇん……！」

「まあそういうことにしておこうか」

「じょ、状況が違いすぎますからぁっ。このままじゃ、本当に警察に逮捕されちゃうかもしれませんからぁ」

　志津が声を上擦らせるたび、伸縮を繰り返す膣口がまるで万力のように、ギチギチと男根を締めつけてきてしまう。

　それが本心から終わりにして欲しいのか、もっと強い刺激が欲しいという心の叫びなのか、自分でも分からない。

　しかし間違いないのは、発情してしまっているということ。

「んんっ……誠さん、駄目だからっ」

　志津は必死にこらえようとする。

（か、感じちゃ駄目なのにぃっ！　こんなところで喘いじゃったら、変態って思われちゃうのにぃぃ……）

　誠の男根に、志津はすっかり魅了されていた。

　抵抗なんてなんの意味もなく、秘壺を男根で貫かれているせいか、全身が性感帯になって蕩けてしまう。

（水着にも勃った乳首が浮いちゃってるぅっ）

　その乳首を、誠に思いっきりひねられれば全身が鳥肌立ち、あっという間に昇りつめてしまう。

（あああっ、ダメダメッ。イクウウッ！）

「ンンンッ！」

（だ、誰に見られるか分からない状況なのにすごいイっちゃったぁ……）

「ああぁんっ……ま、誠さぁん、も、もうやめてぇっ……。今は本当に危ないのぉ……」

（もう無理ぃっ）

　発情したのは肉体だけではない。

　志津は誰に見つかるか分からないスリルで、捨て鉢になってしまう。

（もういい！　全部、誠さんが悪いんだからぁっ！　これは誠さんに責任を取ってもらわなきゃいけないことだからぁ！）

　志津は自ら腰を押しつけて、男根を咥え込む。

「志津……っ!?」

　誠も周りの状況を考えて、くぐもった呻きに留めている。

　意図的に膣圧を強め、丸太のように太い男根をこれでもかとばかりに締めつけた。

「きゅ、急にどうしたんだっ」

　さすがの誠も目を白黒させた。

　しかし志津は問答無用だった。

「誠さんが悪いんですからねっ。こんな場所で、とんでもないことをするんですからっ」

　腰を引こうとする誠を追い込むように、お尻を押しつけた。

「うぐぐっ……！　し、志津っ。そんなに咥え込まれちゃったら……っ！」

「早く出してっ。きょ、今日は誠さんとエッチするためじゃなくって、柚子ちゃんのために来たんですからっ」

　お尻を押しつけるだけではない。

　柔肉で求め、切なげに引き攣るペニスをさらに追い込んだ。

「うううっ……で、出るっ」

　誠が呻いた次の瞬間、志津のお尻の中に熱い迸りが爆ぜる。

「んんんっ……！」

　温水プールよりもずっと熱気に充ち満ちた灼熱が子宮口にぶつかれば、双眸から火花が飛び散るほどの絶頂に襲われてしまう。

「だ、めぇ……」

（イクイクッ！　誠さんの逞しい男根で貫かれて、精液を出されて、頭がおかしくなっちゃうぅー!!）

　辛うじて声には出さなかったが、頭は真っ白になり、下唇を噛みしめながら昇り詰めてしまう。

「んっ……」

　秘処の辺りで、ひんやりとした感触が広がった。

（し、潮、吹いちゃった……）

　水中でなければ、尻もちをついてしまっていただろう。

　もたれかかった志津を、誠は抱き留めてくれた。

「志津、平気か？」

「へ、平気じゃありませんからぁ！　っていうか何もかも、誠さんが一番悪いじゃないですかぁっ!!」

　志津は泣きべそ混じりに、ぼやいた。

「もういいんですっ。柚子ちゃんの様子を見に行ってきますっ！」

「お、おい、志津……。今はちょっと腰が立たなくって……。ちょっと待ってて」

「誠さんは、そこでのんびりしてて下さいねっ。それじゃっ」

　志津は尻尾をふりふり揺らしながらさっさっと歩き去ってしまった。











再び春　記憶喪失の狐嫁ともう一度恋をしよう









　桜の花びらが吹き散らされている。

　この村で、誠と結婚して何度目かに見る桜。

　志津は風で乱れる髪を右手で押さえながら、満開の桜を見る。

　いつか、ここで誠と花見をしたことを思い出す。

　口元が思わずほころんだ。

（そうだ！）

　名案を思いついた。




「──んっ……」

　志津が目を開けると、電灯の眩しさに目を細めた。

（ここ、どこ？）

　視線を巡らせると、そこは白を基調にした部屋で、志津はベッドに寝かされていた。

（なんで？　私……）

　身体を持ち上げようとすると、頭が鈍く痛んだ。

　その時。

　滑るように障子戸が開いたかと思うと、眼鏡をかけた男の人が入ってきた。

「志津っ！　起きたのか！」

　笑顔で叫んだ男の人に、抱きしめられた。

「あ、あの……」

「ああ悪い。先生を呼んでくるっ」

　そう言うと、踵を返して男性は部屋を出ていってしまう。

（あの人、誰……？）




　すぐにさっきの男の人と、五十代くらいの白衣姿の男性がやってきた。

　先ほどの男性が、志津が起きるのを手伝ってくれた。

　ベッドの縁に腰かける。

　脈や熱を測られたり、聴診器で胸を探られたりした。

「異常はないようですね」

　先生が言うと、男の人が嬉しそうに言う。

「よかったな、志津！　いやあ、一時はどうなるかと思ったけど……」

「あの」

「どうした？」

「あなたは誰、ですか？」

「誰って……。おいおい、志津。変な冗談は……」

「志津。それが私の名前、なんですか？」

「お、おい。本当にどうしたんだよ」

　すると、先生が顔を覗き込んできた。

「君、自分の名前は分かるかい？」

「あ、い、いえ……」

「本当にこの人に見覚えがない？」

「ありません……」

　男の人が愕然とした顔をした。

「おい、嘘だろ……。ほ、本当に？　僕はお前の夫だ。誠だっ」

「誠さん……」

　しかしその響きに聞き覚えはなかった。

　すみません、と俯くしかなかった。

「先生……」

「事故の後遺症による記憶喪失、でしょうね」

「どうにかならないんですか!?」

「思い出すのを待つしかありません……」

「そ、そんな……」

「とにかく検査をしましょう。頭に何か障害があるかもしれない」




　目覚めてから数日後、退院した。

（私は志津……。誠さんと結婚してて……）

　志津は誠の運転する車の後部座席に座り、流れていく景色を眺める。

　しかしその景色にすら覚えがない。

　先生の言うには一般常識に問題はないけれど、誠との結婚生活についての記憶がすべて失われてしまっているらしい。

「はぁ……」

　自分は記憶を取り戻せるのか、そう考えるとため息が漏れてしまう。

「大丈夫だから」

「え？」

「大丈夫。きっと元の生活をしているうちに思い出せるさ」

「は、はい」

（誠さん……）

　彼は、自分の記憶が失われていることに対してショックを受けていたはずだが、必死に気丈に振る舞ってくれている。

　だからこそ、申し訳なさが募ってしまう。

　そうして病院から二時間の道のり。

　病院のあった街中とは対極にあるような、民家よりも自然の方が目につく村。

（あ。桜……）

　鮮やかな緑の中に、桜色の花をいっぱいにつけた見事な山桜が、時折風に吹かれては花びらを、艶やかに散らしていた。

　その一角の家に辿り着く。

「ここが？」

「そう。僕たちの家だ」

　小さな門をくぐり、庭に回ってみる。

「どう？」

「……ごめんなさい」

「謝ることないって。ほら、家を案内するから」

「はい」

　そうして部屋の一つ一つを見せてくれる。

「ここが寝室で、ここが志津の部屋」

「は、はい」

「ひとまずここで休んだら？」

「分かりました」

　志津は自分の部屋を見回す。

　箪笥と机。クローゼット、飾り棚があって、そこには誠と一緒に撮影した写真が額に入れられて置かれていた。

「これ……」

　写真の中で自分が、誠と顔をくっつけるようにして笑顔で写っていた。

（これは……狐の耳……？）

　どこかのテーマパークで撮影したのだろうか。

　写真の中の自分は誠と揃って、満面の笑みをたたえていた。

　その笑顔が、今はつらい。

（何も覚えてない……）

　余計に悲しくなるだけだった。




　その日の夕食の時間。

　食事は、誠が作ってくれたのだ。

　少し焦げたぶりの照り焼き、きゅうりと油揚げの漬け物にご飯、油揚げの入った味噌汁。

「あんまりうまくできなくってゴメン」

「いえ、作って下さっただけで、すごく嬉しいです。……でも、お漬け物にまで油揚げ、ですか？　誠さん、油揚げが好きなんですか？」

「いや、志津が好きなんだよ。本当になんにでも油揚げを入れるんだ。シチューに煮物、ハンバーグの付け合わせ、お鍋……」

「そんなにですか!?」

「それがこだわりなんだよ」

「……そ、そうなんですね。変わってますね」

　志津が我がことながらびっくりしてしまうと、誠が笑う。

「変わってるって、自分のことだぞ？」

「そうなんですが」

「別に今はそんなこだわりはない？」

「多分ですけど」

　味噌汁を飲む。

「美味しいです」

　確かに美味しいけれど、でも油揚げに特段のこだわりは生まれない。

「そう言ってくれると嬉しいよ」

「──あの。一つ、いいですか？」

「どうした？」

「私、何があったんですか？　どうして病院にいたんですか？」

「それが分からないんだ。どこかに出かけたと思ったんだけど、なかなか戻ってこなくて……。そうしたら村の人が、志津が桜の根元で倒れてたって……」

　そうして、どこかぎこちない雰囲気の流れる食事の時間を過ごした。




　志津は夕食を終えると、お風呂へ入る。

　着物を脱ぎ、生まれたての姿になった。

　着物の畳み方も分からず、仕方なく、なんとなくでそこに置く。

　浴室に入り、バスチェアに座る──と。

　鏡に映っている、自分の姿に目を剥く。

「え……」




　誠は洗い物をしていた。

（志津……ちゃんと記憶が戻ってくれればいいんだけど……）

　すぐにも記憶が戻って欲しいと思う一方、焦ってもうまくいかないだけだと必死に自分を抑える。

「きゃあああああ……!!」

　不意にそんな叫びが響き渡った。

「志津!?」

　誠は洗い物を放り出し、浴室に駆け込んだ。

「どうした!?」

「ま、誠さん！　み、耳が……！」

「耳？　耳がどうした」

「し、ししし尻尾がぁっ」

「尻尾がどうしたんだ!?」

「私に動物の耳と尻尾が生えちゃってるんです……！」

「え？」

「み、見えますか!?　狐みたいな耳や尻尾が……」

「あー」

「ど、どうしちゃったんですか、私ぃっ！」

「心配ない」

「何が心配ないんですか!?」

「その……う、うまく言えないんだけど……。志津は狐なんだ」

「何を言っているんですか？」

「本当なんだ。志津は狐娘なんだ。耳や尻尾は元々、生えているんだ」

「で、でも病院の人たちは気付きませんでしたよ？」

「他の人には見えない。見えるのは、僕だけだ」

「そ、そうなんですね。でも誠さんには生えてませんよね……」

「僕は狐じゃないからさ」

「私たち、どこで知り合ったんですか？」

　誠は出会った経緯を話す。

　志津はびっくりしたようだった。

「……おじいさんが、私にあなたのお嫁さんになりなさいって……。そうだったんですね」

「それで僕は街から、ここに移って一緒に暮らしてる」




　そして夜を迎えた。

　寝室は一つ。

　志津は、二つ並べられた布団を、それから誠を見た。

「二人で、ですか？」

「えっと……。もし抵抗があるなら、布団を部屋に持っていく？」

「いえ。このままで大丈夫です。早く記憶を取り戻さなきゃいけませんから。病院の先生にも、いつもの暮らしをするようにって言われてますし」

「そ、そっか」

「……失礼します」

　志津は布団に潜り込んだ。

　しんと静まり返った春の宵。

　志津は緊張を隠せず、さっきまで感じていた眠気は吹き飛んでいる。

（私、これからどうなっちゃうんだろう……）

　考えている間に、目蓋が下がって寝てしまった。




　次の日、志津は縁側に出て庭を眺めていた。

　今日はとてもいい天気で、青空が目に眩しい。

　志津は黒光りする柱を撫でた。

　本来の自分ならば何もかも見馴れた景色、のはず。

（でも何も思い出せない……）

　とてもよくしてくれている誠のことさえも。

　それだけじゃない。

　着物の着方もよく分からず、今は誠が用意してくれたジーパンとティーシャツを着ていた。

　と、香ばしい匂いがしてきた。

　焼き魚だ。

　志津は台所に向かった。

「誠さん？」

「おお、志津。今、昼飯作ってるからな」

「何かお手伝いを……」

「それじゃ皿を出してくれ」

「はいっ」

　勢い込んで始めたが、どこに何がしまわれているのかも分からないから、いちいち誠に聞かなければならなかった。

「はあ……」

（手伝うはずなのに、すっごく足を引っ張っちゃってる……）

　自己嫌悪ばかりが募ってしまう。

　と、誠が魚の焼き加減を見ながら言う。

「志津。今日は村を歩いて回ってみよう。何か思い出すかもしれないし」

「あ、はい……。分かりました」

　誠は振り返った。

「絶対に記憶、思い出させるから」

　力強い言葉に、志津は胸の高鳴りを覚えた。




　昼食を終えると、外に出る。

　自然豊かで、そこかしこで山桜が今が盛りとばかりに大いに咲き乱れていた。

　最初に向かったのは、神社だ。

　石畳の参道の先に、古い本殿がある。

　そしてその神社からは、村を一望の下にできた。

「すごく綺麗ですね！」

　志津は目を輝かせ、昂奮して大きな声を上げる。

「初めて来た時もそう言ってた」

「そりゃ言いますよ！　だってこんなに、すごいんですものっ！」

　志津は自分の狐耳がピクピクし、尻尾が勝手に動くことにびっくりしてしまう。

「誠さん！　私の耳と尻尾が……」

「ああ。よく分かる。だから、志津が機嫌がいいかどうかが一発で分かるんだ」

　志津はモジモジしてしまう。

「そ、そう言われてしまいますと、恥ずかしいですね」

　とはいえ、耳や尻尾はどうしたって揺れるのだ。

　恥ずかしいけれど、それを見ている誠は嬉しそうな顔をしている。

　そんな彼の表情を見ていると、とても幸せな気持ちになった。

　そしてそんなことを考える自分に、はっとしてしまう。

（今の感覚ってなに？）

　ドキドキする鼓動を感じながら、志津はただただびっくりしていた。

「志津？」

　肩を叩かれると、びくっとしてしまう。

「ま、誠さん？」

「どうした？」

「いえ……。すっごくいい景色すぎて、見入っちゃってたんです」

「何か思い出した？」

「いいえ。何も……」

「そっか。じゃあ次の場所だ」

「はい」




　次に向かったのは、村の人たちが志津を発見したという桜の木の下。

「ここ、前にお花見をしたんだ。志津がお重を作ってくれて」

「そう、なんですね……」

　志津は一歩一歩近づきながら、桜の木を見上げる。

　小さな桜の花びらがひらひらと、舞っていた。

　そっと背伸びをして、花びらを抓んだ。

　花びらのしっとりして柔らかな感触が、気持ちいい。

「綺麗……」

　ぽつりと呟いた。

　その時、頭の上に手の感触がした。

「誠さん……？」

「ほら」

　誠が抓んだのは、桜の花びら。

「ふふっ」

　志津は思わずという風に、笑った。

　そして誠を見る。

　だが笑顔はそこで消えてしまう。

　記憶を失っている自分は誠からしたら、別人も同然だ。

　そんな自分が何も考えず、笑っていいはずがない。

「──散歩しよう」

「え？」

　突然の言葉に、びっくりしてしまう。

「散歩？　でも記憶を取り戻さないと……」

「先生も言ってただろ？　いつかは戻るって。あんまり根を詰めすぎても、プレッシャーのせいで、かえって何も思い出せなくなるかも」

「でも……」

「志津。焦らずいこうぜ」

「誠さん。私……」

「志津が罪悪感を覚える必要なんてない。記憶を失ったのは志津のせいじゃないんだから」

「……いいんでしょうか」

「いいも悪いもないだろ。ほら」

　誠が右手を差し出してくる。

　志津がどうしたらいいか迷っていると、手を掴まれた。

　ドクンッ。

（ま、また……）

　志津を悩ます、不思議な感覚。

　手が熱い。頬が熱い。

　ドキドキしてしまう。

「行こう」

　桜の花びらが散る道を、誠と手を繋ぎながら一緒に歩く。

　とても充実した気持ちになった。




　帰宅した志津は、部屋に戻る。

　誠はああ言ってくれたけれど、本心でないことは分かっている。

「はぁ」

　ため息が出てしまう。

（何かヒントになるものがあれば）

　しかしどれだけ考えても分からない。

　志津は部屋着に着替えようとシャツとジーンズを脱ぐ。

　ジーンズをしまおうと、クローゼットを開けた。

　と、そこにあるものに目を向けた。

　本来の志津は普段から和装だからクローゼットはあまり使わないのか、ハンガーにかかっているものは数える程度しかない。

　その中で一番端っこにあるものを見つける。

　それにだけケースがついている。

　志津はそれを手にした刹那。

（これ……）

　自然と口元が緩んだ。




　夜。

　誠はまんじりともせず、もう何十回目かの寝返りを打った。

（志津……）

　今、志津は自分の部屋で寝ている。

　誠はそこには寝ないと想いながらも敷いた、志津の布団に手を伸ばす。

　そこにあるはずの温もりはない。

（ダメだ、ダメ。ここで僕が焦ってどうするんだ。一番大変なのは志津なんだぞっ）

　そう自分に言い聞かせる。

　と、その時。

　すすーっと障子が開く。

　月明かりが差し込んでくることに気付いて目を開ける。

「あ……」

　誠は目の前に立つ、志津の姿に目を瞠った。

　月明かりを受けて、彼女そのものが青白い、神々しいきらめきを放っていた。

　彼女は純白のウェディングドレスを身にまとっていた。

　フリルをたっぷりあしらったロングスカートに、きゅっと締まったウエスト、襟ぐりが大きく開いて、谷間が見えるセクシーさも兼ね備える。

　それはせっかくの結婚式なのだからと、誠が購入したものだった。

　結婚式は神前で行ったけれど、その後にどうしても志津のウェディングドレス姿が見たかったのだ。

「そ、それ……」

「ごめんなさい。記憶を何もかも失った私が着ていいものか迷ったんですけど」

「迷う必要はないよ。それは、志津に買ったんだ」

「ありがとうございます。──記憶はまだ戻ってません。でも私は、あなたに恋をしてしまったみたいなんです……」

「恋？」

「私は、あなたが知っている志津じゃありません……。それでも、私を抱いて下さりますか？」

「もちろん」

　誠は、志津を招くように大きく両手を広げた。

　志津は喜んで、その胸に飛び込んだ。

「誠さんっ」

「志津……」

　志津は目をそっと閉じる。

　誠が覆い被さるように唇を奪ってきた。

「んんっ……」

　志津は鼻にかかった声を漏らし、軽く身震いしてしまう。

　触れ合った唇。

　誠の薄い唇の感触に、心臓が爆発しそうなくらい高鳴っていた。

「記憶がないってことはキスの記憶もないんだよな」

「は、はい……っ。だから、すっごくドキドキして……おかしくなりそうですっ!!」

「それじゃこういうキスも初めてなんだ」

　誠が不意に舌を入れてきた。

「んんっ!?」

　志津はびっくりして誠を押しのけようとしてしまうが、彼は優しく抱きしめて、大丈夫だからと言うかのように背中を撫でてくれた。

「ぁっ……ぁあっ……ま、誠さんっ……」

　志津は、誠の感触を受け入れる。

　舌粘膜同士を擦り合わせるだけで、頭の芯に快美な電流が迸る。

「ンンンンッ！　ま、誠さんっ！」

　志津は耳を半ばから折り、ハァハァと切ない息切れを漏らしてしまう。

　唇の端から、涎の筋が垂れた。

「誠さん……私、おかしくなっちゃいそうでしたぁ……」

「嫌だった？」

「ビリビリ痺れてしまって……」

「それが気持ちいいってことだから」

「そ、そうなんですね。でも今のキスで、私、力が入らなくって……」

「大丈夫。ここは僕がリードするから」

「い、いつも、そうなんですか？」

「まあね……。でも志津が恥ずかしがりながら求めてくることも、もちろんある」

「わ、私が……。想像できません……」

　誠は笑うと、志津をそっと寝かせた。

「そのままで」

　そして両足を広げさせると、股の間に誠が顔を埋めてきた。

「誠さん!?　な、何を……ひいいん！」

　スカートをたくし上げるや、志津の下着のクロッチに触れた。

「ああんっ！」

　志津は全身を電流で貫かれるショックに身動いでしまう。

「だ、ダメですっ、誠さんっ。そんなところに触れちゃうなんて、汚いです！」

　志津はいやいやとかぶりを振った。

　しかし誠は止まらない。

　下着を膝下までずり下ろしたかと思えば、剥き出しの秘裂にしゃぶりついてきた。

「ぁあっ、誠さん、何やってるんですか!?」

「志津のおま×こ、相変わらず美味しいっ」

「そんなところ、美味しくありませんからぁっ……！」

　割れ目を舌先でくすぐるように刺激されながら膣口を指先で広げられ、柔壁を擦るようにまさぐられてしまう。

　指の動きに感応するように、ヌッチャッ、グッチャッと淫らがましい、糸引くような音が混ざった。

「っ、ぁあっ、んんっ、んぁっ、はああんっ！」

　上擦り、蕩け、舌っ足らずな声が出た。

（どうしてこんな声を出しちゃってるの!?）

　一体どこからこんな声が出ているのかと、驚いてしまう。

　その遠慮のない貪りに、志津は全身を痙攣させる。

「ひいいいいいンッ!!」

　同時に頭が真っ白になり、身悶えた。

　プシャッ！

「あああっ……誠さん、ごめんなさい！　わ、私ィッ……お漏らししてしまいましたぁっ！」

「安心して。お漏らしじゃないから」

「本当ですか？」

　と、誠が笑っていることに気付く。

「どうしたんですか？」

「初めて潮を吹いた時も、今と同じ反応をしてたよ」

「本当ですか!?」

「記憶を失っていても、僕のことを覚えてなくても、やっぱり志津は志津なんだな」

「わ、私は、私……」

　胸がドキドキした。

　誠にいじられている秘処が熱く、トロリと潤んでいく。

　それは誠のお陰なのだと思えた。

　もっと誠にいやらしいことをして欲しい。

　恥ずかしいけれど、して欲しい。

　そんな不思議な、けれど、どこか懐かしいような心境になった。

「志津？」

　誠は、志津がおもむろに両足の広がりを大きくしたことに驚いているようだった。

　それだけではない。

　志津は右手で、割れ目をより広げてみせた。

　蜜を滲ませながら、真っ赤に腫れ上がる膣肉の質感が、たまらない。

「誠さんが欲しいんですっ。私の中に、誠さんを受け入れさせて下さいっ！」

「志津……。本当にいいのか？」

「あなたが欲しいんですっ。誠さん！」

　自分でもなぜかは分からないけれど、涙が溢れてしまう。

「志津！」

　誠の重みがのしかかってくる。

　唇を塞がれた。

　息苦しさはあったけれど、幸せだった。

　誠がズボンを脱ぎ捨て、いきり勃ちを露わにする。

「あ、そ、それ、は……」

「ち×ぽだ」

「ち、ちん……」

「ち×ぽ。志津、言って」

「……わ、私、元々そんなことを言ったりしてるんですか？」

「そうじゃないけど、今の志津に言ってもらいたいんだ」

　志津はかすかな躊躇いを挟みつつも、誠に喜んでもらいたいという強い気持ちが勝った。

「……ち、ち×ぽ」

「エッチだ」

「そ、そうなんですか」

「うん。……それじゃ、そろそろ入れるね。僕、我慢できなくなってきた」

「誠さんっ、来て下さい!!」

　ぷっくりと膨れた亀頭冠が、押しつけられる。

「ンンッ！」

　志津は、びくっと全身を戦慄かせた。

　過敏になっている潤んだ膣口に、ぴっちりと密着した鉾先。

　小刻みにビクビクと戦慄く肉塊の感触に、下腹が甘く疼いてしまう。

「ああっ……」

　しかし不思議なことが起きた。

　記憶にはないはずのペニスの肉感に、胴震いを禁じ得なかった。

（私、このち×ぽを知ってる……？）

　それくらい身体に馴染んでいたのだ。

「ゆっくり入れるから」

　誠の優しさが嬉しかった。

「誠さんっ……来て下さいぃっ」

　誠がゆっくりと挿入してくる。

　ズブズブッ。

「あああんっ！」

　長くて太い勃起が深く深く埋まっていく。

（きちゃうっ。ま、誠さんの太くて長いち×ぽが、私の中に入ってきちゃう！）

　そしてその感覚と共に、腰に甘い疼きが閃いたのだ。

　動きたくないのに、勝手に腰がシナを描いてしまう。

「ああっ……んんっ……ま、誠さんっ……わ、私ィッ、どうしたらいいんですかぁっ」

「痛いのか？」

「ちっ、違いますっ！　ムズムズして、いやらしく腰を動かしてしまうんです！」

「だったら大丈夫だ」

「だ、大丈夫、なんですか？」

「うん。それは志津が感じてる証拠だからっ」

「……あの、その……」

「どうした？」

「誠さん。私、このち×ぽを、知ってる気がするんです」

「知ってる？」

「一度、こうして受け入れたことがある、みたいに……」

「そっか。でもそれは当たり前だから。志津はこのち×ぽをすごく気に入ってくれたし」

「ううう。誠さん！　どうしてそんな恥ずかしいことを言うんですか!?」

「ゴメンゴメン。冗談……じゃないけど。ほら、奥まで入った」

　ズンッと子宮口を突かれてしまえば、志津は「ああああん！」と艶やかな声を上げさせられてしまう。

「誠さんっ！」

　志津は深くまで押し入ってきているペニスを意識しながら、誠に抱きつく。

「志津。本当にウェディングドレスが、金色の瞳とよく似合ってる」

「あ、ありがとうございます……。嬉しいですっ」

「動いてもいいか？」

「はいっ。来て下さいっ！」

　誠が腰をゆっくりと引く。

　大きく張り出した肉鰓が、柔壁を刮こそぐように動く。

「あああんっ！」

　身体の奥深くからこみ上げる悦美に、背筋を弓反らせてしまう。

　膣内を埋め尽くした勃起肉が引いていく感覚に、腰がガクガクした。

「ま、誠さんッ……!!」

　誠を抱きしめる両手に力が入り、背中に爪を立てた。

「志津のおま×こ、ぐねぐね動いて、すっごくいやらしい……っ！」

「言わないで下さいっ！　あそこを穿ってグチャグチャ音をさせないで下さいぃ！」

　まるで自分が、とんでもない卑猥な存在になってしまったようで、とても苦しかった。

「志津っ」

「まこ──んんっ！」

　唇を塞がれた。

　先ほど同様の息苦しさは感じたけれど、さっきの感覚とは微妙に違うのだ。

　もっと口づけを交わしたい。深く感じたい。そんな想いが溢れて止まらなくなる。

「誠さんっ！　んちゅっ、ちゅぱぁっ、えろっ！　誠さんっ、好きです！　大好きですっ！」

　涎で口の周りが、ベトベトになるのも構わなかった。

　浅ましい獣に成り果てたような心地。

　しかし胸に広がるのは温かな、多幸感。

　誠の腰に絡めるのは足だけではなく、尻尾もまた固く固く、二人の間に少しでも隙間ができぬよう巻きつけ、激しい抱擁を交わす。

「志津の尻尾、すっごくやる気満々だなっ」

「そ、そうです！　私の尻尾、やる気満々なんですっ！　誠さんと離れたくないって……離れられないって、私、思ったんです！　記憶がなくなってるとか関係なくって……誠さんを好きになったんです！」

　志津は無我夢中で唇を貪り、腰を自分でも浅ましいくらい振ってしまう。

　ヌチュ、グッチョッ、ヌチャッ！

「はああああんっ！　あああっ！」

　抽送のテンポが加速し、最奥を貫くうねりが激しくなった。

「誠さあん！」

　志津は口づけを振りほどくと、誠の左肩に顔を埋めた。

　狐耳を中折れさせ、噴火するようにマグマの熱気がこみ上げるのを、全身で意識した。

「誠さん！　わ、私……もう！　誠さん！　い、一緒に……一緒にイって下さいぃ！」

「志津、ぼ、僕ももう！」

　胎内に深く突き立っている怒張がビクビクッと荒々しく戦慄いた。

「中に出すぞ！」

「出して下さいっ！　は、早く……！」

　ウェディングドレスを身にまといつつ、淫らなことを口にする。

　己の卑猥さに身震いしながらも、昇り詰めていく。

　同時に、誠が熱い迸りを解き放つ。

　ビュルゥッ！　ビュルゥッ！　ビュルルルルッ!!

「イクイクイクゥゥッ!!　誠さんっ！　い、イっちゃいますぅぅぅっ!!」

　下腹に広がっていく、怒濤の子種を受け止め、志津は髪を振り乱しながら、極まった。

　自分の身体がどこかに消えてしまいそうな衝撃を覚えつつも、それでも幸せでいられたのは、ずっと誠が抱きしめてくれていたからだ。

「んっ……んんっ……誠さんっ……」

　志津は意識を手放してしまう。




「志津……。志津……」

　何度目かの呼びかけで、志津は「んんっ……」とくぐもった声を漏らして、億劫そうに目を開けた。

「ドレスが皺になっちゃうぞ」

　誠は笑いかける。

　金色の瞳に浮かんだ鈍い光が、ゆっくりと澄んでいく。

「誠さん」

「起こして悪い。でもドレスが……」

「思い出しました」







[image: ]







「そっか。びっくりしたよ。いきなりウェディングドレスを着て、やってくるんだから」

「違います。そうじゃなくって。記憶を取り戻したんです！」

「え……」

「全部、思い出しました！　誠さんのことも、何もかも！」

「志津!!」

　誠は衝動に突き動かされるように、志津を抱きしめた。

「ま、誠さん……く、苦しいです……っ」

「あ、ごめんっ。──すごく嬉しいよ！」

「誠さんのお陰です！　私のために誠さんが、色々してくれたから」

「なあ教えてくれ。何があったんだ？　どうして木の下なんかで……」

　すると、志津は恥ずかしそうにはにかんだ。

「どうした？」

「……あれは私が悪いんです」

「お前が悪い？」

「いつかのお花見の時、誠さんが子どもの頃に桜の枝を折って持っていったって言ってたじゃないですか」

「そ、そうだな……」

「手頃そうな枝が生えていたので、その……誠さんに見せてあげたいと思って」

「まさか着物のまま登ったのか？」

「……登ろうとはしました。でも途中で落ちてしまって……」

「……何やってるんだよ」

「すみません」

「すごく心配だったんだからな!?　僕が馬鹿なのは元々だけど、そんなことに志津が付き合う必要なんてないんだぞっ!?」

「誠さんのことを馬鹿なんて思ったことはありません……。でも今後、気をつけます」

「そうだ。気をつけろ。──でも記憶が戻って本当によかった……」

　誠は、志津をぎゅっと抱きしめた。
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